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早期 S B ー出土土器

早期 S B ー出 土 土器 そ の他

グ リ ッ ド出 土土器
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S B -1 1 出 土土器
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早期 グ リ ッ ド出土土器
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前期初頭の土器

• 

早期末～ 前期初頭東海系土器
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早期末～ 前期初頭東海系土器



図版40

S B -02出土土器 S B -03出土土器

S B ー 出土土器

S B -06出士土器



S B ー 0 6 /B 廿 廿 眺 "

因 涼 4 1



図 版42

S B -06出土土器
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S B -28出土土器
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S K ー 出土土器

グ リ ッ ド • そ の他出土土器
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S B -02出土土器
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S B -06出土土器
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S B - 1 2 出土土器
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S B -20出土土器
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グ リ ッ ド出 土黒浜式併行
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グ リ ッ ド出土諸磯 a 式

グ リ ッ ド 出土諸磯 b 式
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S B -23出土土器

S K ー出土土器
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グ リ ッ ド出土五領ケ台式

グ リ ッ ド 出 土近畿東 海 系 中 期 の土且



S-1区 S B-04 

やはり黒色土層中に掘り込まれた住居で、 プランは不明であるが、 ピットがよく残っているので、 長径650cm、

短径550cm 程度の住居であったと思われる。 炉石は抜きさられており、 焼土と炉石が 一 個のみ残っている。

このS-1地区の藤内式期の集落の中で、 この住居の重要性は、 まず、 出士遺物が豊富なことと、 特殊な遺物

に恵まれている点である。 有孔鍔付土器が 2 点出土し、図 171- 7 は胴部に人体文（あるいはカエル文）が付く、

また孔は径 8 nunと大きい。 また22は縄文を全面施文し、 肩部に円形の磨消文を付けており、 容量も 38£と大きい。

さらに土偶、 図260-30は、 広畑形態の土偶で、 出産状態を示した土偶である。 他に 5 点の出土がある。

石器は石鏃13、 石-1:::; 4 、 ピエス ・ エスキ ー ユ l 、 稜磨石 5、 磨石 5、 玉石 l 、 石皿 2 、 磨斧 1、 打斧10、 横刃

形石器 l 、 黒曜石269 g、 水晶55 g。

一
こ：
3

第170図 釈迦堂 S-1 区 S B-04遺物出土状況図
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S B-04 

図 版 挿 図 挿図比 出土地点 分 類 文 様 高 さ 容量ヽ 備 考

67 171 1 6ー1 ミズク把手を持ち、湾膨した焦文の口辺と胴部の区画文はより大塑化している。

2 6-1 液状口縁と湾膨した無文の口辺、脚部は縦区画文帯として會 胴下部に楕円区画文帯を 45.8 18.3 

めぐらしている。 SK---04、図No.213- 9の土器と近似する器形。

3 円筒形をなし、口辺部に波状隆帯、胴上半部に三角区画帯 胴下半部に縦区画帯を付 45.0 SK-
169 S 

けている。 B---09 
SB-
18ほか

4 6-1 小形円筒形の縦区画文士器

5 6-1 縦区画の中をキャクピラ文や三角押文で埋める。 区画文を形成する半隆起線が一部で

終結しない点、および区画の巾が狭いからより古拙の土器と思われる。

6 6-1 口辺部がくの字形に内折した器形をなす．

7 6-6 有孔鰐付土器 孔の形がSmと大きく、胴部に人体文（カエ，，，，文）を配 し、他を縦区

画文で埋めている。

8 6-1 大型の縦区画文土器である。口辺部を無文帯とし、胴部を大きな区画文で埋めている 56.7 34 

口唇部には把手が付くものと思われる。

9 6-1 区画文土器の底部である。

10 6-7 浅鉢 肩部のところに指頭圧痕を断続的に施している。

11 6-7 浅鉢 肩部のところに指頭圧痕を断続的に施している。

68 172 12 6-5 口辺部の形状も文様も不明、胴上部に楕円区画文帯を配し、胴下部は液状沈線により

区画した磨消縄文帯を持つ。

13 6 ロ辺部は藤内式特有の膨みを持ち、頸部に波状隆帯をめぐらし、 三角区画帯、楕円区

画帯と続き、胴下部は隆帯＋キャタピラ文＋波状沈線による抽象文を描くらしい。

14 6 口辺部無文、肩部にミミズク把手を持ち、指ナデ整形痕の器面に隆帯＋キャクピラ文

＋波状沈線文を付ける。

15 6 隆帯＋キャクピラ文＋波状沈線文

16 6ー7 ロ辺部に波状隆帯をめぐらした浅鉢

17 6 口辺部に刻目隆帯をめぐらしている。

18 6-2 口唇部縄文帯をなすが、胴部は隆帯＋キャクピラ文＋波状沈線で抽象文を描くらしい

19 6ー4ーb 縄文

20 6-4--b 縄文

21 6-4-b ロ辺部を隆帯十爪形文で加飾し、 頸部にキャクピラ文と波状沈線をめぐらし、胴部は 29 5 .  4 

縄文帯となっている．

22 6ー6 有孔銅付土器である。 これも孔の径がg..,と大きく、体部は縄文でおおうが、肩部に 58.5 38 

円形の磨消文を持っている。

23 6-3 無文の深鉢

24 6-2 無文の胴部に短隆帯が加飾されている。整形の失敗と思われ、 まがっている。 38 7.8 

25 6 無文隆帯の土器

26 6-8 台形土器

S-1 区 S B-10 

長径780cm、 短径 (600) mm 、 掘り込み約60cm の楕円形をした住居プランである。 柱穴は北側の 一 本のみ撹乱

によって未確認だが、 6柱穴と思われる。 しかも、 柱穴が重複しているので、 建て替えが考えられる。 柱穴の深

さも90cm を測るものもある。

炉石は完全に残っており、 南側に面取りした方柱状の石を用いている。 他は人頭大の自然石を用いている。

出士土器は、 豊富で縦区画文が主体を占める。 これに抽象文土器と浅鉢が付く組み合せである。 土偶は4点出

土している。

石器は石鏃 6 、 黒曜石コア 1 、 石�3 、 稜磨石 2 、 磨石 9 、 石皿 3 、 磨斧 2 、 打斧33、 他に黒曜石88 g、 水晶

20gである。
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• 土器

• 石器

第173図 釈迦堂 S -1区 S B-10遺物出土状況図

S B-10 

図 版 挿似l 挿図凡 If\ t 地点 分 類 文 様 高 さ 容�ti 備 考

69 175 I 6-1 把手を持ち、くの字形口縁胴滞は縦区両文 44,2 7.9 

2 6-1 1とほとんど詞様な構成となる、 37.2 ？ 

3 6-1 把手を行すると，思われる、Id祁1こ三角区(lfij帯を作り、胴郎を縦区両文としている、 46 25 

4 6-1 縦区画文七器としては、珍らしく4弔位の把手を持つ、展開び真に見られるように手 30.6 8 

のモチ ー フが器面をおおう。

5 6-1 把手を持つと、思われる

6 6-5or3 頸部に楕区画文を持ち、胴部の器面は整形指ナデ痕の器頂iiこ刻ll降俯＋キャクビラ文

＋波状沈線

7 6-2 対の把手を持ち、HI祁部に抽象文の一 郎を配し、 その脇をキャクヒ万文、波状沈線で加

飾する、

8 6-5or3 頸滞1こ楕円文をl'ILlし、IJMf滞は整形指ナデ痕の器面1こ刻II短降帯十三角押文のゲジゲ

文をt'icし、他の降帯のまわりはキャクピラ文＋波状沈線である、

， 6-5or3 整形指ナデ痕の器面に、降帯tキャクピラ文＋波状沈線文で抽象文を描く，

70 176 10 6-3 くの字形口縁、 整形指ナデ痕の器面にカエル様の文様を施す。

11 隆詔状にキャタピラ文を施している。

12 6-5 釦部1こ楕Iり区両文をめぐらし、J1/祁部は整形指ナデ痕を打し、 そこに降帯＋キャクピラ

文

13 6 頸祁に区画文帯をめぐらす、

14 6-3 

15 6-7 
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第177図 釈迦堂S-1区 S B-10出土土器(3)(1:6)

図 版 挿l"I 挿l"xlNo. /1', I: 地点 I 分--類- 文 様

了
備 衿

69 176 16 6-7 

17 6 -- 7 illぶ限にミス＇ ク把手をイjする,. Ill� 祁の文様開は,fllJ]

18 6-4-·b 11辺ffll無文、 頸部に波状沈線をめぐらし、Ill� 祁の縄文地にそ角押文で文様を描く

19 6-4-h I頸祁1こ楕l'l区11hj文帯をめぐらし、Ill祁祁は縄文

ね.. I .. 20 6-4-b 把f-を持ち、 頸油こS項j押文をめぐらす，

21 6-4-b 胴卜部縄文

22 6-4 -t, 胴ドi祁縄文 I 

! 
23 6-4--b 胴rrn1縄文

24 6-- 4 - b 胴杓祁縄文

25 6 II辿\llll!l文帯 I 

26 6 - 4 -- 1, 

27 6-4-a 

28 6-4-a r1絃部波頂部にミミス“ ク把r'を打する
29 6-4-a 令縄文の小バリ聞器 14,5 

I 
30 6-4-a 

31 6-4-a U辺部無文で、 指頭痕を残す体邪1こ抽象文をキャクビり文と角押文を施す。
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図 版 挿 図 挿図No. 出上地点 分 類

176 32 6-7 

3 3  6-7 

177 34 6 -·7 

35 6-7 

36 6-7 

37 6-7 

38 6-7 

39 6-7 

40 6-7 

41 6-7 

42 6-8 

4 3 6-2 

44 6 

45 6 

46 6-8 

S B-01 出土石器
No 名 称 出サ也点 大 き さ

1 1H 石 J 3.5X7.6X5.5 

2 稜 胴 石 12.4X6.7X6,7 

3 爵 石 9.6X8.6X 3.7 

4 朋 石 No. 5 5,4 X 5,4 X 3,5 

5 打 製 石 斧 ll, 3X5, 3X J.6 

6 打 製 石 斧 7,6X4,7X 1.4 

7 打 製 石 斧 1 3,6X 3,7X 1.7 

8 打 製 石 斧 ll,7X 3,5X 1,4 

9 打 製 石 斧 JO, 7 X 5,0X 0, 7 

10 打 製 石 斧 8.7X4,JXJ.J 

11 打 製 石 斧 6,5X7,8X 1,8 

12 打 製 石 斧 8,7X4,0Xl,l 

S-1区 S B-29 

文 様

垂下する爪形降帯の中に連続コの字文を含めている，

口辺部無文で体部に縄文を施し、 頸部に円形の府消している，

三角区画帯をもち、 中をキャクビヲ文十三叉文で埋めている，

口辺部に楕円文帯をめぐらせ、 その中をキャクピラ文十三角押文で坪める。

浅鉢では珍しく 、 三角区画帯と楕円区画帯の2帯の文様をならぺる，

屑部に指頭圧痕による断続的な押圧文を持つ，

屑部に指頭圧痕による断続的な押圧文を持つ。

肩部に指頭圧痕による断続的な押圧文を持つJ

無文の浅鉢

小形の台

底部

把手 a類やe類に付く ものと思われる

把手

台形士器

噸さ 備 考 N.. 名 称 出土地点 大 き さ

1 3  打 製 石 斧 9,2X 5,2 X 2, I 

14 打 製 石 斧 8,IX4,0Xl,l 

15 打 製 石 斧 9. 3X 3.5X2.2 

16 打 製 石 斧 N.18 9.5X 3.4XQ 曇7

17 打 製 石 斧 7,0X4,5X 1,2 

18 打 製 石 斧 9.6X4.JXJ.7 

19 打 製 石 斧 7.7xJ.2X0.9 

20 打 製 石 斧 10,7X6.l X 1, 3 

21 打 製 石 斧 5.1X6.7XJ.2 

22 石 � 4.2X4.2X 0.6 

23 コ ア 7,6X4.6X 3,0 

24 石 皿 19,QX J2,4X4,6 

電さ

高 さ- -
31.5 

備

容:,tt

5,9 

備 �

SK-
3 3接合

SK-
46接合

考

発掘の順序に誤りがあり、 前期のS B-07を先に発掘したため、 南側の部分を失ってしまったが、 長径 7 00cm、

短径500cm (推定） 、 柱穴6 個の藤内式の住居である。

炉は 長方形石囲炉で、 出入口部と奥壁部は柱状の石材を用いて、 他は自然礫を用いている。

出土土器は小量で土偶も1点 と少ない。 ただし、 M-2 9で土偶が出土しているのでこうしたものも含まれるの

であろう。

石器は石鏃 5、ドリル1、スレイパ ー 1、磨石2 、 打斧2 、磨斧1、礫器 1、 玉石l、黒曜石80 g、 水晶33 gである。

S B-29 
図 版 挿 図 挿図比 出七地点 分 類 文 様 高 さ 容量¢

180 I 6-5 頸部に楕円区画文帯をもつ

2 6 ロ辺部にミミス＇
ク把手をもつ

3 6 口辺部無文 頸部にキャクピラ文、 胴部に三角押文で文様を描く ，

4 6 口辺部無文帯にミミズク把手が付く 、 胴部は縦区画文であるらしい｀

5 6 キャクピラ文十三角文を施す， ミニチュア
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第 179図 釈 迦堂 S- 1 区 S B -29 (1 : 80) 

4
 

第180図 釈迦堂S-1 区 S B-29出土土器 (1 : 6) 

S-I 区 S B-31 

畑地の石垣によって、 撹乱されたため、 不明な部分が多い。 巨石が住居址内に落ち込んでおり、 洪水があった

と思われる。

柱穴はこの住居址内に伴って確定できるものは2 個にすぎない。 炉は南側出入口部に方柱状の加工石を用いて、
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奥壁側にやや長い自然石を用いている。

出遺物は少なくないが、 この住居址の上部と思われるV-21、 21、 U-21、 22出土の土器が、 少なからずこの

住居址と関係あるのであろう。 石器は石鏃6、 ドリル1、 磨石7、 磨斧2、 打斧2、 礫器1 、 黒曜石250 g、 水

晶51 gである。

士偶は多く特異で、 4点出土し、 図255-1 1はほぼ全身を残した土偶で、 藤内式期の典型的な土偶である。 他

に文様は失なわれているが、 円錐形をした嗚る土偶も出士している。 鳴る土偶はS B-51からも出土している。
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第 181図 釈 迦 堂 S- 1区 SB-31 (1 :BO) 
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釈迦堂S-1区 S 8-31出土土器 (1 : 6) 
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S 8-31 
図 板 挿 図 挿図凡 出L地点 分 類 文 様 高 さ 容員£ 備 考

182 I 6-7 降帯上キャクピラ文

2 6 

3 6- 2  坪形指ナデ痕の器面に刻目降帯＋キャタピラ文十波状沈線

4 6-2 刻ti降帯＋キャタピラ文十波状沈線し ゲジゲジ文

5 6-8 台形I·器孔を穿とうとした痕が残っている。

6 6-4-a 浅鉢形をなし、撚糸文を施し口辺部に円形府消を施している

7 6 底部

S-1 区 S B-40 

黒色土層中に掘り込まれた住居址である。 掘り込み、 柱穴ともに確認できなかったが、 炉址を中心とした遺物

の範囲と住居と考えた。

炉址は 南側の出入口側に方柱状の加工石材を用い、 他を自然石で五角形に組んでいる。

出土遺物は縦区画文士器を中心とした藤内式の 特徴を示している。 石器は石鏃6、 石-1:::.2 、 稜磨石 3、 磨石6、

磨斧 3 、 打斧 5、 黒曜石 150 g、 水晶94gである。

土偶の出土はないが、 Q-15 (図263-46)で出士しているので、 これが関係するのであろう c

S B-40 
図 版 挿 図 挿図凡 出士地点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

71 184 1 6-1 口唇部には把手が付くと思われる。 36.1 7. 3 N..6 + 
7 

2 6-1 

3 6-1 
4 6-1 No. 7 + 

B+R 
-5+ 
Q-5 

5 6-1 

6 6-1 縦区画の小和土器であるが、区画の中をキャクピラ文と半載竹管半月文の組み合せの

温泉マ ー クで埋めているc

7 6-7 餃状隆帯を持った浅鉢

8 6-7 口辺部の波状隆帯をもち、頸部に三角区画帯をもつ

9 6 

10 6 整形指ナデ痕の器面にキャタピラ文と波状沈線を施す。

II 6-7 

12 6-3 整形指ナデ痕の器面にキャクピラ文と三角押文などを施す。

13 6-3 口辺部無文帯とく、 頸部にキャタピラ文と接続して、短降帯＋キャクピラ文＋波状 26.7 2,6 

沈線をめぐらし、 ゲジゲジ文をなし下部は素文の短隆帯であるc

14 6-4-b 

15 6-4-b 

16 口唇部に縄文帯をもつ

17 6-7 浅鉢で指頭圧痕降帯が付く Q-15 
No.6 + 
No. 7 

18 6-7 浅鉢と思われる。

185 19 6-1? I類に付く把手か，

20 6-1 み

21 6-1 " 
22 6-1 ,, 
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第 183図 釈迦堂 S-1 区 S B-40遺物出土状況図 (1 : 80) 

S-I 区 S B-47 

S-I 区の東南の隅にある住居は長径750cm、 短径600 (推定） cmで、 ピットが多数穿たれているが、 6 柱穴

と思われる。 炉址も農耕のため抜き取られている。 また北東側は畑の造成の折り削り取られたものと思われる。

出土遺物は少ないが、 曲折底を持った土器が 2点出土しており、 S-I 区の住居の中ではより新しい様相を示

していると思われる。 石器は石鏃 3、 ドリル 2、 稜磨石 3、 磨石 4、 玉石 2、 磨斧 3、 打斧 12、 礫器 l、 黒曜石

178 g、 水晶 30 gである。

土偶は2 点出土している。 他に土笛と称している土製品が 1点ある。

S B-47 

図 板 挿 図 挿図凡 出土地点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

71 187 1 6-4-b 口柑部に把手が付 き 、 口辺部無文帯となし、胴部は縄文をなしている。底部は曲折底

になるらしい，

2 6 -4 - b 口辺部を無文帯となし、肩部に文様帯をめぐらし、胴部を縄文帯としている。

3 ロ辺部は縄文帯となっているc

4 6-4-b 口辺部は曲折底をなしているc撚糸文

5 6-4-b 

6 6-4-b 底部

7 6 降帯上にキャクピラ文を付けている。

8 6-8 小型の台， 6 

10 6-7 無文の碗

11 6-1 把手
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第18 7 図 釈迦堂 S - 1 区 S B-47出土土器 ( 1  : 6) 

S - 1 区 S B-51 

S - B 47 と 近接 し た 住 居址 で 、 他 時期 の 土 拡 が 、 多 数 掘 り 込 ま れ て い た が 、 よ う や く プ ラ ン を 確 認 し た 。 長 径65

0cm 、 短 径500cm 。 柱 穴 は 4 個 し か 確 認 さ れ て い な い 。 炉 址 は 南 側 の 部 分 の 方 柱 状 の 石 を 失 っ て い る が 、 藤 内 式

期 に 一 般 的 に 認 め ら れ る 五 角 形 炉 と 思 わ れ る 。

出 土 遺 物 は 極 く 少 な い 。 こ の う ち 士 偶 は 2 点 出 土 し て お り 、 1 点 は 円 錐 形 を し た 鳴 る 土 偶 で あ る 。 石 器 は 石 鏃

2 、 石 七 1 、 打 斧 1 2 、 磨 斧 1 、 磨 石 5 、 石 皿 l 、 玉 石 1 、 黒 曜 石 1 44 g 、 水 晶 35 g で あ る 。

S B-51 

図 版 挿 図 挿図No. 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

189 1 6-4- b  口辺部に波状隆帯 頸部に三角区画 を な し 、 キ ャ ク ピラ 文 ＋波状沈線、 胴下部は縄文
2 6 

3 6 

4 6 ロ辺部に縄文帯
5 6 縦区画文 を な す と 思われる c
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第 2 節 土 拡 群

土 拡 ( S K ) に つ い て

S - 1 区 の 土 拡 群 は 台 地 の ほ ぽ 中 央 部 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 藤 内 式 期 の 集 落 に お い て は 、 中 央 部 に 土 拡 群

を 持 つ 集 落 と な る 。

土 拡 は 早 期 末 ～ 前 期 初 頭 の 時 期 の S K-1 2 1 な ど が あ る が 、 土 器 を 意 識 的 に 埋 納 し た と は 考 え ら れ な い 。 前 期

で は 黒 浜 式 併 行 期 の S K-73や 諸 磯 a 式 期 の S K - 103 の よ う に 、 ほ ぽ 完 形 の 土 器 を 埋 納 す る こ と は 、 中 期 の そ

れ と 同 様 な 傾 向 を 示 す 。 ま た S K -83 、 89 の よ う に 住 居 址 内 の 貯 蔵 穴 と 思 わ れ る 円 筒 形 土 拡 も あ る 。 藤 内 式 期 で

は 、 S K-01 の よ う に 大 型 土 器 の 中 に 別 々 の 底 部 を 合 子 に し た も の 、 S K-04 の よ う に 土 器 、 石 皿 、 土 器 を 重 ね

た も の 、 S K-33 の よ う に 人 頭 大 の 石 と 共 に 土 器 を 埋 設 す る も の な ど が あ る 。 S K -1 25 は 炭 化 物 と 人 骨 を 出 士

し て い る 。 ま た S K-22 の よ う に フ ラ ス コ 形 の 土 拡 は 頂 蔵 穴 で あ る 。 後 期 で は S K-55 の よ う に 中 期 の よ う な 完

形 土 器 埋 納 土 拡 も あ る 。

土 拡 一 覧 表

整理番号 土 讀 番 号 グ リ ッ ド 長径 x 短径 x 深 さ 出 土 遺 物 図化 し た遺物 備 考

S K -OI A 0 -1 8 、 0 - 19 205  X 1 30 X 5 0  磨斧 1 、 打斧 2 、 磨石 1 、 凹石 藤内 (6)

S K -OI B 0 -18.  0 - 1 9  藤 内 (1)

S K -02A 0 - 18 、 0 - 19 ! 5 7 X l l 0 X 1 3  諸 b 藤 内 (1)

S K - 02 B 0 - 18 、 0 - 19 1 10 X (80) X 1 8  

S K -03 Q - 19 、 P - 1 9 ( 1 32 )  X ( 1 1 8 )  X 2 5  

S K - 04  Q - 19 J 3 0 X J 00 X  3 3  石 皿 l 、 石鏃 l 藤内 (2)

S K -05 P -20 1 7 0 X 80 X 2 6  石皿 l 、 稜磨石 3 藤内 (1 )

S B -06 P -1 7  8 0  X 7 0  X 7 2  打斧 1 、 凹石 、 粘 土 藤 内 (6) 土偶 ( 1 )

S K -fYl P - 18 1 2o x 1 o o x 6 2  諸 a - b 、 掘之内 、 北白川 土拡

S -K -08 S -18  6 7  X 6 1  X 1 8  土器、 石鏃 勝坂式底部 と 胴部出 土 だ

S K -09 P - 19 1 4 0  X 80 X 27  諸 a 藤内(1 )、 前期北白J I !
が不明

S K - 10 P -21 2 1 0 X 1 9 2 X 焼土塊 3 、 土製品 堀の内 (3)

S K - 1 1  0 - 18  , 1 5 4 X 1 06 X 2 1  打 斧 、 土器 、 磨石 2

S K - 1 2  0 - 18 1 30 X (44)  X 54 土器

S K - 1 3  0 - 19 1 4 2 x 1 2o x  5 5  垂飾、 諸 b 、 堀 の 内 、 す り 石 2 、 垂飾

磨石

S K - 14 0 - 1 9  J 4 0 X 9 5 X 4 8  諸 a 、 叩石

S K - 15 A  Q - 19 藤 内 (1)

S K - 15 8  Q - 19 

S K - 16 Q - 19  土器 堀之内 、 拓本①

S K - 17 Q - 19 

S K - 18- 2 S - 17 J 0 3 X J 03 X 22 石柱 藤内 (4)

S K - 19 M - 18 87 X 77 X 2 5  藤内 (4)

S K -20 M - 1 8  7 5  X 6 8  X 1 0  浅鉢 藤 内 (1 )

S K -21 M - 1 8  6 0  X 58  X 7 3  磨 石

S K -22 P -1 7  1 6 1  X 1 5 5 X 4 7  諸磯 b 藤内 1 個体

S K -23 M - 1 8  1 25 X X 94  有 孔 鍔 付 土 器 早期 語 a 有孔鍔付土器 、 早期

S K - 24 M - 1 8  50 X X 8 0  

S K -25 M - 1 8  1 5  X X 69 

S K -26 M -18 34 X X 50 

S K -Tl M - 18 35 X X 66 

（ 土 拡 の 計 測 値 の な い も の は 、 撹 乱 や 切 り 合 い の た め 計 測 値 の 出 せ な い も の で あ る ）
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整理 番号 土 凛 番 号 グ リ ッ ド

S K -28 0 - 1 7  

S K -29 

S K -30 S - 18 、 19

S K -31 A 0 - 1 8 、 0 - 19

S K -31 8 0 - 18、 0 - 19

S K - 33 Y - 19 

S K -34 V - 18 

S K -35 P -1 9  

s K -36 S - 20 

S K -38 = 58 T - 19 

S K -39 P - 19 

S K -40 P -22 

S K -41  R -20 

S K -42 R -20 

S K -43 Q - 20 

S K -44 Q - 18 

S K -4 5  P - 18 、 19

S K -46 V - 1 8  

S K -47 V - 1 8 、 U - 19

S K -48 U - 18 

S K -49 V -18 

S K - 50 0 - 19  

S K -51 0 一 1.9

S K -52 Q - 1 9  

S K -53 Q -19 

S K -54 Q - 1 9  

S K -55 S -21 

S K -56 V - 18 

S K - 57 =59 P - 19  

S K -58 = 38 S - 19 

S K -60 P -20、 P - 21

S K -61 Q - 18 

S K -62 Q - 1 9 

S K -63 Q - 19 

S K - 6.5  Q -18 

S K -66 Q - 21 、 R -21

S K -67 S - 20 

S K -68 T -21  

S K -69 W -22、 X -22

S K -70 Q -21 

S K -7 1  P -21 

S K - 72 R - 20 、 R -21

S K -73 A Q - 22 

S K -73 B Q - 22 

S K -73C (D) Q -22 

S K - 74 S -22 

S K -75 T - 20 

S K -76 T --20 

S K - 77 0 - 2 1  

S K -78 0 -21 

S K -79 0 -20 

S K -80 N -20 

S K -81 T - 20 

長径 X 短径 X 深 さ

u o ·x 7 8  x 3 0  

( 1 05 )  X ( I O I )  X 52 

9 0  X 80  X 2 5  

3 7 0  X 2 1 5  X 3 6  

X x 1 02 

1 2 2 x 1 1 o x  4 0  

1·3 6  X 1 0 3 X 3 5  

8 1  X 7 7  X 1 4  

6 6  X 50  X J 6  

X 6 5  X 20 

7 4 X 6 0 >< 1 5  

( I J O ) X 9 4 X  2 1  

1 00 X 9 5  X 4 8  

( l l O )  X 96 X  1 8  

1 2 0 X ! 0 6 X 9 3  

9 0  X 7 5  X 2 2  

1 1 2  X 1 1 2 X 4 0  

( 1 4 0 )  X 1 03 X 

1 1 0 X ! Q3 X 30 

1 4 4  X 1 3 4 X 4 2  

J 2 J X 9 3 X 63 

( 1 60 )  X 1 20 X 4 4  

9 6 X S I X 1 9  

1 0 3  X 9 1  X 3 7  

( JOO) X 87 X 4 0  

1 6 5 X l 4 0 X 3 4  

J 0 2 X 95 X 2 1  

1 1 5 X 1 1 3 X 3 8  

1 1 3  X 97  X 3 6  

9 0  X 85 X 3 0  

7 0 X 60 X 4 0  

1 2 4 X l l 5 X  2 0  

1 3 0  X 9 2  X 2 3  

l l Q X J Q2 X 3 2  

68  X 5 .  2 X 3 0  

! ! O X 7 0 X 4 1  

60 X 5 8  X 

J 5 8 X J 4 0 X 2 9  

7 6  X 6 5  X I 0 

70 (70 )  X 30  

65 X ( 65) X I O 

J S 0 X J 4 5 X 8 

9 6  X 92 X 3 4  

J 0 4 X J Q 2 X 4 2  

7 8  X 67  X 2 2  

7 7  X 62  X 2 5  

1 4 8 X l 4 3 X 37  

9 8  X 7 8  X ) 8 

出 土 遺 物 図化 し た 遺物 備 考

土器、 石匙 l 、 骨片 1 藤内 (4)

早期 早期

土器 藤内 (1)

メ ン コ 2 、 石 斧 （打斧） 1 、 礫器 1 、

諸 、 焼土凹石 I

石 斧 、 土器 、 石 斧 藤内 ( 1 )

石皿 ？ （磨石 ） 、 土器 、 諸 a - b

諸 b 、 石皿 1

メ ン コ l 、 土器 、 諸磯 C l 

石鏃、 土器、 石鏃 I 堀の 内 (3) (拓木）

凹石、 磨石 、 石皿

打斧 1 、 土器 藤内 ( 1 )
耳飾 藤内 ( 1 )

土器｀ 諸 a 、 石器 藤内 (1)

土器 藤内 ( 1 )

土器

土器

稜磨石 、 磨石 、 土器、 折斧 1 、 凹石 I 藤内 (2)

稜磨石

凹石 l 、 諸 b 、 焼土 堀 の 内 (1)

早 、 石 斧 1 拓本 （ 早期） 諸磯片 出 土

稜磨石 1 藤内 (3)

石 皿 2 、 磨斧 l 、 凹石 l

藤内 (2)

石 皿 I 、 石斧 l 、 土器 藤内 ( 1 )

石器、 石皿、 土器片

藤内 (2)

藤内 (I )

早 拓本 S B - 1 9 の 図 面 と 一 緒

S B -1 9 の 図 面 と 一 緒

黒浜併 ( 1 )

石 ヒ

石 皿 I

石鎖 2

炭火材 I 北 白 J I I

早 堀 ノ 内

石器 I 藤内 (3)

土器 （五領ケ 台 ） S B - 22の中

黒浜
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整理番号 土 塘 番 号

S K - 82 

S K -83 

S K -84 

S K - 85 

S K  -86 

S K - 87 

S K -88 

S K -89 

S K  - 90 

S K -9 1  

S K  - 9 2  

S K - 93 

S K  - 94 

S K - 95 

S K  - 96 

S K  - 97 

S I< · 98 

S K  - 99 

S I\ 1 00 

S K  I O I  

S K � 1 02  

S K  1 03 

S K - 1 05 

S K - 1 06 

5 K · 1 07 

S K - 1 08 

S K 1 1 0 228 

S K - I l l  

S K  - 1 1 2  

S K  - 1 1 3 

S K  - 1 1 4 

S K - 1 1 5  

S K  - I 1 6  

S K  - 1 1 7  

S K - 1 1 8  

S I< - 1 1 9  

S K - 1 20 

S K  - 1 2 1  

S K - 1 2 2  

S K - 1 23 

S K - 1 24 

S K  - 1 25 

S K - 1 26 

S K  - 1 27 

S K - 1 28 

S K - 1 29 

S K - 1 3 0  

S K  - 1 3 1  

S K - 1 32 

S K  - 1 33 

S K - 1 34 

S K - 1 35 

S K - 1 36 

グ リ ッ ド 長径 X 短径 x 深 さ

R - 22 ( 5 4 )  X 40 

T - 1 9  1 64 X 1 5 0 X 1 3 0 

T - 22 62 X 44 X 2 6  

S - 23 ( 1 1 0 )  X 9 2 X 65 

T - 22 1 1 6 X I I O X  3 5  

U - 22 

0 - 21  9 7  X 9 0  X 2 2  

T - 1 9 1 4 6  X 1 2 0 X 1 2 0 

R - 18 ( 1 1 0 )  x ! OO X  1 6  

R - 18 I 30 X 83 X 3 8  

T - 19 、 T - 20 X 47 

R - 18 J 3 5 X 9 0 X 4 6  

Q � 23 1 2 3 X I 04 X 3 0  

Q - 23 9 5  X 85 X 2 2  

P 1 7  [ 60  X 7 0  X 2 () 

K 1 7  ! X 33 

S - 18 、 T - 18 1 4 0  X 1 1 7 X 27  

S - 1 8 、 T -- 1 8 8 0  X 58  X 4 4 

S - 1 8  ] 4 7 X J ] 5 X  2 5  

I' - 1 9  I [ 08 X 9 () X 4 7  

R - 1 9  1 20 X ( 1 00 )  X 1 3  

R ·· 1 9  1 1 3 X ( J 00)  X 

T - 23 、 U - 23 l 4 6 X 1 0 1 X 4 4  

0 - 23 [ 2 9 X 1 2 3 X  3 2  

R - 25 

R - 25 

R - 25 

R - 25 

P - 25 

P - 25 

p - 25 

Q - 25 

K - 1 7 

R - 25 

R - 2.5 

Q - 25 

R - 25 

P - 23 

Q - 25 

Q - 25 

R - 25 

Q - 2.5 

Q - 25 

Q - 25 

R - 25 

R - 25 

R - 23 

R - 25 

R - 25 

出 七 遺 物 図化 し た追物 備 芳

石 皿

諸 b

S K - 86 87 

藤内(4) 、 早期片

諸 b 1 1 )  

/L領ケ 台 I l l

I , ,. 領 ケ 台

I ,Li鏃 1 竹粉 藤1/..J (21 

藤内 I l l

iI I 石鐵 l 、 〈 '" "内 I航：

I 

1)1JWJ,il'i磯 " ? S Jう 1 :i o , 1和（［検1 1 ', 0 > と
ぎ 発 見

石 器 l 藤内 17 1

I tr製石器

藤 内 ( ! )

S i.;  1 1 6 0) と な り を I I
7 と す る

'•'· S K - 1 24 と 同 ー�

, , ,. s K - 1 2 1 と 同 一

竹 4 、 炭化物 l

月•しil� ( I )

す り ,fi 1 
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S K  1 39 R - 25 石鎌 I 、 竹

, S K  - 1 39 - 2 T � 23 、 T � 24 X 50 

S K  - 1 40  J - 1 7 1 5 7  X I 38 X 5 0  

S K  - 1 4 1  U 23 早 、 骨 ミ ニ チ ュ ア 、 早期拓本 ？

S K - 1 4 1  - 2 I I  - 1 9  

- 22 2 -



lspA 

l
-
＇

 

� 

ク急

淋．

n

／＂

芍
: �

5

,
＂.

さ•1

[．

位

.

i
ti

 

U9雫』．

,
 ． ． し

●● ●

・‘.
'̀

忍ざ喜
i

芯

咬

/
0

 

溢
澪

§il

:

14
 

虚
ぎ

ー

翌
t



甚
苓

尋
ぎ`→．

1

を―{
f

喜
芋
k

ぷr．
造 ．

呈
竺
1•
 

•
 ^

r
]｛
や

ふ

り
ダ

.
ゃ

翠[

S

を
苓-

•
}3i-”.

 
:· ·
 

｀
 

a・・・
》•

ふi〗

応
V9ぃ

尋―――[｝

．．．
 象翌．

t．

g-·ぷi

SK -1 40 

I SPB 

1
2
3
4
5

 

B
 

p-s.
 

黒 褐 色 I :
町 熟 褐 色 I :
黒 褐 色 I :
賠 褐 色 I ·.
褐 色 I·.

fsPB 

SPD/ 

ー ·
SPA 

SPA �,:: SK -1 4 2  

/SPA 

(t) 

稜 胴 イi

1
2
3

 

イ i鏃

SPA 

jSPA 
/SPC 

c
 

SPi
 

⑦
spB-

3
 
4

 
ーk

 
s
 

万明 黒 褐 色 土
黒 褐 色 土
暗 褐 色 土

JJ
/
 
苓
笠

＾
戎
兒
虹

芦

銅

•、B
ì
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1 : 40 ) 

整理番号 t 拡 番 号• グ リ ッ ド 長径 X 短径 x 深 さ 出 ± 遺 物 図化 し た遺物 備 考

S K - 1 4 2  V - 22 87 X 85 X 8 5  土器

S K  - 1 4 3  G - 18 J 06 X 57 X 69  窮 石 、 稜磨石 諸 b

S K - 1 4 4  G - 18 1 05 X 1 05 X 24  早 、 稜磨石 l 拓本

S K  - 1 44 - 2 V - 20、 W - 20 1 4 5  X 1 0 5 X 37  

S K 1 4 4  - 3 V - 22 9 3  X 87 X 2 0  

S K 1 4 5  V - 2'l Iりl

S K  1 46 T - 21 7 2  X 62 X 4 5  石鏃 I 、 石 、 う き IりJ

S K -- 1 4 7  T - 21 204 X 1 84 X 1liJ 

S K  1 4R V -21 、 V - 22 82 X 82 X 4 7 胴石 l S B - 31 内 七拡

S K - 1 49 U - 22 、 V → 22 J 7 0 X J 5 8 X 3 2  lり］ S B - 31 内 七拡

• S K - 1 50 T -22 S K - 1 80 の 一 部

S K - 1 5 1  N - 21 85 X 65 X )  5 

S K - 1 5 2  N - 2 1  8 5  X 7 2  X 2 3  土器 堀之内拓本

S K  - 1 5 3  N - 21 : 7 4  X 57 X 3 0  
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整埋番号 士 讀 番 号 グ リ ッ ド 長径 x 短径 X 深 さ 出 ± 遺 物 図化 し た 遺物 備 身

S K - 1 54  S - 18  7 0  X 7 0  X 6 6  藤内

S K  - 1 55 1 3 4  X 1 1 0 X 2 5  土 器 Ji. 領 ケ 台 ( I )

S K  - 1 56 85 X 62 X 5 0  

S K  - 1 57 N - 23 1 1 2 x 1 1 o x  3 1  堀之内 ( 1 ) . 柁 口 t器

S K - 1 58 P - 15 95 X 85 X 

S K - 1 58 - 2 0 - 16  

S K  - 1 60 1 -2 1  9 8  X 9 4  X 5 8  七 器 、 石器、 炭化物 藤内 (5)

S K - 1 6 1  S -23 240 X ( 2 1 0 ) X 26 

S K  - 1 62 S - 22 I 32 X I 02 X 4 7 

S K  - 1 63  T - 23 J42 X 1 1 3 X  4 1  

S K  - 1 64 1 - 2 1  7 0 x 7 4 X 2 0  t 器 ','.!VJ 東海 系

S K  - 1 65 T - 25 
藤 内(2)

S K - 1 66 T - 25 

S K  - 1 67 

S K  - 1 68 

S K  - 1 69 S - 24 、 25 I O O x 9 6 x 3 2  七 器 、 帆わ
i

i

S K  - 1 70 R - 23 6 1  X 54 X 8 2  柱 穴 か

S K - 1 7 1  R - 23 J 5 8 X J 0 2 X 4 9  

S K  - 1 7 2  S - 23 、 S - 24 I OO x 9 5 x 5 0  七器、 付片 （ 骨粉 2 ) 堀 ノ 内 、 拓 1' 1 1 )

S K  - 1 7 3  S - 24 

S K  - 1 7 4  S - 23 

S K  - 1 75  S - 24 （ ) X 85 X  20 

S K  - 1 76 S - 23 1 0 4 X 8 2 X 

S K - 1 77  Q - 1 6 、 P - 1 6

S K  - 1 78 P - 1 6  

S K - 1 79 P - 1 5 

S K  - 1 8 0  T - 22 I 50 X 1 3 0 X 4 0  石 鏃

S K - 1 8 1  U - 22 1 oo x 1 oo x  4 0  焼 t

S K  - 1 82 S - 23 R 80 X 62 X 9 8  柱穴で あ ろ う

S K - 1 83 S - 23 R 1 0 2  X X 24 

S K - 1 8 4  P - 1 5 

S K - 1 8 5  l' - 16 

S K - 1 86 I -2 1  9 4  X 86 X 7 4  土 器

S K  - 1 87 U - 19 X X 26 

S K  - 1 89 S - 23 

S K  - 1 90 Q - 23 、 Q - 24 1 1 0  X 96 x 2 5  

S K - 1 9 1  P -23 x 1 2o x 25 早

S K  - 1 9 2  

S K  - 1 93  0 - 24 X 2 2 0  X 4 5  土器 藤内 8

S K - 1 9 4  V - 21 I OO x 9 3 X 

S K  - 1 95 v - 21 80 X 

S K - 1 96 V - 20 柱穴で あ ろ う 図 ぷ し な い ． 令 休 図 の み

S K  - 1 9 8  U - 27 i 3 6 X 95 X 2 0  

S K  - 199  W - 27 ( 80 )  X 75 X 38  堀 I 内 ( I )

S K  - 200 

S K  - 20 1  J - 25 9 0 X 86 X 4 8  藤内無 文 ( 1 )

S K  - 202 G - 1 9  1 1 5  X 95  X 1 8  わ
i
llll l

S K  - 203 G - 19 X 3 1  

S K  - 204 G - 19 X 44 諸 a ,r,1 

S K  - 205 G - 1 9 

S K  - 206 11 - 20 8 2  X 70 X 4 fi 領 ケ 台 • I •  ( Ii. ) 

S K  - 207 G - 1 9 

S K  - 208 1 1 - 19 1 0 0  X 68 X 3 4  
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第 3 節 中 期 の 土拡出 土土器

中 期S K

図 版 挿 図 挿図凡 出 七 地 点

72 21 2 1 S K -01 

2 S K ----0 1  

3 S K ---0 1  

4 S K --01 

5 S K -01 

6 S K -01  

7 S K -0 1  

8 S K -{)2 

213 ， S K --04 

IO S K -04 

I I  S K �5 

1 2  S K ---06 

1 3  S K ---06 

1 4  S K ----06 

15 l s K ---06 

1 6  S K ---06 

1 7  S K -----06 

1 8  S K 遥

73 1 9  S K --08 

20 S K 咽

2 1  S K -1 3  

22 S K - 15  

2 1 4  2 3  S K - 18 

24 S K - 1 8  

25 S K � J8 

26 S K - 1 9  

27 S K - 1 9  

28 S K - 1 9  

29 S K -20 

30 S K -20 

3 1  S K - 22 

2 15  32  S K  -·28 

33 S K -28 

34 S K - 28 

35 S K -28 

74 36 S K  -30 

37 S K -31 

38 S K -46 

39 S K -46 

分 類

6 

6 - 2 

6 

6 - 3 

6 - 4 - b  

6 - 1 

6 - 1 

6 - 1 

6 

6 - 2 

6 - 5 

6 · - 4 - b 

6 - 5 

6 

6 

6 

6 

6 - 4 f 

6 - L  

6 - 1 

6 - 8 

6 

6 

6 

6 

6 - I 

6 - 1 

6 

6 - 1 

6 - 7 

6 - 1 

6 - 1 

5 - 1 

6 - 4 - b  

6 - 2 

6 - 1 

6 -- 1 

6 - 8 

文 様 高 さ 容 縫 ¢

ミ ミ ヅ ク 把手 を有 し 、 目 か ら伸 び た降帯の 先 は 三本指 と な っ て い る 。 胴 J: 半 は 大 三 角 66 , 4  34 

区 画 と し 、 そ の中 に 玉抱 き 三 叉 文 を施 し て い る 。 そ の間 を キ ャ ク ピ ラ 文 と い う よ り 沈

線で充填 し て い る 。 な お b 面は そ の 文様 を省略 し て い る 。

いわゆ る 抽象 文 と キ ャ タ ピヲ 文 を組み合せ た 文 様

破れ口 を 府 耗 し て あ る

6 を 紺こ し た合せ 口 と し て 出 七。

胴 下 半部の区画 文 七器で あ る ．

f l縁 部 に 刻 目 を 行 し し 丸 く 膨 ん だ 口 辺 に 波状降帯 を 貼 り 、 胴 郊 に は 降·常 に よ る 菱形区 35 , 5  5 . 8 

両 と 沈線 に よ る 梢朋 し 手法 を施 し て い る 、

輪柑痕 を 残 し た 器 面 に 降帯 を 貼 り 、 そ の脇に キ ャ ク ピ ヲ 文 を 施 し て い る ， 38 . 1  6 

口 頸部 に 楕 円 文 を �" し て い る 1

縄 文

t偶で あ る ，

I 1 

ミ ミ -1 , 肥 手 を り し 、 胴 , � ,こ そ 角押 文 に よ る疑似縄 文 を翰 し て い る の で 分類 も 9 紅' I " · '  6 . a  

に 人れ て お く ● 9

縦区画 文の底祁で あ る J

縦区画 文 の 底 部 で あ る 。

I 台 形 七器の 一 部で あ る

縦区画 文 で あ り 、 口縁 滞 に 縄 文

頸部に楕円区両帯 を 廻 ら し て い る 。

椀形の よ う な器形の t 器 で あ る 。

小利の縦区画 文 t器で あ る 。 25 I . 4 

縦区画 文 七器

縦区画 文 I:器

押J·E降帯をも つ浅鉢

口 辺 部 に 2 つの ミ ミ ズ ク 把手 を 打 し 、 頸部に は よ り 古拙的 三 角 区 画 帯 を 施 し 、 胴 下 ·r, 54 3 1 . 3  

部の区両 に は 縄 文 を施 し 、 人 体 文 （ カ エ ル 文 ） を よ り 浮 き 出 さ せ て い る 。

把手は ミ ミ ズ ク で は な く 、 単な る 円 形の 府 み と な っ て い る 。 縦区画 文 は よ り 大 き く な 35 . 6  5 .  3 

っ て い る 。

降帯の脇に キ ャ ク ヒ。 ラ 文 、 三 角 押 文 を も つ。 降帯は 三 角 区 画 を な す。

底部

口 村部の降帯の脇1こ 波状浮線文 を付け 、 三 角押 文 も 一 部 に残 し て い る 。 43 . 3  1 7  

胴上部に キ ャ ク ピ ラ 文 と 波状沈線 を 打 す る 楕 円 区 画 文 帯 を め ぐ ら し 、 そ の 下 邪1こ抽象 50 31 . 1  

文 を描 き 、 そ れ F か ら 憂 形 文 が突 き あ げ て い る 。 い ず れ も 、 キ ャ ク ピ ラ 文 と 波状沈線

で 加飾 し て い る 。

区画の 一 部 こ 三 角押 文 を 充填 し た疑似 文 を施 し て い る 。 40 5 7 . 8  

小利の 壷 形 七器1こ 区 画 文 を 施 し た も の。

小I\'!の 台 で あ る 。
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図 版 挿 図 挿図凡 出 t 地 点

216  40 S K -48 

4 1  S K -49 

42 S K -52 

43 S K -53 

44 S K -57 

4 5  S K  - 58 

46 S K �60 

47 S K -60 

I 

2 17  48 S K  --65 

49 S K -68 

50 S K -68 

5 1  S K - 79 

52 5 K - 79 

53 S K -79 

75 54 S K  -69 

55 S K -87 

56 S K - 87 

57 S K  - 87 
I 

2 18  58 S K -87 

I 59 S K  -89 

60 5 K - 1 1 0  

6 1  S K  - 1 1 0 

62 S K  - 1 0 1  

63 S K  - 1 1 2 

64 S K  - 1 38 

65 S K - 1 38 

66 S K  - 1 38 

67 S K  - 1 38 

2 19  68 S K  - 1 39 

69 S K - 1 39 

70 S K - 1 39 

I 7 1  S K - 1 39 

72 S K - 1 40 

73  S K  - 1 48 

74 S K - 1 59 

75 S K � 1 59 

76 S K � 1 60 

77 S K  - 1 60 

78 S K - 1 60 

79 S K  - 1 60 

80 S K - 1 60 

76 8 1  S K - 1 65 

82 S K  - 1 65 

分 類 文 様

6 - l  区画文 の 中 の 菱 形 文 は キ ャ ク ピ ラ 文 、 三角押 文 、 三 叉 文 を よ く 残 し て い る 。 ミ ミ ヅ ク

把手は 割合 と 小 さ い 。 こ の 土器 は 1拡底 部 に 敷 か れ 、 図 化 し た 片 血 し か残 っ て い な い

6 - I '  縦区画 文 土器の 口 辺 郎 で あ る 。

6 - 4 - b  ロ 辺 部 に縦区画 文 を 打 し 、 胴 下 部 に 縄 文 を 施 し て い る 。

6 - 5 キ ャ タ ピ ヲ 文 と 波状沈線に よ る 楕 11] 区 画帯 を め ぐ ら し て い る 。

6 - 5 

小片 で 全体像が 不 明 だ が 、 三 角 区 曲I と キ ャ ク ビ ラ 文 を fjす る も の

6 - I 口 辺 部 に 無 文帯 を も た な い 。

5 - 1 口 辺 部 に 降帯 に よ る 三 角 区 画帯 を も ち 、 そ の 脇 に キ ャ ク ピ ラ 文 と 三 角 押 文 を 打 し•て い

る 。

6 - 1 区画 文 の 巾 に キ ャ タ ピ ラ 文 と 波状沈線が使われ て い る n

6 - 1 縦区画 文 の 中 を キ ャ ク ピ ラ 文 と 三 叉 文 で 坪 め て い る 。

6 - 1 縦区画 文 の 把手 で あ る 。

6 � 7 お そ ら く 縦区 画 文 t器の 口辺 部 で あ る 。

6 -- 4 - a 小/\'i t器

6 - 5 楕 円 区 画帯 を め ぐ ら し て い る ＾

6 - 1 縦区画 文 が 大 打り化 し て い る 。

6 キ ャ ク ピ ラ 文 と ゴり 文 を 施 し て い る 。

S - 1 I

I 

口J端 に 三 角区 両" を め ぐ ら し 、 そ の 降術の脇 9こ ,, 押 文 を施 し て い る 、

高 さ

54 . 5  

33 . 9  

28 �  

6 区 両か , , を 渦巻 二 又 文 で 允填 し 、 さ ら に キ ャ 9 じ ，' 文 て 雌め て い る 。 I 
： 6 ク ビ レ と縦の シ ノ キ を h す る 。

6 - I I 器形は閉形 を な し 、 区 伸1 文 は 、 Ii抱 き ― 叉 文 や 叉 文 で 允填 し 、 さ ら に キ ャ ク ヒ 'i 文 46 

を加飾 し て い る 。

1 6 比較的洒 手 の 灰 白 色 の I器で あ る 。 キ ャ タ ピ ラ 文 と l弧 文 を 加 え て い る 。

6 - 2  輪積痕の器面に 人 の 手様の降俗 を付け 、 そ の 脇 に キ ャ ク ピ ラ 文 と 波状沈 線 で /JII飾 し て

い る 。

6 - 4 - a 全面縄 文 の t器で 口 辺 祁 と 胴 邪の税1こ キ ャ タ ピ ラ 文 と て 角押 文 に よ る 妓状沈線 を 施 し

て い る 。

6 i ミ ニ チ ュ ア

6 I I無 文 七器

6 � 3 I 中期前 半 の flt製 t器tt{iの器形 と 、 器面は粘 t を 削 り 取 っ て ｀ は と ん と!史．形 を 加 え て

し ヽ な し ＼ 。

6 口 辺 部 は区 画 文 を施すの で あ ろ う 。 胴 下 部 は ＝ 角 区 画 文 を な し 、 キ ャ ク ピ ラ 文 と 芝 角

押 文 と 波状沈線 を 施 し て い る 。

6 口辺郊 も 区 画 文 を な し 、 胴 下 部 は 大 き な '::f!J 区画 を な し 、 1111 線は 、 縦 の沈線 を 施 し て

い る 。

6 - 4 - b 

6 - 4 - b 

6 - 4 - a 

6 

6 - 5 釘部に キ ャ ク ピ ラ 文 と 肢状沈線 を 有 す る 楕 円 区画文 を め ぐ ら し て い る 。

6 - 2  無 文地に所謂 ゲ ジ ゲ ジ 文 を 施 し て い る 。 刻 H 短降帯の ま わ り に キ ャ タ ピ ラ 文 と 時に は

三角押 文 を 施 し て い る 。

6 - 4 - b  口辺部 と II/�邪の境 に キ ャ タ ビ ラ 文 と 波状沈線 文 を 施 し て い る 。

6 胴部の 文様帝は 不 明 だ が 、 キ ャ ク ピ ラ 文 の 脇 に こfl)押 文 に よ る 波状沈線文 を 施 し て い

る 。

6 

6 - 1 縦区画 文 い器

6 - 4 - b 

6 - 5 釘部に 楕 円 文 を め ぐ ら し 、 胴 郎 を 区 曲1 文 で 坪 め て い る 。

6- 4- b 把手は外血か渦＝ 叉 文 、 内 面が £ 三 叉 文 と な っ て い る 。 胴 f. 、作部が区 画 文，:F と し 、 ド

平部 を縄 文・閤 と し て い る 。

&- I め と f, ;J 様 な 文様構成 と な っ て い る 。
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第 21 2 図 釈迦堂 S - 1 区 S K 出 土土器 ( 1 ) ( 1  : 6 ) 
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第 2 1 3 図 釈迦堂 S - 1 区 S K 出 土土器 ( 2 ) ( 1 5 は 1 : 3 他 は 1 : 6 )  
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第 2 1 5 図 釈迦堂 S - 1 区 S K 出 土土器 ( 4 ) ( 1  : 6 ) 
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第216図 釈迦堂S-1区 S K 出土土器(5 ) (1 : 6) 
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第 2 1 7図 釈迦堂S- 1 区 S K 出土土器 (6 ) ( 1 : 6 )
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67 第 2 1 8 図 釈迦堂 S - 1 区 S K 出 土土器 ( 7 ) ( 1 : 6 )
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第 21 9図 釈迦堂 S -1区 S K 出 土土器 (8 ) ( 1:6)

- 24 1 -



『 "
87 88 

89 

92 93 94 

95 96 97 98 
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畠 u � 鳳

� 第 220図 釈迦堂 S-1 区 S K 出土土器 (9 ) ( 1 : 6 、 10 4 - 107 は 1 : 3 )  
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図 版 挿 図 挿l又!No. 出 七 地 点 分 類

2 19 8 3  S K  -16 9 6 - 5 

8 4  S K -16 9 

85 S K -174 

86 S K  -185 

220 87 S K -186 6 - 5 

88 S K  -186 6 - I 

8 9  S K  - J86 N..5 6 - 2 

76 90 S K-I9 3 No.7 6- 3 

91 5 K -1 93 No.4 6 - 4 - a 

92 S K-2 8  &- 4 - a 

93 S K -1 93 No.8 6 - 4 - b 

94 S K - 193 No.l 6 - 7 

95 S K  -1 93 N..2 6 - 4 - b 

96 S K  - ! 93 No.6 6 - 3 

97 S K - J 93 No.5 6- 4 - a 

98 S K - J9 3 No. 3  6 - 3 

99 S K -220 七偶

100 S K-201 6 - 3 

77 IO I  S K -2 31 6 - 4 - b 

102 S K  -2 3 3  6 - 5 

103 ·s K -2 3 3  

220 104 S K-2 3 6- 7 

105 S K  -226 

106 S K  -2 30 6 - 8 

107 S K -1 4 1 

文 様

80、 82 と同様な 文様構成とな っ てい る 。

薄手で施文文具も特異である。 キ ャ タ ピ ラ 文、 -' 角押 文 、 連続弧 文を施している 。

11頸部にキ ャクピラ 文と そ 角押文を も つ桁 IIJ文、 胴部はキ ャ ク ヒ 万 文とその脇の ：． 角

押文をもつ区画 文

縦区画文

指頭ri:痕を残した器面に降帯と降帯脇キ ャ タ ピ ラ 文と : fり押文

胴部に指頭ナ デ 痕を 残した ま ま

小界！精製 L:器で内面の ミ ガキもよ い

l嘩の貼 り 誤 り である 。 S K-2 8 令縄文の I:器

縄文地 沈線 文

口辺 祁の税にキ ャク ピ ラ 文を有す る 。 胴部に指頭I f.痕

縄文 ： n辺部に円形朋1月縄文

I I 辺部に縄 文 ij[寸nilに指頭I{艇

縄文 I I辺部に円 形 ・ 1朽ni 文

口辺と胴部の坑にキ ャク ビ ヲ 文を1jす。 ni胡部は指頭ナ デ痕。

典刑的な勝坂式期の I:偶

巾帥 l渫の利製 I:器

ィi孔鍔付 I:器

t偶様 把f

ミニ チ ュ ア

ミ ニ チ ュ ア

- 2 4 3 -

！ 

,:·:; さ

i 27 .7 

11 . 2  

1 0 .5 

3 4 .6 

; 

容 :,1 £ 備 ぢ

i 
5 

2 2 

0 . 4  

7 . 5 

i 



中 期 の そ の他 土拡

図 版 挿 Iヌl 挿 図 No. 1 1 ', I ・ 地 点 分 類 文 様 れj さ 容 ： ，l f 備 ぢ

65 22 1  I S K � 92 ' ' " I 集介沈諒 文 を 打す る も の ，

S K � 2 1 9  3 ·  l a 粘節が線 文 か ら 沈線 文 へ 変 化 す る 渦渡的 様相 を ぷ し て い る 。 令 , M に 赤彩 を 施 し た と ，息 S K  
l l 9 、 l

われ る 。 追跡令体 に 散在 し て い た 。 1 9 、
I 20 、
S H  
54 

3 S K  - 2 1 9  3 - I - b 浅鉢

4 S K � 1 55 3- \ - C 細線 文 系 t器 。 波 状 f l 縁 を 持 ち 、 渦 務 き ―叉 文 を 1 1 辺 祁 に 持 ち 、 波 状 ド 部 に 揺状把 手

は鮎節縄 文 を地 文 と し て 、 底降｛招の 上 に 細線 文 を施 し て 、 Y 't'状 文 を描 く ら し い 。

5 S K  - 26 1  S K  2�1 藤内式期の S H - 3 1 の炉の 下の t拡か ら /I', I: し た 1:器で 、 阿 I,台式の特徴で あ る 1社状 46 0 1 8  

把手 を 打 し 、 日 辺 部の区画の 巾 1こ 糾節沈線 を 2 条 な い し 3 条施 し て い る 。 胴 J: 部の 文

様帯に は結節沈線 に よ る 波状 文 を 2 条施 し て い る 。 llf,j 下 郎 に は降帯に よ る 人 き な 文様

帯 と な っ て い る 。 阿 Li 台 l b 式か ？

6 S K - 206 3 - 1 - b  集合沈線 文 土器

77 7 S K  - 1 27 ， 竹利 U 式の底部 こ の地区の 付利式期 の唯 一 の遺構の 出 t遺物
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第 2 2 1 図 釈迦堂 S - 1 区 S K 出 土土器 (1 0 )
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第 4 節 中期 そ の 他 の 遺構 と 出 土土器

s - r 区 S B-12 土 層

前 期の住居 址の 埋 没 途 中 に おいて、 中 期 や後期の 人 々が、 士器や石を 埋 設 や遺棄 し た遺構が 見 ら れる。 S B-

1 2の土 層遺構はS B-1 2の上層 に人 頭 大の石を 置いた遺構で、 石組の形状は定形的な形を な さ な い 。 出土遺物は

ほと ん ど 検 出 さ れてい ない。 あるいは後期のものの 可 能 性もある 。

こ う し た遺構はS B 1 2の 他 にS B-06、 S B-4 1、 4 2、 4 5の上層 にも認 め ら れ たが、 S B-1 2上層遺構ほ ど

顕著では ない。

------
_
l
l、
-

E
P
A
 

3
 

0
0 

c
 

.

P
 

/
E
 

E
P
B
 

．
 

EPC EPD 
2 m  

第2 2 2図 釈迦堂S- 1区 S B-12 上層遺構

S- 1区 S B-03 上 層

S B-03は、 黒浜式併 行 期のS B 0 2を 切 っ た 諸 磯 a - b 式期の住居址である 。 この 前 期の住居址 埋 没 後の 窪

地 に小 礫 や大型士器 を遺棄 し た 遺 構がS B-03上層遺構で ある。

前期の住居址 埋 設 後の遺構 に ついては、 先 述 し た よ う に、 S B-06、 1 2等で 認 め ら れ たが、 このS B-0 3上層

遺構の よ う な 小 礫 とほぼ完形土器の遺棄は 認 め ら れてい ない。

土器は、 型式学 的 には新 道式期 に属 す べ き もので 、 主 体と なる 藤内式期式期の 集 落との 時 間的断 絶も考 え ら れ

るが、 こ れ に ついては土器の型式学的検 討が 必 要と さ れる。
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第 2 2 3 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -03上層 遺構 と 土 器 ( 1 : 6 )  

S B -03 土層

図 版 挿 図 挿図凡 出 ＋ 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 �u 備 衿

7 1  l s H -03 1:/M 5 - l 口 辺 部 三 角 区 仙i降帯に そ っ て キ ャ タ ピラ 文 、 二 角 区 画の 中 に 三 角押 文 を 允 填 、 胴 部 に

やは り 三 角 区 画帯 と 抽象帯

2 5 - 1 縄 文地 に 口 』 部 三 fり区両帯 、 胴 部 に 抽 汲閤。

3 無 文 の底部

-246-



第 5 節 中 期 の グ リ ッ ド 出 土土器

グ リ ッ ド 出 土 の藤 内 式

図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 翡 さ 容 ：，し £ 備 ろ·

77 22 4 I W -20 6- 1  �l類にある 三 角区 画文は 人 面のよ う である。

2 S- 19 6- 1  縦区画文 ti;;

3 T -2 1  6 - 1 縦区曲i文 卜器

4 R -2 4  6 � 1 円筒形の t器で プラ ン は確忍で き なか っ たが、 t砿出 卜であろ う 。 縦区両 文 l器 4 1  I 6 2 

5 L -28 6 - ] 縦区陣i文 i器

6 U -20 5 � 1 縦区伸i文 r器 55 4 46 .6 

7 S- 17 6 - I 縦区両文 I器

8 S-· 19 6 - 1 縦区伸i 文 I器

， S- 19 6 - 1 縦区油i文 Ii;;

lO Q - 17 6 - 1  縦区伸i 文 I ·器

l l  X -2 4  6 - 1 縦区油i 文 け；；

I 

12 P - 1 5  6 - 1 縦区画 文 I�;,

1 3  M - 18 6 -- l 縦区伸i文 I器

14  M - 18 、 T -20 s �  浅鉢形 け；； i i 柑部に ―角押 文

1 5  5 - 楕円区両 文等を
―
•角押文と キ ャ ク ヒ 弓文を付け る 。

16 P -20 5 - 浅鉢形 け；；

17 M - 17 、 N - 19 5 - 三角区画と キ ャ タ ヒ う 文

P - 15 

22 5 1 8  K-18 6 - 1 三角区画 キ ヽ�ク ピ ラ 文 ＋ 波状沈線

19 P - 1 5  6 - I or  5 降帯にそ っ てキ ャ タ ピラ文を施す 。

20 p �J8 6 -2 降帝にそっ て キ ャ タ ヒ ラ 文を施す。

2 1  V -20 6 - 5 胎七もl'l色をなし、 巽系統の 上器である。

22 R-18 6 - 2 胎 tも白色をなし、 巽系統の t器である。

2 3  S -19 6 �7 口絃部刻 l l

2 4  T -22 、 v-22 6 -7 r1辺

2 5  X -2 5  6 -7 口辺

26 P - 19 、 Q-19 6 口辺 I 
27 W-22 6 口辺

28 R -2 4 、 V -2 1 6 口込

29 S- 16 、 17 6 口辺

30 U-1 3  6 - 7 口込！

3 1  s � 18 6 cl辺

79 32 N -2 5  6 - 1 か 9 把

33 11 �22 6 - I か ？ 把手

34 N ト レ ン チ 6 - l か ？ 把手

35 R - 17 6 - 1 か 9 把手

36 N - 1 5  6 - 1 か ？ 把手

37 X -20 6 - l か ？ 把手

38 R - 17 6 - 1 か ？ 把手

39 0 - 17 6 - I か ？ 把手

226 40 K - 17 6 -4 - b 胴邪に縄文をh す る I 器

4 1  R -20 6 - 4 - b  胴祁1こ縄文をイjす る t器

42 Q - 7  6 - 4 - b 胴部に縄 文をイi す る t器

43 R - 18 6-4 - b  胴部に縄 文をhす る I器

44 X -2 5  N. 3  6 - 4 - b  胴：111に縄 文をイiする I各片

45 M - 18 6 -4 - a 胴部に縄文をhす る 卜器
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類

226 46 M -21 6- 4 - b 

47 N-1 9、 20 6 - 3 

48 Q-1 9 6 -- 4- b 

49 T -20 6- 4- b 

50 N-18 6 - 4- b 

51 M -21 6- 4 - b 

52 W-21 6 - 4 - b 

53 S-22 6 -2 

54 M-17 6 --2 

55 N-2 5 6-2 

56 R-1 9 N.11 5 � 5 

57 P-18 6 -2 

58 Q -18 、R 15 、20 6 - 7 

227 59 !l-20 6 -7 

6 0 Q -17 、 P -1 5 6 �7 

61 U -1 9  6 -7 

62 L -20 6-7 

6 3 V-21 6-7 

6 4 P-1 5 6 � 6  

6 5 S-27 6 -0- l 

66 P -1 5  6 � 9 

67 P-18 6 � 3 

68 K-20 6-8 

6 9 1 -21 、1 9 、 P 1 5  6-8 

70 N-1 9 6 - 8 

71 P-1 3  6 

72 M-20 6 

73 P -17 6 

7 4  w�zo 6 

7 G  I -21 6 

228 76 N-1 9、 20 6 -7 

77 s ll-03 6 -2 

78 S B -06 N.J 59 6 

7 9  S 8-06 6- l か

80 S B-08 6-7 

81 S B-09 6 

H2 S B -09 6 - 4 - b 

8 3  S B-08 6 -7 

8 4  S B -1 3  6 - 4- b 

8 5  S H �2J 5 

86 S B-27 6 

87 S B-42 6-1 

88 S H -42 N. 6 6- l 

文 様

曲折底であ る 。

曲折底であ る 。

曲折底であ る 。

抽象文の一 部が見え る 。 キャ ク ピ ラ文 ＋ 三角押文

楕円文の中 に縄文 を 施 し てい る 。

11辺部 に十字文

II辺

口辺

n辺

t i辺

1 1辺

f l 辺

S B-04以外唯一の有孔鍔付土器

盤状台形七器

台形七器

台形七器

底部

底部

u辺部は
ビ

降
ラ

帯
文

上に縄文円形竹管文、 キャ タ ピラ 文、 三叉文 、 胴部は長方形区 画の中 に
キャ タ と 波状沈線 を施す。

波状降帯をもつ浅鉢

把手

浅状降帯をもつ浅鉢

三角区画の降帯にキャ ク ピラ文

縦区画文·士器

-248-

高 さ 容量 £ 備 考

I 



�
 ｀

 
〈

、
1 6



� 

18 

� 
�

21 23 

24 

唸

0 り ®
33 

• � 

36 ◎ 万 ｀
39 第 22 5 図 釈迦堂 S - l 区 中期の土器 ( 2 ) ( 1 : 6 )
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第226図 釈迦堂S- l 区 中期 の土器(3 ) ( 1 : 6)
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第 22 7 図 釈迦堂 S - 1 区 中期の土器 ( 4 ) ( 1 : 6 )
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第228図 釈迦堂S- I 区 中期 の土器 ( 5 ) ( 1 : 6 )
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第 6 章 縄文時代後期

第 1 節 敷 石 遺 構

S - 1 区 S X -01 

長 軸を 南北に した 卵形を した 敷石遺構であり、 縁石と して石が 一 段と 高くなり、 敷石を 囲続 している。 南 端の

部分の 縁石は、 石 棒の 一部を 転用 している。 中 央部に 敷石の 欠失 した部分があり、 炉が 存 在 したか 否か不明である。

この 整然と した 敷石の部分の北側に石の 散在 しており、 あるいは、 これ らの石もまたこの 敷石遺構と 一体であっ

た 可 能性が 大である。

出土遺物は 極く少なく、 後期 初 頭の 堀 之内 式土器に 属すると思われる小片が わずかにあるに す ぎない。

］ 

EPA 

EPA 

S - 1 区 S X -02 

I EPD 

疇 O召入さ
゜

翠妥

\)鷺賃�

'Ii

�

C) 

� 竺如
下ツ、

,S� / 

/EPC 足:B

令

EPB 

.� 

第 2 2 9 図 釈迦堂 S- 1 区 S X -01 ( 1  : 8 0 )  

息 I

}) 屈 I

屈 l
伯

2 m  

S X -01の 南東で 検出された 敷石遺構の残 存と思われる。 畑の区画境に 存 在 したため、 多くは 耕 作のため失な

われたと思われる。
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第 2 3 0図 釈迦堂 S-1 区 S X -02 ( 1  : 80 ) 

S-I 区 S X-0 3  

S X - 02のさらに南 東 で、 検 出された 遺 構 で北 西側が 失 な わ れてい る 半 円形の 石 列 であ る。 周 辺には自然 石も

多く、 人為的 な 遺 構 であ るか 否か 疑 問も 若干残 るの であ る。

: 言］

EPA EPB 

2 " '  

第 2 31図 釈迦堂 S- l 区 S X-03 ( 1 : 80 )
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第 2 節 後期 の 土 拡 出 土土器
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第 2 3 2 図 釈迦堂 S- 1 区 後期 S K 出 土土器 ( 1 ) ( 1 : 6 )  
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� P t  
1 6  1 7  

1 5  

20 

1 8  ［三
2 1  

�,-�,. や

作望必翌な\:や���
可 23  

22  
第 2 3 3 図 釈 迦 堂 S - l 区 後 期 S K 出 土 土 器 ( 2 ) ( 1  : 4 ) 

後 期 S K 出 土 土 器
図 版 挿 図 挿図Na. 出 七 地 点 分 類 文 様 ,:'� さ 容 杖 £ 備 号

80 232 I S K - 1 0  1 2- 1 2 本沈線

2 S K - 10 1 2 - 1 3  無 文粗製 t器

3 S K - 10 1 2 - 8 縄 文地に 3 ,t,; 沈線

4 S K - 1 0  1 2 - 3 ロil1部,.,・閤 3 ,+; 沈線

5 S K - 10 1 2 - 4 往 t i 七器の把手部か

6 S K - 55 1 2 - 1 1  無 文 の深鉢

7 S K  42 1 2 - 3 曲 折 口 縁に沈線、 胴部は 3 本沈線

8 S K - JO 1 2 � 1 3  条線の あ る 粗製 い器

， S K - I O  1 2- 1 3  底 部

1 0  S K  - 1 5 7  1 2 - 1 4 往 1--1 土器の 口 辺 邪
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図 版 挿 図 挿 [,<[No.
- '  

232 I I  

1 2  

1 3  

1 4  

233 15 

16 

17 

18 

lY  

公）

21  

22 

23 

第 3 節

中 期 末 の 土器

lxl 板 挿 図 挿l><IN.

8 1  2 3 4  I 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
I O  

23:i 1 1  

1 2  

1 3  

1 4  

1 5  

1 6  

1 7  

1 8  

I 
I 

1 9  

20 

2 1  

22 

23 

24 

後 期 初 頭 の 土器

図 版 M 図 挿図凡

81 236 I 

2 

3 

4 

5 

:I', l· 地 点- - - -— - - - -―• 
S K  1 99 

S K  - 1 7 2  

S K - 252  

S K  256 

S K  42 

S K  10 

S K  1 6  

S K  l !i2 

s K - 42 

S K  1 7 2  

S K �� 2 1 2  

S K - 234  

S K - 1 38 

分 酌- - -----—-- → 
12 - l 

1 2 - 5 

12 - 1 4  

1 2 - l 

1 2 � 6 

1 2  - 6 

1 2  - 6 

1 2  - 1 4  

1 2- l 

1 2 - 1 4  

1 2 - 14 

1 2 - 1 

1 2 - 1 3  

文
• 一. . .—·- . - - . - - -- - -·.. , — - · -
I I /ff; 祁 刻 I I 、 無 文地に 2 本沈線

整形痕 の 残 る 探鉢

往 r 1 t· 器の把To

2 本沈線 文

曲 折 I I 絃

11!1析 1 1 絃

1 1 辺 部沈線、 胴 祁列、9、',(

2 ,t-沈線

内 側 に 沈線

2 本 に 沈線

網代1氏 、 1 本越 え 1 本替 り

中 期末～後期 初 頭 の グ リ ッ ド 出 土土器

出 し 地 点

lJ - 2 1  

S - 2H 

U - 22 

T - 27 

L - 1 7  

N -: ぷ

s - 23 

P -23 

S - 28 

M - 24 

,� - 1 8  

I I  - 2 1 

R I 

M 1 9  

M · 20 

0 -- 2 1  

R - 1� 

M l Y  

P 2 2  

V 20 

R I X  

L 21  

U 27 

I< I I  

t i ', ト 地 点

W - 22 、 N.10

W · 2'2 、 No l l

ll - 23 

S � 1 8 

W 27 

分

1 0 - I 

IO - I 

I O- l 

I O - I 

1 () - l 

IO - I 

1 0 - 1 

J O- I 

1 0 � l 

IO - 2 

10  

10 

10 

IO  

IO  

lO  

10 

10  

10 

10 

10  

IO  

10 

1 0  

分

1 1  1 

1 1 - I 

I I  I 

I I - I 

I I - I 

類 文

加tl縄 文 を 打 す る が、 一 部 し か 比 ら れ な い 。

I IJ!l :'散 に 沈線 、 そ の ド に 縄 文 1、 R

マ ド降帯 と 胴 綿 に脱梢縄 文

徴降帝 と 府消縄 文 l、 R

おそ ら く 人以 両 と 府聞縄 文 L I<  

縄 文地 に 沈線 l、 R

円 形 文 の 中 に 縄 文 I、

縄 文 地 に 沈線

縄 文地 に 沈線

沈線に徴降帝 と 列1.'5.

J l 辺部沈線 胴 部に榔歯状 1 :具 に よ る 条線

1 1辺部沈線 胴 部 に櫛歯状 l 県 に よ る 条線

口辺剖i沈線 胴 部に櫛歯状 l 具 に よ る 条線

I I と Id] じ だが胴 部 に 列点 を施す。

1合条線 を施すn

胴部に 仄合沈線

II辺蔀は 'f'll)J で あ る か 、 胴 部 に l介沈線

胴部に 格 fll 文

胴部に流水状沈線

胴部に条線

沈線 文

胴：111に 列、9ば 、 1 4 と H じ で あ ろ う 、9

R { ;  と思わ れ る Iむ の撚 り の糾

1E反の 合 と 、息 わ れ る 縄 ？

籾 文

太 い 沈線で J 字 文 を描 き 、 縄 文 を 充填 す る 。 L R

太 い 沈線で J 'r ' 文 を描 き 、 縄 文 を 充填 す る 。 L R

允填純 文 L I<  

L I<  

充填縄 文 R L に £ を 巻 き つ け て い る 。
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第 2 3 4 図 釈 迦 堂 S-I 区 中 期 末 の 土器 ( 1 )

図 版 挿 収l 挿 lヌIN. 出 I: 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 駄 £ 備 考

81  236  6 Q - 23 1 1 - I L 

7 R - 2 1  l l - 1 L R と L の 2 種の縄 を併用

8 s - 2 1  1 1 - I 縄 文 し R

， S - 28 1 1 - 1 縄 文 L R

10 W - 21 1 1 - 2 列点 を 有す る も の

I I w - 2 1  1 1 - 2 列点 を 有 す る も の

1 2  K - 1 7  1 1 - 2 列点で は な く 、 条痕が加 え ら れて い る 。

1 3  P - 19  1 1 - 2 列点が施 さ れて い る 。

1 4  S - 1 7 1 1 - 2 2 列の列点が施 さ れ て い る 。

―- 25 9-



図 版

HI  

挿 図
-·- -—·— 

236  

後 期 の 土 器

図 版 挿 図
237 

82 

82 

238 
82  

239 

82 239 

8 3  240 

挿図No.
••—- - —-··· — 

15  

16 

17 

18 

l Y  

20 

21 

挿図凡
I 

2 

3 
4 

5 

6 

7 

8 

， 
10 

I I  

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

2 1  

22 

23 
24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

3 1  

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

出 土 地 点
- -- - ·  ● ー—• 一—

M �22 
P -- 19 

R - 25 

M - 24 

M - 22 

S - 24 

S - 28 

出 土 地 点

S -28 

R �23 

W -23 

S B - 3 1 、 S K - 234 

S -23 

No. 9 

u �23 、 No 3 

s s �21 、 No. 5

T �22 
L - 2 1  

R � J8 

S - 17 

N -24 

M -20 

P -22 

M -22 

R - 18 

P -22 

R -21  

M -22 

V-20 

U -27 

M-20 
s �27 

U -27 

s � 1s 

L -21  

V -28 

V 一 切

L 一 切

R -20 

S -22 

W -22 、 N. 4 

V -27 

W -23 、 No 4 

W - 23 、 No. 4 

U -27 

M -2 1 、 N. l 

v �27 

S -27 

T -2 1  

分 類- - -- - -― 
] ] - 3 

1 1 - 3 

I I - 3 

12 - 3 

12- 3 

12- 2 

I 1 1 - 3 

分 類

12� 1 

12- 1 

12- 1 

12- 1 

12- 12 

12- 1 

12� 12 

12- 9 

12 
12� I 

12- l 

12- 1 

12- 1 

12- 1 

12- 1 

12� I 

12- 1 

12- 3 

12- 3  

12- 3 

12- 3 

12- 2 

12- 2 
12- 2 

12- 2 

12- 2 

12- 6 

12- 6 

12- 6 

12 � 6 

12- 6 

12- 3 

12- 3 

12- 3 

12- 3 

12- 3 

12- 3 

12- 3 

12- 3 

12- 3 

12- 3 

文
’ ’ ’ ー 一ュ ー --- ---- ·-·· '一・ ， . ' . — -- ·-

沈線で崩れ た鈎文 を描 く 。

沈線で崩 れ た鈎 文 を描 く 。

文

鉤状沈線文に沈線 が付 く

口辺部に 2 条 、 胴部に 3 条の沈線 に三角 文

く の字形 ロ il1 の 曲折部に 刻 目 、 3 条の沈線で菱形文

口辺部に 2 条 、 胴部に 2 条の沈線で弧線文

無文

2 条の垂線に波状垂線 を 2 本加 え る 。

口辺部に 整形痕が著 し い 。

浅鉢形の 口辺部、 曲折部に暦消縄 文 を 加 え た も の。

波状の 垂線があ る 。

称名寺式か らの変化で あ ろ う か。

2 本沈線と 3 本線が併用

沈線間 に烈点 を施す。

沈線間 に 烈点 を施す。
沈線間 に 烈点 を施す。

沈線間 に 烈点 を施す。

沈線間 に烈点を施す。

く の字形口辺 、 無文地に 3 本沈線
く の字形口辺 、 無 文地に 3 本沈線

く の字形口 辺 、 無文地に 3 本沈線

く の字形 口 辺 、 無文地に 3 本沈線
く の字形口辺 、 無文地に 3 本沈線

3 本沈線を有す る 。 口 辺 に刻 目 凸帯

3 本沈線 を 有す る 。 口 辺 に刻 目 凸帯

3 本沈線を有す る 。

3 本沈線を有す る 。

3 本沈線 を有す る 。

3 本沈線 を 有 す る 。

3 本沈線 を有す る 。

3 本沈線を有す る 。

3 本沈線を有す る 。
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第 2 4 1 図 釈 迦 堂 S - 1 区 後 期 の 土 器 ( 8 )

図 版 挿 図 挿 図凡 H_', 七 地 !.'、i， 分 類 文 様 高 さ 容 量 ¢ 備 考
83 240 42 N - 22 1 2- 3 3 本 沈線を打するe

43 L - 1 7  1 2 - 3 3 本沈線を打する。

44 Q -24 1 2 - 3 3 本沈線を有する。

45 W - 23 、 No. 4 12 - 3 3 本沈線を有する。

46 L -21  12  - 3 3 本沈線を有する。

47 V - 27 1 2 -- 3 口 顆ffil lこ 刻 H 凸帯を有 する。

48 v -27 12� 3 口 印部に刻 rl 凸帯を有する。

49 V - 'Z'/ 1 2 - 3 3 本沈船を打する

50 Q -22 1 2- 3 3 本沈線を打する
82 24 1 5 1  5 -28 1 2- 4 3 本沈線間 に 列点を施す。
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第 24 2 図 釈迦堂 S-1区 後期 の土器 ( 9 )

図 版 挿 図 挿図凡 廿', t 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

8 3  24 1 52 Q - 18  1 2 - 4 3 本沈線間 に列点 と い う よ り 、 沈線を施 し て い る 。

53 T - 19 、 20 12- 4 3 本沈線間 に列点

54 R -17 、 S- 18 、 S - 18 1 2- 4 3 本沈線間に列点

55 Q -26 1 2 � 4 3 本沈線間に 烈点

56 M �zo 1 2-5  無 文地に凸帯文 を付け る 。

57 W -22 、 S H -3 1 、 No9 1 2 � 5  無 文地に凸帯文 を付け る 。

58 N -21 1 2- 5 無 文地に凸帯文 を付け る 。

59 s -27 12- 5 無 文地1こ凸帯文を付け る 。

60 S- 26 1 2- 5 無 文地に凸帯文を付け る 。

6 1 S- 16 1 2 - 5 無 文地に凸帯文 を付け る 。

6 2 Q - 24 1 2�5 無 文地に凸帯文 を付け る 。

6 3 R -17 12- 5 無 文地に凸帯文 を付け る 。

83 2 4 2
1 

6

6

4 

5 

Q -23 1 2- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の。

V -27 12� 6 く の字形口縁を有す る も の 。
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図 版 挿 図 挿 図凡 出 士 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量£ 備 考

83 242 66 V -'X/ 12- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の 。

67 P -23 12- 6 く の 字 形 口 絵 を 有す る も の。

68 Q � 14 12- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の。

69 W-22 12- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の 。

70 V -'1:1 12- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の 。

71 N -23 1 2- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の 。

72 M - 1 7  12- 6 く の 字形 口 縁 を 有す る も の 。

73 K -22 1 2- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の。

74 T - 27 12- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の 。

75 M-24 12- 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の。

76 M-24 12- 6 く の字 形 口 縁 を有す る も の 。

77 V 一 刀 1 2- 6 く の 字 形 口 縁 を 有す る も の 。

78 P -25 12� 6 く の字 形 口 縁 を 有す る も の。

79 N -21 12- 6 曲折 部 に縄 文 L R

80 M-25 12- 6 曲折 部 に縄 文 、 3 段の縄 文 L R L

85 243 81 12- 7 口 辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

82 12- 7 口辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

83 12� 7 口 辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

84 12 - 7 口 辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

85 12- 7 口 辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

86 V 一 切 12- 7 口 辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

87 P -20 12- 7 口 辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

88 S K -42 12- 7 口 辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

89 M-26 12- 7 rl 辺 部 に メ ガ ネ 状沈線が付 く 。

85 244 90 P -22 12� 9 磨消縄 文 を も つ も の

91 Q -23 12- 9 磨消縄 文 を も つ も の

92 P -22 12� 9 磨消縄文 を も つ も の

93 P -22 12� 9 暦消縄 文 を も つ も の

94 Q -23 12- 9 暦消縄文 を も つ も の

95 N -24 12- 9 磨消縄文 を も つ も の

96 P -23 12- 9 暦消縄文 を も つ も の

97 Q - 1 7  12� 9 暦消縄文 を も つ も の

98 N - 18 12� 8 磨消縄文 を も つ も の

99 Q -23 12- 9 磨消縄文 を も つ も の

100 M � t8 12- 9 暦 消 縄 文

IOI R - 18 12- 8 地文地に L R Iこ 太い沈線

1 02 S -1 9  地文地に L R に 太い沈線

103 S -28 12- 14 地 文 R

· 85 245 104 R - 1 5  12- 9 太 い 沈線で区画 し 、 閉消縄文 を な す も の L R

1 05 0 -24 12- 9 太 く 深 い沈線、 縄文暦消 し て い な い R L

106 Q - 17 12- 9 太 い 沈線の磨消縄文 L R

107 S - 16  12- 9 太 い 沈線の歴消縄文 L R

108 N -23 12- 9 太 い 沈線の磨消縄文 L R

84 246  109 Q - 18 12-14  浅鉢、 口 唇部 に沈線

1 1 0  W - 1 9  12-14  注 口 士器 の 口 絵部 か ？

I l l  O -'n 12-14  浅鉢、 口 縁か ら低降帯が あ る 。

1 1 2  M �J7 12-14  無 文 の 深鉢

84 1 1 3  S B -05 12- 1 知部 に 8 の字 文 、 胴部 に 2 本浅線 文

84 247  1 14 R -21 、 S -21 12- 9 籾部 に 降線 を め ぐ ら し 、 そ の 下 に磨消縄文帯 を 設け る 。

1 1 5  U -24 12- 9 類部 に 降帯 を め ぐ ら す。 そ こ ヘ ロ 縁 か ら 垂線が下 が る 。

1 1 6  w�zs 1 2- 9 口 縁部 か ら 垂線が下が り 、 そ の 下 に爵消縄文帯が あ る 。

1 17 V -24 12- 9 口 縁 下 に 降線、 そ の 下 に磨消縄 文 帯 と な っ て い る 。

1 18 L - 17 12- 9 ロ 縁 下 に 縦 の隆線

1 19 N -25 12� 14 無文地に隆線を貼 り 付け て い る 。
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第 24 3 図 釈迦堂S- 1 区 後期 の土器 ( 10)

図 版 挿 図 挿図し 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量£ 備 考

8 4  247 1 20 1 2- 9  ロ縁下 に 2 本 の隆線、 そ の 下 に縄文帯 L

87 248 1 2 1  Q --23 1 2- 9  磨消縄文帯

1 22 V-24 1 2- 9  磨消縄文帯

1 23 R -2 1  1 2- 9  磨消縄文帯 L R  

1 24 R -22 12- 9  磨消縄文帯

1 25 Q-22 1 2- 9  磨消縄文帯

1 26 R -2 1  1 2- 9 磨消縄 文帯

l 刀 V -24 1 2- 9 磨消縄文帯

1 28 W-25 1 2- 9 磨消縄文帯

1 29 S-23 1 2- 9  磨消縄文帯 L R  

1 30 Q-22 1 2- 9  磨消縄文帯 L 

1 3 1 Q-25 1 2- 9 磨消縄文帯 L R  

1 3 2  W-25 1 2- 9 磨消縄文帯

1 3 3  S- 18 1 2- 9 磨消縄文帯

8 4  249 1 3 4  R-24 1 2- 10 口縁部に 2 本 の隆線、 そ の 下に縄文帯

1 3 5  V -24 1 2-10 口絵部に 2 本 の 隆線、 そ の 下に縄文帯

1 3 6  S-24 1 2-10 口絵部 に 2 本 の 隆線、 そ の 下に縄文帯

1 37 S-25 1 2- 10 ロ 縁部 に 2 本の隆線、 そ の 下に縄文帯 L R  

1 38 U -23 1 2- 10 口縁部に 2 本の隆線、 そ の 下に縄文帯
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98 

釈 迦堂 S - 1 区

10 1  

後 期 の 土器 ( 1 1 )

図 版 挿 図 挿 図No. 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

84 249 139 R -21 12-10 口縁部に 2 本の隆線、 そ の 下 に縄文帯 L 

140 V-24 12-10 ロ縁部 に 2 本の隆線、 そ の 下 に縄文帯

141 V -25 12-10 ロ縁か ら縦 の隆線が水平隆線に接続

142 T -23 12-10 口縁か ら の縦の隆線は 8 の字文 に な っ て い る 。

143 U - 23 12-10 ロ縁か ら の縦の隆線は 8 の字文 に な っ て い る 。

144 0-21 12-14 胴部磨 消縄 文 帯 が付 く か ？

1 45 N -19 磨消縄文 帯 で は な く 、 剌突 文 と な っ て い る 。

146 V -20 12- 8 - a 

147 Q -23 12- JO 口辺部の隆線

148 Q-22 12-10 口辺部の隆線

149 W-18 12-10 口辺部の隆線

87  250 150 R -23 12-12 無文粗製士器

-2 71-



104 

.
1
 

,
 
••

 9•ふ•
5
し

:
/

洛
祐
名

5
●1‘

じ・

•
浜

Nぃ5.

』．．
 
ー●I・・・・`・
1a

 

riaz
いい慮

信｛
埓
捨7

106
/

 
＼日日月因

t
.i"～

：
 

ン` ．t
t
f

ご

ォ

A

[
f

伶
に

•5

ぶ
竺

f、

竺
{

.i
{

St
”‘

、.‘ヽ
.
i三こな

〖

ミ』
竺
ア

ニゞ
A.

竺
g
[
IOB

107  
第 24 5図 釈迦堂S-1区 後期 の土器 (1 2)

＼ 
109  

戸〗

1 1 3 

1 1 2 

第 246図 釈迦堂S- 1 区 後 期 の 土 器 (1 3)( 1 : 4) 
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第 24 9 図 釈迦堂 S - 1 区 後期 の土器 ( 1 6 )

団 版 挿 図 挿 図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 屈 ¢ 備 考

H7 ",'iO 1 5 1  I< - ] ]  1 2  1 2  沈線が あ る c
1 5l M - 2 1 12 1 2  無 文

1 53 M � 2 1  1 2  1 2  無 文

1 54 U 23 12 1 2  無 文

1 55 M 24 1 2  - 1 2 無 文

1 56 1 2  1 2  無 文

1 57 s 2X 1 2  - 1 2  無 文

l 5R W 26 1 2  1 2  無 文

1 59 U - 25 1 2  1 2  無 文

1 60 s 23 12 - 1 2 無 文

1 6 1  P 1 9  1 2  - 1 2  無 文

1 62 W 2:l " "  無 文

1 63 T 24 12 1 2  無 文

1 64 U 2 1  1 2  1 2  無 文 I 
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図 版 挿 図 挿 図 No. 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 筐 £ 備 考

87 25 1 1 65 S 25 1 2  I �  底 IHI l 本越 え l 本料 り

1 66 S 24 12 l :l 底部 2 本 越 え l 木杯 り

1 67 � 24 1 2  1 3  底 iHS 2 本 越 え 1 本料 り l 、t、 -」 ,· , L 

1 68 R 24 1 2  13 底部 1 本 越 え 2 本杯 り I ,I,- ず ら し

1 69 S 27 1 2  1 :l 底部 1 本越 え 2 本科 り 1 本 ず ら し

1 70 T 27 1 2  I :l 底部 2 本糾みて 2 4; 越 え 2 本 怜 り l ,t. す ら し

1 7 1  I< 24 12 1 3  底れII

1 72 Q 20 1 2  1 3  底 ：'HI

1 73  � - 2:J 12 I :l 底 ;'\II 2 4-越え l 本科 り 1 ,t,:  ず ,, し

X7  25 1  1 74 1 2  1 3  底祁 I 本越 え I ,I,; 科 り

1 75 V 24 1 2  l :J 底 祁 l 本越え l 本杯 り

176  S 25 1 ,  1 3  底 ；
ヽ
ill I 本越え 1 本料 り

1 77 � 25 1 2  Ll 底：'HI I 木越え 1 ,1(伶 り

1 78 S 2 1  12  1 3  底部

第 4 節 後期 中 葉～晩期 の グ リ ッ ド 出 土土器
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第 2 5 2 図 釈迦堂 S - 1 区 後 ・ 晩期 の土器
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第 7 章 土偶 お よ び そ の他の遺物

第 1 節 土 偶

正中線

対称弧刻文

勝 坂 式 期 土偶
の分割塊製作法

面表の

す
‘
\
\
\
＼

□
い
ハノ

塊

が

割

は

分

曽制式期土偶の
分 割 塊 製 作 法

— 割れ口 の凡例 —

□単な る 割れ口

分割塊 に かぶせ た
粘土の ネ ガテ イ プ
な表面i

土
プ

粘
イ

面

層
テ

表
ガ

t
 

し

た
ネ

磨

せ
の

ふ
）

面表

か
土

研

の
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粘

を

塊

塊
粧

口

割

割
化
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分

分
（

面
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な

一

璽

置

闘
第 25 3図 土 偶 凡例

釈迦堂塚越北 A 地区土偶 一覧 表

挿 図No. 出 士 地 点 部 位 たて X よ こ X はば 時 期 分 割 塊 の 観 察 部 位 と 文 様 文 様 と 施 文 具 彩 色 な ど

254 図 l S K -227 頭 部 l 釈 迦 堂 Z 3 
1 0  2 X 4  6 X J 5 

2 S B ---05 下半身 釈 迦 常 Z 3 

3 S B ---05 顔 釈 迦 常 Z 3 顔に爪形文 ヒ ト の 爪 か
5 3 X 3 8 X l 0  

4 M -21 胴 釈 迦 堂 Z 3 

5 K - 16 胸 2 8 X 2 9 X ! 3 釈 迦 堂 Z 3 頭部との接合面あり

6 S B ---05 頭 部 I 釈 迦 堂 Z 3 頭ffi1 に 4 孔 乳/}j欠捐
7 4 X 4 2 X l 0 

7 S B -27 胸 部 釈 迦 党 Z 3 

8 不 明 腰 部 3 7 X 5 4 X J 9 釈 迦 堂 Z 3 

9 K - 17 胸 部 2 6 x 3 J x J J 釈 迦 堂 Z 3 頭部との接合面あり 脇 下 に 爪形文 ‘杓妓竹符

10 S B -07 下 半身 5 8 X 6 3 X 2 Q 諾 磯 b 

255 図 1 1 S B -31 全 身 ) 7 6 X 7 9 X 3 8 藤 内

I I 角

玉抱 き 三 叉 文 降衛 後頭部貫通礼 3
k抱 き 三 叉 文 三 角 押 文

対
形

称
文

弧刻 文 I 乱I 
+ H

=:会 fr
刻

1 押文

下 三
角

形 文
＋
＋ 稔稔刻刻

に ダ ブル ハの7 文

12 S B -10 頭 部 6 7 X 8 3 X 5 6 藤 内 類滞に木芯痕 右
; 
頭

いこ L 7形 文 ii 線(] 
〗

に沈線 文 線
左 k =--角形
後 に 丸と三 角

文
形文 降

線
'" 、 そ の降幣の トー

に .,,,交 1,:刻 I I で コ の'f'.
文を施す 。

256 図 1 3 P -23 頭 祁 6 5 X 8 l x 5 Q 藤 内 釘部に分割痕頂Iあり 左捐 上に L 字形 文 こf/1 押 文 後頭部に t't辿礼 2
両頗に渦務 文 — : fり 押 文

•角押 文 ＋ キ ャ ク ピ
ラ 文
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11T1 lxl No. 出 卜 地 、9、'J.

14  S Iう — 04

1 5  U - 17 

257 1><1 1 6  I ' - l Y  I l l  

1 7  { )  1 7  

18  S I\  - 0 6 

258 [xl I Y S K  47 

2 0  K 1 6 

2 1  S l l  2 3  

22 I 、 - 2 1

23 J - 1 6 

2 59 [>i[24 S ll - 04 

2 5  S H  31  

2 6 W -25 

27 l< - 17  

28 N 1 5  

26 0 lxl29 S B  -- 5 1  

30 S B  -04 

31 S ll - 1 0  

32 M - 17 

33 S B  0 1  

26 I !xl 3 4  S K  2 2 0 

I 

35 I 2 1  

3 6 K 17  

2 6 2 lxl 37  F 2 1  

38 I' - 24 

39 1 号tn

4 0  I' - 1 5  

4 1  R - 1 6 

42 V -22 

4 3  K - 1 6 

2 6 3 [x[ 4 4  M - 19 

4 5  S - 19 、 2 0

4 6  Q - 1 5  

47 N - 1 6 

;';IS i、' た て X よ こ X I まば II寺 削

頭 部 5 8 X 5 4 X 3 9 藤 内

頭 部 S O x 6 4 X 4 3 藤 内

叫 部 3 6 X 3 6 X 3 o > 

頭 部 8 4 X 5 2 X 4 6 藤 内

頭 ＋ 胸 8 5 X 8 0 X 3 , 2  藤 内

頭 部 0 0 X 6 0 X 4 . 5  藤 内

頭 ：111 1 2 6 x 2 6 x 2 5 , i ,  其IJ ネ/J :ifi 

唄 部

頭 部

虹 沸

珀 部

頭 部

頭 部

頭 沸

頭 部

,(,-腕 ＋

胴 邪

り1寸 十 II要

＋ 脚 部

腹 fill

腹 部

腰
＋

脚

部

IJl,J ;'111 

胴 部

胴 ;'HI

腕 /ill

腕 ：'(\\

腕 ：
し
HI

腕 部

腕 部

腕 部

腕 部

胸 部

胸 祁

背 部

胴 部

2 0 x 3 H x 2 H  ' 1 1 !YJ f'JJ :!Si 

4 6 X 4 7 X 4 3 ？ 

3 6 X 5 8 X 3 2 ·1 

28 X 3 X 2. [ 藤 内

4 0 X 3 2 X 2 () 藤 内 ？ 

4 . Q X 3 4 X 3 9  藤 内 ＇ 

6 0 X 4 Y X 3 3  堀 之 内

5 4 X 5 I x 3 D ＇ 

6 0 X 4 0 X 20 藤

7 8 X 4 8 X 5 [ 藤

o o X 5 :l X 4 8  藤

3 4 X 3 4 X 2 0 藤

3 5 X 2 4 X 2 4 藤

9 3 X H } X 4 9 藤

9 2 X H 2 X 4 2 藤

H 3 X H ! X 3 8 藤

2 l X 3 X x I 3 ？ 

I 4 x :J :l x I 2 , 

J 0 X J 8 X l fi ! 

1 2 x 2 o x o 9 ? 

4 4 X 5 J X 2 4 藤

4 2 X 4 2X J , 8 藤

2 9 X 5 . 3 X 2 5 ？ 

5 X 4 5 X 2 2 曽

2 , 9 X 3 0 X ] 5 ？ 

内

内

内

内

内

内

内

内

内

内

利

4 , 3 X 2 6 X 2 2 新 道 ～ 藤 内

4 3 X 5 2 X 3 , 5 藤 内

i 

分 ',りI 塊 の 観 寮

蜘祁に 分割塊血 あ り

人、も痕あ り

胸部 ド に分割塊面 あ り

釦部 卜端に分割J鬼 r(ri あ
り

類部に分割塊侑J あ り
ま た ld] I 所 に 木，＆痕 あ り

餃部に 分割塊tili あ り
ま た [<ij所に木、芯痕 あ り

釘邪 に 分割塊n'1 i あ り
ま た 1, ,J 1fJ1こ 人、芯艇 あ り

胸部 I:に 分割塊

腐

1Mあ り
ま た l,;] 1部(r1こ 木、ふ あ り
ん脇腹 に 分割 川iあ
り

部 位 と 文 様- - ---― ..'一·-.一
I, 額 I部 に ·1り 1杉 文

後頭部 に 渦 な き 叉 文
後別i i ·綿 に 連粒 k抱 き
― 叉 文

後叫iii\沈線 文

i�!nll 、 :irifMlll 、 1受:i(i:祁
を め ぐる降間 に 亥IJ I J

粕 に ダ ブル ハの'i' 文
釣後
刻

とI

降
部
I沼 に l 'J 形

文
刺 突 文

頭 に 1 1 1
I I  術 文

粕 に ダ ブル 9 ヽ ' r' 文
後頭部 に 変 形 し た K抱
き 叉 文

後liM祁に 変 形 し た 1消．抱
き ：． 叉 文

'i/ifl'(部 に 虻 形沈線 文

後虹1部に沈線 文

叫 fl'i /111 に ： 角 形 文

後 Iii!部に '. fり 形 文
,1-中 線

後頭部に渦務 き 臼 叉文

舶 の 表現 な し

, 1中 線
腹

、 対称弧 刻 文
両 脇 部に 沈線文と
平降•:11 文 、 l·. 1こ刻I I

腕 部 iこ l 'J 形竹w 文
11·'1 1 線
腰 祁 に 円部形竹竹没； 文と沈
線 料 ド

に
形 文

文 様 と 施 文 具’ —  
沈線

沈線
綬IJ

＋ 陰 刻
彫 文

沈線 文

l>?i吋iH 亥1) 1 1

沈

勺
円 竹；
降
降 刻 I I

降
沈綜

仰 + 刻 I I 

降術

沈線

降仰

降帯
沈船

降滞

沈線

沈線

!, ト
I
J\ii:11 1こ 人、芯痕 あ り ,r 1 1 1 線

部
、 対称弧 刻 文 陰刻

脇腹 に Ii抱 き •叉 文 陰 刻

腹
割

部に ネ ガ ア イ プな分
塊 面 あ り

腰 卜部に 人、芯痕あ り

釦渇との1と合 iii\と脚と
の接介:'HI

脚
胸滞との!接if:合

合
(ill 

;';IIとの 部

脚部とのI�合 祁 I ご 人、＆
腹

釣
木、

：
芯
';[\

痕
と接合 ：ヽ;[\ 、 f , ;J 所に

あ り

顕
艇

部との接合部に 人、芯

胴部との接合 部 に あ り

- 280 -

対11称
中 線

弧刻 文
沈線
陰 クIj

脇腹部に : fり 文 ·f r! 押 文

低降・：加） ,r中線 t 船狭
キ ャ ク ヒ 弓 文 、 対称弧 沈線 t 陰 刻

脇
刻

II
文
\/ に 幅狭幅}};,キ ャ ク

ヒ 弓 文
I,: 抱 き て 叉 文 叉 文 は 陰 クlj

低
脇
対

降
腹称弧

部
盟の ,, 中

逆
線

刻•抱文 + : /り 文 沈線叉 t 陰
陰
亥lj

k き 叉 文 文 は 亥1J
ii中線

弧 沈肢
線
線昇脇対 II

称\/ 刻
沈
文 t 陰刻

部部
文 に

に ：

線

叉状

文

陰
＋

亥IJ 文 妓線 I 陰 刻

r を 刻 I I で却I ',

Tを刻 I Iで表出

腕と子の間に沈線 文
手 の ひ らと 手の刻I I あ
り
背 中 に 爪形 文

背 部に 円 形竹符 文

,, 中 線
脇腹

刺
：
突
孤1こ 角押 文と交

,,: 文

ヒ ト の爪で あ ろ う

降帯文

彩 色 な ど

9か彩 あ り 船JA i把rか

後頭部 に 貫通礼 2

貫辿孔 l

l'」逍ifL 2 

カ ッ バ 平！ 卜偶か ？

貫辿孔 l カ ッ 9 ヽ 氏'l I偶
か ？

m財L 1 

i受 期 の I偶

焦駒の t·偶 1こ 粕似



ffi lヌI No. i i ', I 地 1.'!. 部 位 た て X よ こ X は ば 0 、ヤ 期 分 割 塊 の 観 寮 部 位 と 文 様 文 様 と 施 文 具 彩 色 な ど

48 I' 18  胴 部 6 3 X 5 () X 3 3  藤 内 111•1中 央 1こ A必痕 あ り 脇腹部 に て f!J押 文

264 1>11 4 9  S ll · 0 1  料 ：祁 z 7 x 3 3 x 3 5 藤 内 Iii梓 綿 と の接介祁 脇lll1 部 に て ＂］押 文

50 S Iう lY 袢 ；祁 5 Y X 4  8 X 3 , l  藤 内 胴部 と の接合部に ネ カ 脇腹
抱
部 に ' 角押 文 に よ て 叉 文 はほ刻

テ ィ プな 面 を持つ る Is き ・ 叉 文 を施す

51 I' 20 料 部 5 . 2 X 3  5 X 3  2 藤 内 脇腹邪 に こ角押 文 に よ そ 叉 文 は稔刻
る "抱 き て 叉 文 を 施 す

:,2 S Iう 一 0 1 N.>20 袢 部 5 2 X 4 2 X 4 2 藤 内 ィ ］料 部 と の接合沸面に 脇腹部 に 項J押 文
見 られ る

265 \刈 5 3 S B  -04 胴 部 3 . 4 X 3  2 X 2  9 藤 内 闘 l 決 に 人、芯痕 あ り , E 中 線 降 笞
脇腹邪1こ て 角 押 文

泊 N - 19 N.37 胴 部 4 4 x 3 o x � 4 藤 内 脇腹 に 三角 押 文 と 幅狭
キ ャ タ ピ ラ 文

55 S tぅ · 04 脱 祁 3 . 9 X 3 . 2 X 2 . 7  藤 内 胴中 央 に 木必痕 あ り 脇胆 1こ : fり押 文

56 P - 1 5 腹 部 4 8 X 2 4 X 3 4 藤 内 対称弧刻 文 沈線 ＋ 陰刻
脇腹 に渦務 き 文 と k抱 三 角押 文 と 三 叉 文 は
き ＝ 又 文 陰刻

266 [X[ 57 S H  al  胴 部 5 9 X 4 0 X 4 0  藤 内 腕部 と の接介祁に あ り 1E中 線 、 対称弧刻 文 、 沈線 ,n る t偶

脇
円

腹
文

の て fり 文 沈線

5H S K 3 1  V 22 胴 部 4 6 X 4 0 X 4 0  藤 内 ！じ る t偶

SY I' � 15  胴 部 3 5 X 2 . 6 X 2  3 

60 S H 悩 胴 部 2 6 X 2 8 X 2 2 ， 胴 中 央 部こ 木ふ痕 あ り

6 1  S K  -47 胴 部 3 . 0 X 3 4 X l Y ？ 腕 部 と の桜合部に あ り

267 図 6 2 11 - 23 杵 滞 5 I X 3 . 2 X 4  0 ？ 

63 S Iう ー 1 0 脚 部 3 3 X 4 Q X 4 6  藤内- It- 叫凡 彫刻的 r'
文

法 に よ る 連続
コ の オ'.

64 I - 17 脚 部 4 . 9 X 3 . 3 X 3 . 8  ？ 料 部 と の 接合 部 に あ り 三 角 押 文

65 U 18  脚 部 4 . 9 X 4 . 8 X 5  9 藤 内 臀 沸 と の接合 部 に あ り 接 合 ffil i こ 亥IJ l ] 文

268 図66 S H  01 脚 祁 6 Q X 3 4 X 5 8 藤 内 杵祁 と の接合祁に あ り 桜 介 部 を め ぐ る 角 押
文

67 S Ii 31 V - 22 脚 部 4 . 9 X 3  6 X 5  [ 藤 内 呼 部 と の接合邪 に あ り 脚 祁付根
様
$ 1こ そ 角押 文

に よ る 文 を 施 す

岱 W 2 1  脚 部 3 [ X 3 , 2 X 2 0 藤 内 脚 部 と 足 部の接合1(1i

69 J - 17 足 ：祁 2 7 X 3 . 6 X 2 , 4  藤 内 足 部中 央 1こ 木必痕 ぁ り

70 S 21 脚 滞 3 y x 2 . 2 x  I Y 藤 内

7 1  N 18  脚 部 l . 8 X [ 9 X 2 . 4  藤 内

269 [,[ 7 2  S I I  04 脚 滞 2 1 x 2 s x 2 !i 藤 内

n S Iぅ ,, , 脚 部 5 8 X 4 1 X 4 1 藤 内

74 V 22 脚 部 J 6 X 2 . 9 X 2  7 藤 内

7� S Iぅ 24 足 部 2 6 X 4 7 X 3 2  膳 内

270 図 7 6 Y 15 足 滞 3 3 X 4 J X 5 0 藤 内

77 S B I �  足 滞 2 Y X 5 0 X S 7 藤 内 /,'足 部 と の 1反合部

78 Ii IX  足 邪 s 4 x s 4 x 7 4 藤 内
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第 2 5 5 図 釈迦堂 S - 1 区 土偶 ( 2 ) ( 1 : 2 )  
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第2 5 6図 釈迦堂S -1区 土偶 ( 3) ( 1 : 2 )  
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1 7  

第 2 5 7 図 釈 迦堂 S - 1 区 土偶 ( 4 ) ( 1  : 2 ) 
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" 第258図 釈迦堂S-1区 土偶(5) (1:2) 
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26 
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第259図 釈迦堂S-1区 土偶(6) (1:2) 
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第260図 釈迦堂S-1区 土偶(7 ) (1 :2) 
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第262図 釈迦堂S-1区 土偶(9) (1: 2) 
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45 
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47 

口

48 

第263図 釈迦堂S-1区 土偶(10) (1 : 2) 
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第264図 釈迦堂S-1区 土偶(11) ( 1  :2) 
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54 

三
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56 
第265図 釈迦堂S-1区 土偶(12) (1 : 2 ) 
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第266図 釈迦堂S-1区 土偶(13) (1 : 2) 
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第268図 釈迦堂S-1区 土偶(15) ( 1: 2) 
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第269図 釈迦堂s-I区 土偶(16) (1 : 2) 
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第270図 釈迦堂S-1区 土偶(17) ( 1 : 2) 
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第2節 土器 • 土製品

疇
2

 

口
―
�7

苓戸 9
3

 

� 

rn 
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5
 

6
 

7
 

8
 

L�_n ，
 

10 

L□□口〗
11 12 13 

L口[ ご 声
＇ ＂ 

14 15 16 
第271図 釈迦堂S-l区 中期のミニチュア土器(, : 2) 

17 

ミニチュア

竺〗二 尾 "' :c !J � � 
, , .. ', ,> _. .r...,, .. ,.., 1,,,, I� 月{ 柚1,1 N,1·�\ .. 出1地，＇し ',tll! 文 様 , ...... ,� _ '/,:,::, 1,1. 

S 17 区1rt1j文Ii� のミニ.,-、ア 10 X�24 令形-f'll)jの脚

lJ IX 区両文t·iやIT)ミ：：： +, ァ 11 V -21 令形和UJの脚

I i (l IH 区伸i文I·器のミニ ・f-ュア 12 l'-15 令形+uJJの脚

1 I ,,. -z, " 
いわゆるゲジゲジ文か？ 13 U-22 H--19 無文t·器で断頂j--=角形の11絵

縄文術による抽＆文 14 Q -(5 N.16 令器形不明の脚

I 6 I'-25 縄文 15 SH -40 指頭圧痕を残す底隈

7 W 19 縄文 16 Q-15 

11 X-2 5 No.2 縄文 17 J -)7 区両文t器のミニチュア

9 I'- 15 令形,fHJ]の脚
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土製円盤一覧表

最大径 /'/ さ ，Ti さ 最大径 原 さ f さ
番号 出1-.地 ＂＆片の時期 備 ぢ 番号 出t地 j-器片の時期 備 名·

(cm) (,·m) (g) (rm) (em) (g) 

l 11-21 2 8 I 2 12 "' 期 周縁がよく擦られている 51 l'-16 4 3 I 0 20 "' 期

2 J -16 3 5 0 y 20 後 期 52 P-16 3,1 0 8 10 q, 期 I朽滅

3 J -17 4 4 0 8 !H 後 期 周縁かよく招られている 5:l P-19 3 4 I 3 16 中 期 （藤内式） 周縁がよく控られている

4 J -19 4 7 0 9 25 中期 （藤内式） 54 P-22 4 1 l 0 19 前期（祐磯b式）

5 J�22 4 2 l 0 20 ,,, 期 55 P-25 2 6 0 8 5 ,f 明

6 J -22 3 6 I 3 18 後 期閉戚 56 Q-15 3 .4 I 6 3) 1\1 期

7 K-17 3 6 1 3 20 ,1, 期 周給がよく擦られている 57 Q-16 4 0 I 5 '£1 "' 期 ）月縁は荒い打ち欠き

8 K-18 3 l 0 7 lO 1iiJ 期 58 Q-17 3 8 I 5 Z1 中期（藤内式） 周縁がよく控られている

9 K-18 3 6 0 9 l7 中 期（藤内式） 周縁がよく招られている 59 Q-17 I 3 o 0.8 lO ,,, 期 周縁がよく招られている

IO K -18 2 7 0 9 8 ,i, 期 周縁がよく招られている 60 Q-17 4 1 I 4 22 "' 期

II K -19 2 9 0 7 IO 前期（語磯a式） 周縁がよく控られている 61 Q-19 3.7 0.9 15 q, 期 周縁かよく擦られている

12 K-19 3 5 0 8 7 前期（諸磯c式） 半欠、 周縁かよく擦られ 62 R-16 3 3 l. l 15 中!9l C藤内式）
ている

63 R-16 5 5 I 2 32 叫りIC新迅式）
13 K�Jg 4 8 I 0 25 中期（藤内式）

64 R -16 3 0 0 7 5 1' 明 朋滅
14 K-19 4 .4 I.I 25 中期（藤内式）

R�17 4 I 1.0 18 "' 期 肘滅
15 K-19 2.9 I 0 10 中期（藤内式）

66 R�J7 JO 0 1.2 132 後 期 輪積痕に刻み残{f
16 K-19 4 6 1.2 30 "'期（藤内式）

67 R-18 3 6 1 2 20 中期（藤内,t)
17 K -19 5 8 1 0 40 中期（藤内式） 周縁は荒い打ち欠き

68 1<�20 3 0 1 0 JU 巾期（藤内式） 周縁
18 K-19 3 7 I 2 公） "'期（藤内式）

69 s�11 3 6 I 3 20 中期（藤内式）
19 K -- 19 4 7 I I 3 27  中期（藤内式）

70 S-18 3 6 I I 20 ,t, 期 （藤内式）
20 I』 -16 3.2 I 2 18 中期（藤内式）

71 S-18 6.8 0 8 30 中期（藤内式） 欠拍部あり
21 L-16 4 4 1.2 20 中期（藤内式）

72 S-18 3 3 I 3 18 ,1, 期
22 L -17 3 7 I 0 20 中期（藤内式） 1月縁がよく擦られている

73 S-20 3 9 0.9 15 前 期
23 L -17 2 5 I 2 lO 中期（藤内式）

74 S-21 3 6 I. I 13 t tl ・ 期 繊維混人
24 L -17 4 4 I 2 公 中期（井1り凡式） 周縁がよく擦られている

75 T-17 4.1 1.5 35 中期（藤内式） 周縁がよく擦られている
あ L -17 4 3 I 4 25 中期（杓利式） 閉滅

76 T-18 2 . 9  1.7 13 中期（藤内式） 周縁がよく擦られている
汲 L 17 3.8 0 H 15 ,i, 期 朕戚

77 T-22 3 7 0 9 l5 "' 期 周縁は荒い打ち欠き
27 L — 加 3 5 1 1 17 中期（藤内犬） 周縁かよく擦られている

78 T-22 3 6 I 0 10 ,1, 期 乎欠、 有孔
28 L -20 5 0 0.9 18 後 期 半欠

公） L -21 4 l () 9 12 "' 期 平欠、 周縁がよく擦られ 79 T-22 4 5 I 2 27 ,,, 期（杓利式）
ている

80 u-,s· 3 2 I 0 15 イ
L 22 3 6 0 7 10 q, 期

81 U-21 4 ,2 l 2 25 ,1, 期 周縁がよく擦られている
31 L - 22 4 8 0 H 23 ,i, 期

82 V-15 2 9 l 0 IO "' 期
32 し 22 4 0 ( ) 7 12 後 期

(i y 
83 V-15 3.5 0 9 13 "' 期

33 1、-24 5 4 32 1)iJ)関（材磯d ;I:;) 
84 V-22 2 6 I 2 10 中期（藤内式 ） 周給かよく擦られている

-34 M -16 2 0 1.3 8 q, 期 局縁がよく擦られている

中期（五領ケ台式i HS v�22 3 7 l.l 18 ,1, 期 ），甜縁がよく擦られている
N -17 4 3 O.H 15 

86 V-22 2 9 1.5 15 ,,, 
36 N -18 :i.o [) 7 ， 1iiJ 期

87 W-15 3 6 l 2 IO II I 期 序滅
37 N-18 3 7 0 9 15 後 期 88 w�22 3 7 0.9 15 ,i, 期
3/l N ?:2 3.3 () y 12 q, 期 周縁は荒い打ち欠き H9 X-25 3 2 1 3 15 "' 期 周縁がよく控られている
39 N-2o 3 2 I I 5 q, 期

YO S HO! 2 6 I 0 10 中期（藤内式） 周縁がよく擦られている
40 O - 16 4 4 I 0 24 中期('{/利式）

91 s llOl 3 4 0.9 15 中！りI <'1.' 利J,\:; )
41 0 - lH 5 0 I 2 3.5 中期（藤内式） 92 S HO! 2 8 I 0 IO "' 期
42 0-18 3 4 1 () 15 ,1, 期 周縁かよく擦られている

93 S H04 4 7 I I 32 中期（訊磯b式）
43 0-1� 3.7 1 0 16 ,,, 期 周縁かよく擦られている

94 S ll04 5 () 1 7 49 中期（藤内火）
44 O -IY 4 I) 1 1 13 q, 期閉滅 95 S ll04 4 2 I I 25 中期（藤内式）
45 0-20 3 8 1.1 2() 中期（藤内式）

46 O�23 3.3 1 0 13 "' 掛I 96 S H04 2 4 0.9 6 q, 期 ），しI縁がよく擦られている

47 o 23 4 8 1 1 30 後 期 11縁部を利用 97 S 1!04 2 6 0 9 8 •I• 期 //,j縁かよく控られている

48 0-25 2 3 0 8 5 "' 削り代滅 98 S ll04 4 .2 1 2 25 q, 期

49 （） ー 公5 5 () l (I 25 後 期＇ 99 SIぅ0/4 3 .Y 0.7 15 ,i, 期

1s I 中期（藤内,I::) I 周縁がよく招られている 1 0 0  S 1106 3 I 0 9-
7 後期（＃叫之内人） 府滅50 I'- 16 3 2 I 0 I 3 
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第 27 7 図 釈迦堂S-1区 土笛(1 : 2) 

最大径 I'/ さ 承 さ
七器片の時期

最人1各 /'/ さ ,f,: さ
番号 出t-地 餅

i ぢ 番号 廿 ',t地 I器,, の時期 備
(cm) (cm) (g) (em) (<'m) (g) 

I O  I S H07 4.1 1 2 2 5  中期（藤内式） 周縁かよく擦られて いる I I 7 S 1!40 2 7 1 4 13 中期（藤内式） 周縁がよく控られて いる

102 S HOil 3 7 1 3 !Y i,i 期繊維混
ぎ
人、I,月絃は荒 い打 I I 8 S H40 2.3 I 0 7 ,i, 期 周縁かよく控られて いる

ち欠
1 0 3  S B09 3.0 l l 10 中期（藤内式） I I 9 S B40 3,2 0 y II q, 期

10 4 S H09 3.5 1 1 16 中期（藤内式） I 2 0 S ll4U 3 4 0.,9 13 "' 削 府滅

10 5 s fl09 3.7 I 2 18 中期（藤内式） 府滅 l 2 1  S B40 2 8 0 9 IO ,i, 期 周縁かよく控られて いる

10 6 S BIO 5 7 1 3 42 中期（藤内式） 周縁かよく招られて いる 12 2 S H40 3 0 l 4 18 "' 期 周縁かよく控られて いる

10 7 S HIO 3 2 l I 15 中期（藤内式） I 2 3 S B40 2 9 1 6 15 ,,, 期

1 0 8  S HlO 4 6 0 8 15 後 期 12 4 SIう40 2 5 0 9 6 不 11/J 周縁かよく控られて る

10 9 S HIO 3.8 0 8 11 後 期 12 5 S H51 4 3 1 2 30 q, 期 周縁がよく拐られて いる

I I 0 SIうIO 3 4 0.7 7 後 期 12 6 S K29 3 8 0 9 17 中期（新追式）

111 S 810 2.7 0 8 5 不 明 12 7 S Kl86 12 6 1 2 2 3  5 中期（藤内式） 浅鉢のu給付近か’

I I 2 S B10 3.3 0 9 10 不 明 1 2 8 S K227 4 2 l 0 22 <I• 期

l l 3 s H2 9 4 9 0.8 24 前期（拍磯b式） 12 9 /llt地 4 9 0 9 20 前期（拍磯，,h式）
、•.'.(不IIJJ

l l 4 S 829 3 9 0 8 16 後 期 l 3 0 出七地 4 3 I 0 20 中期（藤内式） 周絃Iおも い打ち欠き
点和1/J

I I 5 S 831 2 8 1.0 10 中 期 周縁かよく控られて いる 1 3  1 /1'1七地 2� 0 8 ,C ) 千 II)] 

I I 6 Is B4o 3 8 I 3 20 中期（藤内式）
，点碍i I 

土 笛
No I出 七 地 点 大 き さ 備 ¥ノ

SB-47 No.105 I ( 5.0) X3.7Xl.9 I 下部を欠mする。 貫通孔かあり、吹くとffを発する0 t笛の川能性人:o

2 I s B-51 (3.2 ) x2.5xJ.l I 下部を欠柑する。 平行沈線を施す。 やはり m肘Lをイjする。
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土器片 中 期
の 早 前

時期 五 新 道 式 苗ロ 細
領 = ケ 藤 内 式 利
台

重さg 式 井戸尻式 式 不
期 期 明

5 •  6 3 
7 •  8 4 
9 ・ 10 1 3 6 7 

11• 12 3 
13• 14 1 1 2 4 
15• 16 1 1 5 1 10 
17• 18 5 4 
19• 20 1 2 ， 5 
21 ・ 22 2 
23• 24 1 1 2 
2.5• 26 6 1 2 
Z7·28 2 I 1 
29• 30 2 1 
31• 32 2 1 
33• 34 
35• 36 2 
37·38 
39• 40 1 
41• 42 1 
43• 44 
45• 46 
47• 48 
49• 50 1 

132 

235 1 

計 3 10 1 44 4 48 

97 

土器片の時期と重さの相関表

粘土塊

No グリット名 重 さ 備

N - 10 JOg 2層

N - 14 40g 2層

0 - 戊 15 g 2層

0 � 24 25 g 2層下

0 - 24 5 g 2層周溝

P - 15 40g 3層

P - 23 25g 3層下

P - 24 5 g l層

R - 18 5 g 2層

R - 18 35g 2層下

R - 18 20g 2層下

R - 18 675 g 2層下

R � 21 15g 2層

R - 22 12g 3層下

S - 17 25g 3層下

S - 18 5 g 2層下

S - 21 !Og 2層

T - 19 335 g 2層下

T - 21 IOg 3層

T - 22 5 g 3層下

釈迦堂S-1 区土製円盤付表

後

期

1 
1 

2 

3 
2 
1 

1 

1 

1 

1 

14 

不

計

明

5 ， 
5 

1 18 
5 
8 

1 22 
11 
18 
2 

4 
JO 
4 
4 
3 

3゚ 

1゚ 
1 ゜゚゚
1 

1 

1 

7 131 

考

土器片 中 期
の 早 前 後

時期 五 新道式 曽 細
領 ; ケ 藤内式
台

長径cm 式 井戸尻式 式 不
期 期 明 期

1以J: 2未満 2 
2 - 3 1 7 11 
3 - 4 3 4 19 1 23 7 

4 - 5 4 1 11 3 12 4 
5 - 6 1 5 2 
6 - 7 1 
7 - 8 
8 - 9 
9 - 1 0  

1 0  - 1 1  1 
1 1  - 1 2  
1 2  - 1 3  1 

計 3 10 1 44 4 48 14 97 

土器片の時期と長径の相関表

土器片の時期

早 期

前 期

中 期
（
新
五

道
領

藤
ケ

戸
台

尻式
式）

（ 内井 ） 
（曽 利 式）
（細別時 期不明）

後 期

不 明

計

個 数 長径の平均値(cm)

3 3.63 

10 4.04 

97 3.78 
( 1 ) 
(44) (4 .12) 

(4) (4 .15) 
(48) (3 .42) 

14 4.49 

7 2.87 

131 3.82 

土器片の時期別個数と長径平均値

r;.
' 

グリット名 重 さ 備

U - ?I 20g 3層下、 カゴの跡あり

U - 15 10 g 東西ベルト

U - 20 7 g 3層

U - 20 7 g 3層

U - 20 22g 2層

U - 23 145g 2層

U � 25 20g 砂層

U - 27 110 g 2層

V - Y-1 25g 3層上

w - ?.! 430 g 2層

X - 26 80g N. 2 

表 採 lOg 

89号土垢 135g N.11 

SB�03 IOg 

SB -03 5 g 

SB�03 150 g P66含繊維粘士塊

S B - 10 32g フクド

S B - 39 65g フクド

S B - 29 70g 

S B - 56 7 g 
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S-1 区 土製品 一 装飾品
N. 名 称 出 土 地 素 材 たてXよこXはば 備 考 N,. 名 称 出 土 地 素 材 たてXよこXはば 備 考

I 決状耳飾 H-18 土 製 3.7X2.0Xl.2 10 決状耳飾 S B-07 士 製 2.6 X 1.8 X 0.6 赤彩有

2 決状耳飾 K-17 土 製 3.4 X 2.0X 1.4 赤彩有 11 決状耳飾 Q-23 士 製 2.8X2.9XQ 8 赤彩有

3 決状耳飾 0トレンチ住居 土 製 3.8Xl.6Xl.0 赤彩有 12 決状耳飾 SB-09 土 製 3.QX2.QX6.0 

4 決状耳飾 N -16 土 製 2.4 X l.2X 0.8 13 滑車状耳飾 表 採 土 製 4 6X4.4X 4.4 部分的に赤彩有

5 決状耳飾 X -22 土 製 3.5X2.2X 1.4 赤彩有 14 滑車状耳飾 Q-16 土 製 4.0X3.8X2.5 Ill 

6 決状耳飾 G-20 土 製 3 0Xl.7X0.8 15 ？ 士 製 l.6Xl.7Xl.4 

7 決状耳飾 S B-07 土 製 3.8X2,QX J.2 赤彩有 16 有孔土製品 0 -18 士 製 4.4X27X l.2 

8 決状耳飾 I-20 土 製 2.4Xl.4Xl.6 17 ? -26 土 製 4.8 X 3.8 X 2.0 

， 決状耳飾 K-17 土 製 3.4XJ.8X0.8 18 Q-17 士 製 3.6X4.6X J.0 

第3節 石器 • 石製品

S-I 区 浮子

No. グリ ッ ド 大 き さ 重 さ 備 考 No. グリ ッ ド 大 き さ 重 さ 備 考

I SB-28 9.QX 8.8X 3 9 70g ， S-23+ R -23 6.1X3,5X l.8 50g 

2 SB-28 7.2X6.9X2.6 25g 10 R -20 4 2X2.2X0. 9 15 g 

3 SK-146 5.6X4,2X3.7 20g 11 T -20 N.2 4.8X4 lX l.5 75g 

4 SB---06 2.5X3.7X0 7 2 g 12 X -23 5.5X4 QXI 5 50g 

5 0-19 3.3X6.7X2 7 lOg 

S-1 区 磨製石斧

S-1 区 石錘 1 S B-36 4.3X3.0X l.2 30g 横斧

6 K- 20 6.8X4.1X l.7 75g 2 S B-36 4.7X3.9XQ, 9 23g 横斧

7 N- 21 5.7X4.5X2.0 80 g 3 S B-50 6.0X3.3X l.4 40g 横斧

8 s- 24 7.0X3,7X l.4 65g 4 I --19 5. 1X3.0X l. l 25g 横斧

S-1 区 石製品 一 装飾品

N.. 名 称 出 土 地 素 材 たてXよこXはば 備 考 No. 名 称 出 土 地 素 材 たてXよこXはば 備 考

l 戻状耳飾 SK-46 3.8X2.8X0.4 12 牙 状 玉 Q-20 3. J  XJ.Ox0.8 

2 映状耳飾 S B-42 1 3X2.4X0.8 13 丸 玉 V -15 J.4XJ.7X0.8 
S K -218 

3 決状耳飾 S B-43 3.0X3.QXQ,6 14 Q-23 3.2X0.8XQ.8 

4 決状耳飾 N -24 2 8X2.8XQ,6 15 N -19 2.6X l.2X0.7 

5 決状耳飾 L-17 4.6X4.0X0.4 16 SB-28 4,4XJ.6X0.6 

6 匂 玉 SK-13 3.2X2.0X 1.2 17 S-17 メノウ J.4 X 0.5 X 0.4 

7 匂 玉 L-19 3.3 X 1.4 X 0.6 18 垂 飾 0 -19 4 ,6X2. JXl.2 

8 匂 玉 I-16 3.0X l.6X0.7 19 垂 飾 U ( V ?) -16 5.8 X 2.6X 1.8 

， 丸 玉 S B-31 V -22 l.3X l.2XQ.7 20 垂 飾 J-17 4,4X4,5X 3.0 

10 丸 玉 S B-56 S- 8 l.5Xi.7Xi.2 21 S B-23 ヒスイ 2 0X4.2X 1.6 

11 ？ J-18 3.}Xl.6X0.6 22 SB-29 3.8Xl.9Xl.3 

1 
2 

第 279 図 釈迦堂S-1 区 石製品 (1 ) (1 :2) 
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第 1 節 釈 迦 堂 1 号 墳

第 8 章 古墳時代

千 米 寺 • 石 古 墳 群 は 、 京 戸 川 扇 状 地 の 南 西 斜 面 に 流 路 を も つ 京 戸 川 の 右 岸 に 位 置 し て い る 。 町 誌 ( 1 977年 ） の

時点 で 、 32基検 出 さ れ て お り 、 勝 沼 町管 内 の 物 見 塚 古 墳 群 も 含 め れ ば 、 36基 と な る 。 自 然 災 害 ・ 耕 作 等 に よ っ て

失 な わ れ た も の も 多 数 あ る の で 、 50 基 を 越 え る 一 大 古 墳 群 で あ っ た と 思 わ れ る 。

現存 す る 古墳 の 中 で は 千 米 寺 大 塚 が 、 最 も よ く 形 状 を と ど め て お り 、 直 径 約17 m の 円 墳 で 、 石 室 の 長 さ 9 . 5 m 、

玄室 の 長 さ 6 . 7m 、 幅 は 奥 壁 で 2 . 25m を 測 る 両 袖 式 の 石 室 を も つ も の で あ る 。 こ の 古 墳 を 中 枢 的 な 古 墳 と み な し て 、

千 米 寺 古 墳群 を 考 え る 研 究 者 も い る 。

な お 、 千 米 寺 • 石 古 墳 群 で は 、 標 高 が 上 る ほ ど 、 古 墳 の 年代 は 下 る よ う で あ る が 、 出 土 遺 物等 か ら 、 造 築年 代 は

お お よ そ 、 7 世 紀 初 頭 の も の を 中 心 と す る よ う で あ る 。

さ て 、 京 戸 川 扇 状 地 の 北 西 側 斜 面 に は 、 古 墳 は ほ と ん ど 築 造 さ れ て い な い よ う に 考 え ら れ て い た が 、 今 回 の 発

掘 調 査 に よ り 、 塚 越 北 A 地 区 で 釈迦 堂 1 号 墳 を 検 出 す る に 及 ん だ 。 ま た 塚 越 北 B 地 区 で 、 巨 石 埋 設 坑 が あ り 、 こ

れ も 古 墳 の 残存 と 思 わ れ る 。

第283図 一 宮 町 古 墳 分 布 図 （ 一 宮 町 誌 よ り ）
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第285図 釈 迦 堂 S - I 区 古 墳 石室 図 ( 1 : 80 ) 
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第 28 6 固 釈 迦 堂 S - 1 区 古 墳 遺 物 出 土分 布 図 ( 1 : 60) 

釈 迦 堂 1 号 墳 は 、 千 米 寺 大 塚 と ほ ぼ 同 規模 の 古 墳 で 、 破 壊 さ れ た と は い え 、 出 土 遺 物 も 豊 宮 で あ り 、 千 米 寺 大

塚 が 中 枢 的 な 古 墳 で あ る と す れ ば 、 そ れ に 類 す る も の で あ ろ う 。 ま た 標 高 も 456m と 、 千 米 寺 • 石 古 墳 群 で は 低

い 立 置 で あ る 。
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第29 1図 釈迦 堂 S-1 区 古 墳 出 土 鉄 鏃 ( 2) ( 1 : 2) 

第 2 節 そ の 他 の 遺 物

◎⑤ ◎© ◎◎ ◎O ◎◎ 

8゚ 

第29 2図 釈 迦堂 S - I 区 古 銭 な ど ( 1 : 2 )  

l の 隆 平 永 賓 は 釈迦 堂 s - v 区 に 出 土 例 が あ る 。 2 - 6 は 古 墳 前 庭 部 脇 の 人 骨 に 伴 う も の と 思 わ れ る 。 8 は 鉄

飽 玉 で あ る 。
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第 9 章 ま と め

第 1 節 先 土 器 時 代

石 器 群 の 時 期 本 遺 跡 か ら 出 土 し た 石 器 の う ち ナ イ フ 形石 器 が 二側 縁加 工 と 部 分 加 工 の 2 種 類 の 形 態 の み が み ら

れ る こ と 、 条IJ片 条IJ 離技 術 が 上下 両 設打 面 で あ る こ と な ど 、 埼 玉 県砂川 遺跡 （ 戸 沢 1 98 6 、 砂川 遺跡 調 査 団 1 974 ) 

の 石 器 群 の あ り 方 に 近 似 す る 。 他 の 器種 の 石 器 が こ れ に 伴 う と し て も 、 い わ ゆ る 「 砂 川 期 」 （ 田 中 1979) の 石

器群 と し て 促 え る こ と に む り は な い で あ ろ う 。 他 の 器 種 の う ち 槍 先 形 尖 頭器 を 除 い た も の は 、 全 て 石 刃 な い し は

石 刃 技 法 に よ っ て 出 現 す る 条1l 片 を 利 用 し て お り 、 技 術 的 な 面 か ら こ れ ら が 伴 出 し て い る と 考 え て お き た い 。
一方 、 槍 先 形 尖 頭器 に つ い て は 、 本来 「砂川 期 」 の 石器群 に は伴 な わ な い と す る 考 え 方 （ 田 中 1 979 、 1 984 ) 、

伴 う と す る 考 え 方 （ 諏 訪 間 ・ 堤 1985 ) 、 伴 う 時期 と 伴 わ な い 時期 と を 区 分 す る 考 え 方 （ 鈴木 1 984 ) と が あ る 。

本 遺 跡 で は 、 出 土 状 態 や 石 材 の 面 か ら そ れ を 論 議 す る こ と は で き な い 。 こ こ で は 、 形 態 や 技術 面 な 面 か ら 検 討 し

た い 。 16 は 素 材 が 横 長 条1J 片 で あ り 、 自 然 面 打 面 で あ る 。 石 刃 石 核 の 打 面 再 生 剥 片 と も 考 え う る が 、 そ う す る と 正

面 の 主 条IJ 離 面 と 同 方 向 の 条Il 離 は 打 面 調 整 条lj 離 と い う こ と に な る 。 こ れ ら の 方 向 や 規 模 を み る と 、 打 面 が 自 然 面 と

い う の が 奇 異 に み え る 。 積 極 的 に は 支 持 で き な い も の の 、 本 遺 跡 の 石 刃 技 法 に よ っ て 生 み 出 さ れ た も の で は な い

と 考 え て お き た い 。 17 は 大 型 で 非 常 に 精巧 に 作 ら れ て い る 。 薄 さ は 条IJ 片 素 材 で あ る こ と に 由 来 す る の で あ ろ う が 、

縄 文 時 代 草創 期 を 含 む か な り 新 し い 段 階 の も の と 考 え た 方 が よ い で あ ろ う 。 18 に つ い て は 、 東 京 都 仙 川 遺 跡 （ 小

田 他 1974 ) の も の と 形 態 が非 常 に 似 る 。 お そ ら く 、 こ れ に 近 い 時 期 の も の で あ ろ う 。 1 9 は 石 英 製 で 、 石 材 が 違

ぅ 。 さ ら に 、 末 端 が 丸 く な る 形 態 か ら し て 、 縄 文 時 代 草 創 期 を 含 む か な り 新 し い 時 期 の も の と 思 わ れ る 。 以 上 の

よ う に 、 こ こ で は 槍 先 形 尖 頭 器 は ナ イ フ 形 石 器 群 と は 別 時期 の も の と 考 え て お き た い 。

山 梨 県 内 の 先 土 器 時 代 石 器 群 内 で の 位 置 県 内 で は 、 先 土 器 時 代 の ま と ま っ た 発掘 資 料 が 少 い 。 天 神 堂 （ 山 本他

1971 、 伊藤 1 979 ) 、 権現堂 （小林他 1976 ) 、 立 石 （ 山 梨 県 立 考 古 博 物 館 1 982 ) 、 杯 窪 （ 小 林 他 1 982 ) 、

丘 の 公 園 14 番 ホ ー ル （ 保 坂 1 985) が 主 な も の で あ る 。 こ の う ち 、 天 神 堂 の 資 料 は 最 も 充 実 し て お り 、 ま た 本 遺

跡 と 近似 す る 。 ま ず 、 両 者 と を 比 較検 討 し て み た い 。 な お 、 杯 窪 は 一 杯 窪 と 改 名 さ れ た （ 小 林 他 1 98 6)

天 神 堂 で は 、 礫 群 1 0基 に 伴 う か た ち で 石 器 群 が 出 土 し た と い う 。 プ ロ ッ ク の 区 分 や 出 土 レ ベ ル の 検 討 な ど が な

さ れ て い な い が 、 一 応 一 括 遺物 で あ る と さ れ て い る 。 ナ イ フ 形 石 器 、 槍 先 形 尖 頭 器 、 彫 器 、 削 器 、 石錐 、 楔 形 石

器 、 二 次 加 工 あ る 条IJ 片 な ど の 石 器 と 、 石 刃 技 法 に よ る 条IJ 片 、 石 核 が 出 土 し て い る 。 ナ イ フ 形 石 器 は 、 基 本 的 に は

二側縁加工 と 部 分 加 工 の 二者 を も つ 。 た だ し 、 少 量 な が ら 、 石 刃 の 両端 に 部 分 加 工 様 の プ ラ ン テ ィ ン グ が な さ れ 、

三 角 形 や 台 形 を 呈 す る も の が あ る 。 こ れ に つ い て は 、 ナ イ フ 形石 器 の 細 石 化 し た も の と の 考 え 方 （ 伊 藤 1979) 、

部 分 加 工 の ナ イ フ 形石 器 の 一 種 と の 考 え 方 （ 田 中 1 984 ) と が あ る 。 天 神 堂 の ナ イ フ 形 石 器 の 大 き な 特 徴 は 、 裏

面 加 工 が 広 範 囲 に な さ れ る 点 に あ る 。 二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 の 裏 面 全体 や 先 端 部 に も 施 さ れ た り す る 。 他 の

石 器 の う ち 、 槍 先 形尖 頭器 が 問 題 と な る 。 剥 片 素 材 、 両 面 周 辺 加 工 、 木 葉 形 で 小 型 の も の が 1 点 あ る が 、 他 の も

の に つ い て は ナ イ フ 形 石 器 基 部 で あ る と す る 考 え 方 も あ る （ 田 中 1 984 ) 。 確 か に 、 そ の よ う に 言 え る も の も あ

る が 、 そ う し た 判 断 を す る 場合 、 槍 先 形 尖 頭 器 と み ま が う ほ ど に 両 面 と も 平坦 な 剥 離 が 行 わ れ た ナ イ フ 形石 器 の

存 在 を 認 め ね ば な ら な い 。

剥 片 剥 離技 術 は 、 三 種 類 が 抽 出 さ れ て い る （ 伊 藤 1 979) 。 第 1 は 、 条IJ 片 条IJ 離 当 初 の稜 形 成 が 行 わ れ る 両 設 打
面 の も の 。 第 2 は 、 稜 形 成 を 行 わ な い 両 設打 面 の も の 。 第3 は 、 稜 形 成 を 行 う 単 設 打 面 の も の で あ る 。 ま た 、 90

度 打 面 転 移 や 条IJ 片 剥 離作 業 面 再 生 の 技 術 も あ る と さ れ る 。 第 1 か ら 第 3 ま で の 技 術 的 要 素 は 釈迦 堂 の 石 器群 に も

見 い 出 せ る も の で あ り 、 そ の 手 順 は と も か く 、 同 様 な 技 術 で あ っ た ろ う と 考 え て お き た い 。

そ こ で 問 題 は 、 先述 し た 三 角 形 状 、 台 形 状 の ナ イ フ 形 石 器 、 裏 面 全体 や 先 端 部 に 裏 面 加工 が な さ れ る ナ イ フ 形
石 器 、 基 部 両 面 に 平坦 な 調 整 が な さ れ る ナ イ フ 形 石 器 の 存 在 と 、 槍 先 形 尖 頭器 の 伴 出 を い か に 把 え る か と い う 点
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で あ る 。 天 神 堂 と 釈迦 堂 を お お ま か に 相 模 野 N 期 、 武 蔵 野 n b 期 、 さ ら に は 「砂川 期 」 に 位 置 づ け る 考 え 方 は と

る に し て も 、 そ の 中 で の 前 後 関 係 な ど 、 両 者 を 区 別 し て 考 え る 必要 が あ ろ う 。 天 神 堂 石 器群 の 一 括 性 も 問 わ れ る

と こ ろ で は あ る が 、 釈 迦 堂 石 器群 よ り 後 出 す る も の と 考 え た 方 が よ い の で は な い だ ろ う か 。 天 神 堂 の 類 例 が 少 い

の で 、 今 後 の 問 題 と し て お き た い。

山 梨 県 内 の 他 の 遺 跡 で は 、 甲 府 盆 地 南 縁 の 扇 状 地 や 丘 陵 地 で 若 干 の 遺 物 が 知 ら れ て い る 。 笠 木 地蔵 （ 長 沢 他

1 985) で 槍先 形 尖 頭器 2 点 、 上 の 平 （ 未 報 告 ） で 二側 縁加 工 の ナ イ フ 形 石 器 が 2 点 、 下 向 山 （ 吉 田 1 963) で 一

側 縁加 工 な い し は 部 分 加工 ら し い ナ イ フ 形石器 3 点 、 米 倉 山 （ 山 本 1955 、 保 坂 1 985) で 基 部 加 工 と 部 分 ナ イ フ

形石 器 が 1 点ず つ 、 後 呂 （ 中 山 他 1 986) で 二側 縁 加 工 が 1 点 、 弥二郎 （ 未 報 告 ） で 切 出 形 ナ イ フ 形 石 器 が 1 点 、

横 畑 （ 未 報 告 ） で 二 側 縁 加 工 が 1 点 、 宮 の 前 （ 長 沢 1982) で 彫器 が 1 点 、 六 科 丘 （ 清 水 他 1 985 ) で 二 側 縁 加

工 が 1 点 、 槍 先 形 尖 頭 器 が 1 点 、 双 葉 二号 墳 （ 末 木他 1978) で 槍 先 形 尖 頭 器 l 点 が 見 い 出 さ れ て い る 。 ま た 、

立石 （ 山 梨 県 立 考古 博 物 館 1982) で は 、 ナ イ フ 形石 器 の プ ロ ッ ク が 1 カ 所 見 い 出 さ れ た と い う 。 こ れ ら の う ち 、

上 の 平 、 米 倉 山 、 後 呂 、 弥 二 郎 、 横 畑 、 宮 の 前 で 、 さ ら に 石 器 は 出 土 し な か っ た も の の 上 野 原 （ 未 報告 ） で ロ ー

ム 層 を 広 く 調 査 し た に も か か わ ら ず 、 他 の 石 器 や 条IJ 片 さ え も 得 る こ と は で き な か っ た 。 遺 跡 に 多 出 す ぺ き 剥 片 は

ま っ た く と い っ て よ い ほ ど 出 土 せ ず 、 石 器 が 少 数 出 土 す る 状 況 ば か り み ら れ る の で あ る 。 ま た 、 プ ロ ッ ク を 把握

で き る 立 石 や 釈 迦 堂 に お い て も 、 出 土 点 数 は 少 く 、 礫 群 、 配石 を 伴 わ な い。 今 後 、 大 規 模 な 遺跡 が 発 見 さ れ る こ

と も 考 え ら れ よ う が 、 上 記 の 状 況 が 甲 府 盆 地 内 の 遺 跡 の あ り か た の 一 つ で あ る こ と も 認 め る ぺ き で は な い だ ろ う

か 。

時 期 の 問 題 に つ い て み る と 、 先述 し た よ う に 、 切 出 形 、 基部 加 工 、 一側 縁 加 工 、 二 側 縁加 工 、 部 分 加 工 の ナ イ

フ 形 石 器 や 槍 先 形 尖 頭 器 、 さ ら に は 表採 品 で あ る が 舟 底 形 の 細 石 刃 核 も あ る （ 保 坂 1 985) こ と か ら 、 釈 迦 堂 の

前 後 に 位 置 す る 数 段 階 の 石 器 群 が 存在 し て い る こ と が 予 想 さ れ る 。

最 後 に 礫群 に つ い て 考 え て お き た い 。 天 神堂 で は 礫 群 が 多 出 し た が 、 釈 迦 堂 で は 存 在 し な い 。 石 器群 の 出 土 状

態 は あ ま り よ く な か っ た が 、 焼 け 礫 の 出 土 が な か っ た 点 か ら し て 、 存在 し な い も の と 考 え た い 。 こ の 違 い に つ い

て は 、 礫 群 多 出 地 域 と 稀 薄 地 域 の 違 い （ 保 坂 1986) と の 考 え 方 が と れ る が 甲 府 盆 地 内 で は 特殊 な 状 況 も 考 え ら

れ る 。 石 器 原 材 で あ る 信 州 産 黒 曜 石 は 、 東 海 地域 や 関 東 地域 な ど で 多 く 見 い 出 さ れ て い るが 、 甲 府 盆 地 は 、 供 給

地 と 需 要 地 を む す ぶ Iレ ー ト に あ た る 。 黒 曜 石 の 供 給 の 方 法 に つ い て は 不 明 な 点 が 多 い が 、 直 接 採 集 に む か う 集 団

も い た 可能 性 も あ る 。 先 述 し た 甲 府 盆 地 内 の 遺 跡 の あ り か た を 考 え 合 わ せ る と 、 礫 群 が な い 点 は そ の 遺 跡 が 定 着

的 な 性 格 で は な く 、 黒 曜 石 採 集 集 団 の キ ャ ン プ的 な 遺 跡 と ([) 説 明 も で き る o ナコご し ‘ こ れ も 仮 説 の ー つ で ぁ り 、

今 後 十 分 検 討 し て ゆ く 必要 が あ る 。
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第 2 節 釈迦堂 s - I 区 の 土器分類

釈 迦堂遺跡群 の 土器 は 縄 文 早 期 ～ 晩期 ま で 、 実 に 多 種 多 様 な 土器が あ り 、 こ れ を 報 告 者 一 人 で 説 明 す る に は あ

ま り に 重 荷 で あ る 。 そ こ で 、 こ こ で は 、 旧 知 の 土器 型 式 に 従 っ て 、 群別 し 、 さ ら に 細 別 さ れ る も の を 類 別 し 、 さ

ら に 文 様 · 胎 土 の 特徴 に よ っ て 、 識 別 さ れ る も の を 種 別 し て お く 。

第 1 群土器

早 期 末か ら 前 期 初 頭 の 土 器 群

釈迦堂 遺 跡 群 か ら は 早 期 末 か ら 前期 初 頭 に か け て の 住 居址 と 土拡 が 多 数 検 出 さ れ て い る 。 し た が っ て 土 器 の 量

も す こ ぶ る 多 い 。 こ れ ら 多 量 (IJ 土器 は 文 様 か ら 次 の 数 類 に 分 離 さ れ る 。

1 類 断 面 三 角 形 の 隆 帯 上 に ヘ ラ 状 工具 に よ る 刻 目 を 施 し た も の 。

2 類 断 面 三 角 形 の 隆帯 上 に 貝 殻 腹 縁 刺 突 に よ る 刻 目 （ 貝 殻刻 目 ） を 施 し た も の 。

3 類 断 面 三 角 形 の隆 帯 上 に 貝 殻 背 圧 痕 を 断 続的 に 押圧 し た も の 。

4 類 断 面 台 形 の 隆帯 上 に 貝 殻 背 圧 痕 を 連続 的 に 施 文 し た も の 。

5 類 断 面 台 形 の 隆帯 上 に 貝 殻 背 圧 痕 を 施 す 。 隆 帯 モ チ ー フ は 平 行 隆 帯 間 に 波 状 隆帯 を 加 え た も の 。

6 類 断 面 台 形 の 隆帯 に 貝 殻 背 圧 痕 を 加 え 、 さ ら に そ の 上 に 貝 殻 腹 縁 刺 突 お よ び 角 押 文 （ 結 節 沈 線 ） を 加 え た

も の 。

7 類 口 縁 部 無 文 の も の 。 繊 維 の 有 無 に よ っ て 、 2 種 類 に 分 離 さ れ る 。

8 類 胴 部 の 文 様 と し て 、 格 子 目 文 を 有 す る も の 。 繊 維 の 有 無 に よ っ て 、 さ ら に 細 別 さ れ る 。

9 類 繊 維 土 器 の う ち 、 口 辺 部 に 刻 目 隆帯 で 文 様 を 描 く も の 。

1 0類 繊 維 土 器 の う ち 、 口 辺 部 に ク ガ状 刻 目 隆 帯 を 1 本 め ぐ ら し た も の 。 刻 目 に よ っ て 、 2 種 類 に 分 離 さ れ る 。

1 1 類 繊 維 士 器 の う ち 刻 目 ク ガ状 隆 帯 を 2 重 に め ぐ ら す も の 。 刻 目 の 方 向 に よ っ て 、 細 分 さ れ る 。

1 2類 繊 維 士 器 の う ち 、 9 類 の よ う に 口 辺 部 に 文 様 を 施 す が 、 刻 目 を も た な い も の 。

1 3類 繊 維 土 器 の う ち 、 10類 や 1 1 類 の よ う に ク ガ状隆帯 を め ぐ ら す が 、 刻 目 の な い も の 。

14類 東 海 系 士 器 を 一 括 し た 隆 帯 上 の 施 文 具 に よ り 細別 さ れ る 。
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第 1 群 土 器 1 類

隆帯 モ チ ー フ に よ り 、 さ ら に 分 離 さ れ る 。

a 種 波 頂 か ら 懸 垂 隆 帯 が 下 が る も の 。

b 種 a 種 の 波 頂 下 に 円 文 が つ く も の 。

c 種 懸 垂 隆帯 に 加 え 、 水 平 の 隆帯 が ワ ラ ビ テ 文 化 す る も の 。

d 種 懸 垂 隆 帯 と 縦 の 隆帯 と 下 の 水 平 隆帯 が ワ ラ ビ テ 文化 し な い も の 。

e 種 縦 の 隆 帯 と 水 平 隆帯 に よ っ て 構 成 さ れ る も の 。

f 種 よ り 特 殊 な 文 様 と な る も の 。

g 種 そ の 他 、 モ チ ー フ が 不 明 の も の 。

こ れ ら の 分 類 の 他 に 、 器 面 お よ び 裏 面 、 さ ら に 表 裏 に 条痕 を 残 す も の が 組 み 合 せ ら れ る 。

第 1 群 土 器 2 類

隆 帯 モ チ ー フ に よ り 、 さ ら に 分 離 さ れ る 。

a 種 波 頂部 か ら 懸 垂 隆帯 が 下 が る も の 。

b 種 a 種 の 波 頂 下 に 円 文 が付 く も の 。

c 種 懸 垂 隆 帯 に 加 え て 、 下 の 隆帯 が ワ ラ ビ テ 文化 す る も の 。

d 種 懸 垂 隆 帯 と 下 の 隆 帯 が ワ ラ ビ テ 文 化 し な い も の 。

e 種 よ り 複 雑 な モ チ ー フ

f 種 水 平 隆 帯 に 縦 の 隆帯 が付 く も の 。

g 種 そ の 他 不 明 の も の 。

こ れ に 加 え て 、 条 痕 の 有 無 や 他 の 加 飾 に よ っ て も 分 離 さ れ る 。

第 l 群 士 器 3 類

こ の 類 は 、 隆 帯 モ チ ー フ が 多 様 で あ る 。

a 種 懸 垂 隆 帯 が 付 く も の 。

b 種 a 種 の 波 頂 部 か ら 縦 の 隆 帯 が 下 が る も の 。

c 種 b 種 に 加 え て 、 水 平 隆 帯 の 一 部 が ワ ラ ビ テ 文 化す る 。 こ の 時 、 縦 の 隆帯 が 付 け ら れ る 場合 と 失 な わ れ る

場合 が あ る 。

e 種 縦 の 隆帯 と 2 本 の 水 平 隆帯 が 加 え ら れ る も の 。

f 種 水 平 隆 帯 の 間 に 波 状 隆 帯 を 加 え る も の 。

g 種 水 平 隆 帯 に 縦 の 隆 帯 が 付 く も の。

h 種 よ り 複 雑 な モ チ ー フ を も つ も の 。

i 種 そ の 他 、 モ チ ー フ 不 明 の も の 。

第 1 群 土 器 4 類

隆帯 の モ チ ー フ に よ っ て 、 い く つ か の 細 分 が で き る 。

a 種 懸 垂 隆 帯 を も つ も の 。

b 種 水 平 隆帯 に 縦 の 隆 帯 が 付 く も の 。

c 種 懸 垂 隆帯 • 水 平 隆 帯 ・ 縦隆帯 が 組 み 合 せ ら れ る 。

d 種 水 平 隆帯 に 縦 隆 帯 が 接 続 す る も の 。

e 種 小 単 位 の 弧文 ・ 円 文 が 付 く も の 。
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f 種 水 平 ク ガ状 1 本 隆 帯

g 種 水 平 ク ガ状 2 本 隆 帯

h 種 よ り 複 雑 な モ チ ー フ

i 種 そ の 他 、 モ チ ー フ 不 明

第 1 群 土 器 5 類

隆帯 モ チ ー フ に よ っ て 、 い く つ か に 分 類 さ れ る 。

a 種 水 平 隆帯 間 に 波 状 隆帯 を 加 え る も の 。 1 条 の も の と 2 条 の も の と が あ る 。

b 種 a 種 が 重壇 化 し た も の 。

c 種 a 種 の 上 の 水 平 隆 帯 が 失 わ れ た も の 。

d 種 a 種 の 下 の 水 平 隆 帯 が 失 わ れ た も の 。

e 種 よ り 複 雑 な モ チ ー フ

f 種 そ の 他 、 不 明 の モ チ ー フ

第 1 群 土 器 6 類

隆 帯 上 2 次 施 文 の あ る も の 。 つ ま り 隆 帯 上 に 貝 殻 背 圧 痕 文 を 施 し 、 さ ら に そ の 上 に 貝 殻 腹縁 刺 突 文 ま た は 角 押

文 （ 結節 沈線 文 ） を 加 え る も の を い う 。

a 類 ―- 2 次 施 文 が 貝 殻 腹 縁 刺 突 文 の も の 。

b 類 ―- 2 次 施 文 が 角 押 文 の も の 。

第 1 群 土 器 7 類

繊 維 の 有 無 に よ っ て 2 種 に 分 類 さ れ る 。 条 痕 の 有 無 に よ っ て も 分 類 さ れ る 。

c 種 無繊維 の も の 。

b 種 含 繊 維 の も の 。

第 1 群 士 器 8 類

胴 部 の 文様 と し て 、 格 子 目 を 描 く も の で あ る 。 繊 維 の 有 無 に よ っ て 、 2 種 に 分 離 さ れ る 。 ま た 1 本 引 き 沈 線 お

よ び 条 痕 に よ っ て 区 分 さ れ る 。

a 種 無繊 維

b 種 有 繊 維

第 l 群 土 器 9 類

含繊維 で 太 い 隆 帯 が 文 様 を 描 く も の 。

隆帯文 士 器 の う ち 隆 帯 が 文 様 を 描 く も の を 一 括 し た 。 こ れ ら は 大 部 分 が 波 状 口 縁 の 尖 底 士 器 で あ る 。

a 種 懸 垂 隆 帯 • 水 平 隆 帯 ・ 縦 隆 帯 が 付 く も の 。

b 種 a 種 の 水 平 隆 帯 が 波 頂 部 下 で 、 ワ ラ ビ テ 文 化 す る も の 。

c 種 水 平 隆 帯 に縦 隆 帯 が接 続 す る も の 。

d 種 懸 垂 隆 帯 • 水 平 隆 帯 が 併用 さ れ る 。

e 種 そ の 他

第 1 群 士 器 1 0類

隆帯文土器 の う ち 、 多 数 を 占 め る の は ク ガ状水 平隆帯 の も の で あ る 。 こ れ は 刻 目 の 傾 き に よ っ て 、 2 種 に 分 離 さ
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れ る 。 し か し 同 一 個 体 に 両 者 が 施 さ れ る こ と も あ り 、 こ の 区 分 は あ ま り 厳 密 で は な い 。

a 種 右傾 刻 目

b 種 左傾 刻 目

c 種 格 子 目 刻 目

第 1 群 土 器 1 1 類

2 重 隆帯 も 隆帯 上 の 刻 み の 方 向 に よ っ て い く つ か に 分 け ら れ る 。

a 種 上 下 と も 右 傾 刻 目

b 種 上 下 と も 左 傾 刻 目

c 種 上 が 右 傾 、 下 が 左 傾 刻 目

d 種 上 が 左 傾 、 下 が 右 傾 刻 目

e 種 そ の 他

第 1 群 土 器 1 2 類

隆 帯 上 に は ヘ ラ 刻 み が 一 般 的 で あ る が 、 中 に は ま っ た く 、 そ う し た 文 様 の な い も のが あ る 。 こ の 隆 帯 モ チ ー フ

の 一 群 は た い が い 、 波 状 口 縁 を な す こ と が 多 い 。

a 種 懸 垂 隆 帯

b 種 懸 垂 隆 帯 • 水 平 隆 帯 ・ 縦 隆 帯 が 付 く も の 。

c 種 水 平 隆 帯 に 縦 隆帯 に 接 続 す る も の 。

d 種 水 平 隆帯 に 波 状 隆 帯 が 付 く も の 。

e 種 そ の 他

第 l 群 土 器 13類

ク ガ 状 隆帯 を 有 す る 一 群 の 土 器 の 中 で も 、 隆帯 上 に 刻 目 を 持 た な い も の が あ る 。 1 本 の ク ガ状 隆 帯 が 多 い が 、

中 に は 2 本 の も の も あ る 。 小 片 の た め 1 本 か 2 本 か は 確 定 で き な い も の も あ る 。

a 類 1 本

b 類 2 本

第 1 群 土 器 14 類

東 海 系 土 器 は 、 小 量 な の で 、 極 力 図 化 す る こ と に 努 め た 。

a 種 隆帯 上 に 貝 殻 背 圧 痕 を 施 す も の 。

b 種 隆 帯 上 に 刻 目 を 施 す も の 。

c 種 隆帯 上 か ら 器 面 に か け て 竹 管 様 工 具 に よ る 沈 線 を 施 す も の 。

d 種 隆帯 に 加 飾 し な い も の 。

e 種 隆 帯 は な く 、 口 唇 部 に 加 飾 す る も の 。

f 種 無 文 の も の 。

g 種 そ の 他
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第293図 釈 迦 堂 S - 1 区 早 期 末 ～前期 初 頭
の土器 口 縁 出 土量比較 円 グ ラ フ

第 2 群 士 器

前 期 の 士 器 の 分 類

釈 迦 堂 遺跡 の 前 期 の 土 器 は 、 第 1 群 6 類 な ど が 前 期 初 頭 に 位 置 づ け ら れ 、 前 期 後 半 の も の は 、 関 東 編 年 で い う

黒 浜 式 か ら 諸 磯 c 式 ま で あ る 。 た だ し 、 一 部 十 三 菩 提 式 土 器 が あ る が 、 こ れ は 第 3 群 士 器 に 含 め て 扱 っ た 。

さ て 、 黒 浜 式 土 器 は 搬 入 品 と し て 、 該 期 の 極 く 一 部 を 占 め る に す ぎ な い し 、 ま た 北 白 川 下 層 式 に い た っ て は 、

さ ら に そ の 分 量 は 少 な い の で あ る 。 で は そ の 大 部 分 を 占 め る 土 器 は 一 体 ど ん な 士 器 で あ ろ う か 。 信 濃 の 有 尾 式 と

い う 黒 浜 式 土 器 に 併行 す る 土 器 が あ る 。 こ の 土 器 は 、 櫛 歯 状 工 具 に よ る 列 点 文 を 主 な 特徴 と し 、 釈 迦 堂 2 群 1 類

と は 旨 を 異 に し て い る 。

釈迦堂 2 群 1 類 は 、 下 記 の よ う な 特徴 が あ る 。

① 繊維 を 含 ま な い 。

③ 器壁 が 薄 く 、 5 - 6 mm 程 度 で あ る 。

® 繊 維 土器 の よ う な 内 面 ミ ガ キ は な く 、 指 頭 圧 痕 や 整 形 痕 を 明 瞭 に 残 す 。

④ 縄 文 は 2 段 の 単 節 縄文 に よ る 菱 形 縄 お よ び 2 段 の 反 の 撚 り で あ る L L も し く は R R を 用 い た 斜 縄 文 お よ び こ

れ と 単 節 縄 文 を 組 み 合 わ せ た も の が 多 い 。

⑥ ま れ に 縄文地 の 上 に 沈 線 を 施 す も の が あ る 。 中 に は 口 縁波 頂 部 か ら 隆 帯 が 下 が る も の も あ る 。

こ れ ら の 特色 を も つ 一 群 の 土 器 に 対 し て 、 新 た に 型 式 名 を 付 与 す る こ と は 、 一 遺 跡 ー 型 式 と い う よ う な 批 判 の

そ し り を 受 け る か も し れ な い が 、 阿 久 遺 跡 や 十 ニ ノ 后 遺 跡 を は じ め と し て 、 釈 迦 堂 第 2 群 土 器 第 1 類 に 同 定 さ れ

る 土 器 は 、 近 年増 加 が 著 し く 、 あ え て 、 釈 迦 堂 Z 3 式 と い う 仮 の 型 式 を 与 え て 、 記 述 し た い と 思 う 。 な ぜ な ら 、

黒 浜 式 、 北 白 川 下 層 式 土 器 を 客 体 に も ち 、 こ の 5 点 の 特 徴 を も っ た 土 器 で あ る か ら で あ る 。 阿 久 遺 跡 で は 土 器 型

式 の 設 定 は 行 っ て い な い が 、 阿久 圃 a 期 、 DI b 期 の 設 定 を 行 っ て お り 、 実 質 的 に は 土 器 型 式 の 設 定 と 同 じ で あ る 。

な お 、 釈 迦 堂 Z 3 式 と し て 一 括 し て 扱 っ た が 、 該 期 の 住 居 址 は S B - 02 、 05 、 06 、 09 、 2 1 、 27 、 28 、 38 、 39 、

55 と 多 く 、 重 複 も あ る の で 、 い く つ か の 細 別 を 要 す る と 思 わ れ る 。

さ て 、 蛇 足 と な る か も し れ な い が 、 該 期 の 縄 に つ い て 若 干 触 れ て お き た い 。

黒浜式土器 と 併行 す る 釈 迦堂 Z 3 式 は 、 縄文 を 多 用 す る 時 期 で あ る か ら 、 い く つ か の 縄 が あ る 。 そ の 中 で も 、 無

節 の 縄が割 合 と 多 く 利 用 さ れ て い る 。
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r ,e, r R , i ’ ヽ
例 え ば R l も 、 R l も 同 じ 無 節 の 縄 と し て 土 器 に は 施 文 さ れ る 。

l £,  l R :  ! 
前 者 の 縄は 正 の 縄 で あ る か ら 条 も 正 し く 、 整然 と 並 ん で 施文 さ れ る が 、 後 者 は 反 の 縄 で あ る か ら 、 一 般 的 に は 条

は と ぎ れ と ぎ れ に な り 、 4 条 ご と に 同 じ 条 が 現 わ れ る の で あ る 。 と こ ろ が 撚 り 方 に よ っ て は 、 両 者 と も 同 じ よ う

な 現 わ れ 方 も す る 。 一般的 に は 、 反 の 撚 り に は 無理 が あ る の で 、 条 の 1 本 1 本 が 直 線 的 で は な く 、 波 状 を な す の で

一 応 区 別 が 付 く 場 合 が 多 い 。

さ て 、 前 期 の 士 器群 は 次 の よ う に 分類 さ れ る 。

第 2 群 土 器

l 類 黒 浜 式 に 併行 す る 在 地 の 土器 、 縄文 や 沈 線 に よ り 細 別 が 可 能 。

2 類 諸 磯 a 式 直 前 か ら 諸 磯 a 式 を 含 む 。

a 沈 線 に よ る 菱 形 文 ー ロ 縁 は 2 重 口 縁 に な る こ と が 多 い 。

b 広 義 の 助 骨 文

c 押 引 文 ・ 爪形 文 • 平 行 沈 線文

d 木 の 葉 文 お よ び 木 の 葉 状 入 組 文

e そ の 他

3 類 諸 磯 b 式 に 比 定 さ れ る も の 。

a 巾 広 爪形 文 を 有 す る も の 。

b 浮 線 文 を 有 す る も の 。

c 沈 線 文 を 有 す る も の 。

d 縄 文

e そ の 他

4 類 諸 磯 c 式

5 類 関 東 系 土器 の 黒 浜 式 を 一 括 し た 文 様 に よ っ て 、 更 に 細別 さ れ る 。

こ れ は 新 井 和 之 氏 の 第 3 段 階 に 位 置 す る も の で あ ろ う 。

6 類 ― ― 近 畿 • 東 海 系 土 器 、 北 白 川 下層 式 土 器 と こ れ に 併行 す る 東 海 系 土 器 を 一括 し た 。

a 北 白 川 下層 I a 式

b ij I b 式
C // II a 式
d // II b 式
e // II C 式
f 東 海 系 末 名 型 式

第 3 群 土 器 l 類

五 領 ゲ台 式 土 器 は 複 雑 多 岐 に わ た る の で 、 文 様 に 分析 し て 、 説 明 す る こ と に す る 。 土 器 は い く つ か の 文 様 が 組

み 合 わ さ れ る こ と が 多 い 。

a 浮 線 文 刻 目 文

b 集 合 沈 線 文

c 細 線 文

d 無 文 地 に 沈 線 文 な ど

e 縄 文 地 に 沈線 文 、 沈 線 の 施 文 具 に よ り 、 半 載 竹 管 文 と 1 本 引 き 沈 線 文 の 別 が あ る 。
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f 縄 文 地 に 指 頭 圧 痕 隆帯 な ど

g 結束 ・ 結 節 縄 文

h 縄 文

単 軸絡 状 体 に よ る 撚 糸 文 な ど

g そ の 他

第 3 類 士 器 2 類

東 海 系 土器 で あ る 。 縄 文 が 堅 い 繊 維 で O 段 3 条 で あ る こ と に 特徴 が あ る 。

5 群 土 器

い わ ゆ る 新 道 式 士 器 を 一括 し た 。 こ の 土 器群 の 内 容 も ま た 多 岐 に 及 ぶ 。

1 類 口 辺 部文 様 帯 と し て 、 三 角 区 画 帯 を も つ も の 。 区 画 す る 隆帯 に そ っ て 施 さ れ る 文 様 要 素 に よ っ て 、 さ ら

に 細 分 さ れ る 。

6 群 土 器

藤 内 式 と 呼 ば れ て い る 一 群 で あ る 。 釈 迦 堂 遺 跡 群 塚 越 北 A 地 区 で は 、 こ の 時期 の 集 落 が あ り 、 時 期 差 も 予 測 さ

れ 、 詳 細 な 分析 が必要 で あ る が 、 こ こ で は 概 括 的 に 分 類 し て お く 。

1 類 深 鉢形 の 区 画 文 土 器 を 一括 す る 。

2 類 深 鉢 形 の 抽 象 文 な ど を 一 括 す る 。

3 類 無 文 お よ び 指 頭圧 痕 文 土器

4 類 縄文 を 施 す も の 。

a 全 面

b 胴 部 の み

c 擬似 縄 文

5 類 口 頸部 に 楕 円 文 を 有 す る も の 。

6 類 有 孔 鍔 付 土 器

7 類 浅 鉢 形 土 器

8 類 台 形 土 器 な ど

9 類 そ の 他

第 10群士器

中 期 末 か ら 後 期 初 頭 に か け の 土器 群 を 一 括 し た 。

1 類 縄文 を 有 す る 土 器 群

2 類 沈 縄 文 を 有 す る 土 器 群

第 1 1 群 土 器

後 期 初 頭 の 土 器 群 、 主 に 称名 寺 式 土 器 を 一 括 し た 。

l 類 充 填 縄 文 を 有 す る も の 。

2 類 沈 線 区 画 の 中 に 列 点 を 有 す る も の 。

3 類 無文 の も の 。

4 類 そ の 他
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12 群 土 器

堀 之 内 式土器 を 一 括 し た 。 こ の 士 器は 1 式 と 2 式 に 分類 さ れ て い る が 、 こ こ で は 、 分 離 し な い で 扱 う こ と に す る 。

l 類 2 本 の 沈 線 で 文 様 を 描 く も の 。

2 類 2 本 の 沈 線 間 に 列 点 を 施 す も 。

3 類 3 本 沈 線 で 文 様 を 描 く も の 。 1 類 と ほ ぼ 同 様 で あ る が 、 中 に は 2 本 と 3 本 を 併 用 す る も の も あ る 。

4 類 3 本 の 沈 線 間 に 烈 点 を 施 す も の 。

5 類 無 文 地 に 有 刻 凸 帯 文 を 施 し た も の 。

6 類 く の 字 形 口 縁 を 有 す も の 。

7 類 め が ね 状 文 な ど を 有 す も の 。

8 類 縄文 地 に 沈 線 を 施 す も の 。

a 2 本 沈 線

b 3 本 沈 線

9 類 胴 部 文 様 帯 と し て 磨 消 縄 文 を 有 す る も の 。

1 0類 口 頸 部 文 様帯 と し て 、 横 帯 磨 消 縄文 帯 を 有 す る も の 。

1 1 類 1 0類 と 同 じ で あ る が 、 縄文 で は な く 、 沈 線 や 列 点 を 有 す る も の 。

12 類 無 文 粗 製 の 土 器

1 3 類 底部 を 一 括

14 類 そ の 他

1 3群 土 器

加 曽 利 B 式 土 器 で あ る 。 本 遺 跡 群 で は B 1 式 以 降 の 後 期 の 土器 は 認 め ら れ な い 。

l 類 口 頸 部 文 様 帯 と し て 、 横 帯 文 を 有 す る も の 。

a 横 帯 文 が 磨 消 縄 文

b 横 帯 文 が 刻 目 文

2 類 無 文 地 に 沈 線 文

3 類 無 文 地 に 集 合 細 沈 線 文

4 類 そ の 他

14群 土 器

晩 期 の 土器 で あ る 。 た だ 一 片 の み の 発 見 で あ る 。 お そ ら く 雷 文 士器 の 終 末 に 位 置 す る も の で 、 大 洞 C l に 位 置

付 け ら れ よ う 。
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第 3 節 釈迦堂S- 1 区の 遺物分布

釈 迦 堂 S - I 区 は 京 戸 川 扇 状 地 の 一 つ の 台 地 の 中 央 部 に 位 置 し 、 先 土 器 時代 か ら 古 墳 時代 の 長 期 に わ た り 多

く の 遺 物 と 遺構 が 重 複 し て い た 。 そ れ 故 に 、 時代 別 に 分 布 図 を 作 成 し て も 、 そ れ が 個 別 の 時代 を 反 映 し て い る か

否 か 疑 問 も 残 る が 、 ま っ た く 相 反 し た も の と も 思 え な く 、 む し ろ 、 そ の 個 別 の 時 代 を あ る 程 度 反 映 し て い る よ う

に 思 え る 。

こ の 塚 越 北 A 地 区 と 三 口 神 平 地 区 と で は 、 遺 物 の 分 布 状 況 は 対 照 的 な 様 相 を 見 せ て い る 。 す な わ ち 、 塚 越 北 A

地区 で は 住居址群 の 中 央 部 に 遺物 が 集 す る 。 そ れ は 単 に 土器 片 ば か り で な く 、 石 鏃 な ど の 石 器 は い う に お よ ば ず 、

石 や 水 晶 の フ レ イ ク ま で も 、 台 地 の 中 央 部 に 集 中 す る よ う で あ る 。

ま ず 294 図 の 土 器 口 辺 部 の 分 布 状 況 を 見 る と 、 早 期 の 住 居 址 が 台 地 の 中 央 部 に 集 中 す る の に 対 し て 、 そ れ を 取

り ま く よ う な 分 布 を 示 す 。 こ れ は 早 期 の 住 居 址 が 後 の 時代 に 撹 乱 さ れ た た め で あ ろ う か 。 次 に 前 期 の 口 辺 部 の 分

布 状 況 に は 若 干 の 注 釈 が 必 要 で あ る 。 と い う の は 、 諸 磯 式 と 黒 浜 式 併 行 式 （ 釈 迦 堂 Z 3 式 ） と の 出 土 比 率 と 分 布

図 の 総 数 比 が 、 ほ と ん ど 逆 転 し て い る よ う に 思 え る 。 と い う の は 、 小 破 片 の 口 縁 で あ れ ば 、 文 様 が な い か ぎ り 、

そ の 判 別 は 非 常 に 困 難 で あ る 。 黒 浜 式 併 行 式 の 場 合 、 口 縁 直 下 で は 研 磨 を 割 合 と て い ね い に し て い る が 、 そ れ 以

下 に 整 形 痕 や 指 頭圧 痕 を 残 す 場 合 が 多 い か ら で あ る 。 よ っ て 、 こ の 黒 浜 式併 行 式 と 諸 磯 式 の 分 布 は 合 せ て 考 え て

み た 方 が よ さ そ う で あ る 。 次 に 藤 内 式 の 口 縁 の 分 布 を 見 る と 、 ほ ぼ 住 居 址 と 重 な る よ う な 環 状 を な し て い る 。 次

に 後 期 の 口 縁 は 称 名 寺 式 か ら 堀 之 内 2 式 ま で を 含 む も の で 、 中 期 と は わ ず か な 間 層 を 置 い て 、 遺 跡 一 面 に 分 布 が 、

見 ら れ た が 、 特 に 遺 構 と 思 わ れ る も の は 、 敷 石 遺 構 と 士 拡 の み で あ っ た 。

土 偶 の 分 布 は 、 注 目 さ れ て よ い と 思 う の は 、 土 偶 が 集 落 を 離 れ て は な か な か 出 土 し な い と い う 状 況 を 示 し て い

る か ら で あ る 。

石 器 等 の 分 布 に つ い て み る と 、 ほ ぼ 台 地 の 中 央 部 に 集 中 し て い る よ う で あ る が 、 中 心 地 区 P -20付 近 で は 、 遺

物 は 稀薄 に な る よ う に 思 え る 。

で は 、 土器 • 石 器等 の こ う し た 分 布 状 況 は 、 釈迦堂塚越北 A 地 区 の ど の 時 期 の 状 況 を 反 映 し た も の で あ る か が 、

大 き な 問 題 と な る 。 こ こ で 、 最 も 新 し い 後 期 の 口 辺 の 分 布 状 況 を 見 る と 、 そ れ 以 前 の も の と 、 相 反 す る よ う な 状

況 で は な く 、 む し ろ 、 早 期 や 前 期 の 状 況 と 相 似 し た 傾 向 を 示 し て い る 。 ま た 早 期 に つ い て み れ ば 、 い く つ か の 細

別 が 可 能 で 住 居 と 遺 物 の 分 布 に つ い て は 、 口 辺 部 を 個 々 の 塑 式 区 分 し た 上 でな け れ ば 、 明 言 は 避 け た 方 が よ さ そ

う で あ る 。 前 期 に つ い て も 、 同 様 な こ と が 言 え る が 、 こ こ で は 、 住 居 群 と 重 な る よ う に 、 あ る い は 住 居 群 の 内 側

に 士器等 が 分 布 す る よ う で あ る 。 中 期 に つ い て は 、 こ れ が よ り 一層 顕 著 に な り 、 し か も 土 拡 （ 墓 ） が 、 住 居 群 の

内 側 に 分 布 し て い る 状 況 を 示 す の で あ る 。

こ う し た 集 落 空 間 の 利 用 法 は 、 中 期 後 半 を 主 体 と す る 三 口 神 平 地 区 と は 大 き な 違 い を 示 し て い る 。 む し ろ 、 相

反 す る 分布 で あ る 。 こ れ は 時期 的 な 差 と し て 理解 さ れ よ う が 、 個 々 の 集 落 の 差 と し て も 理 解 さ れ る 。 と こ ろ で 、 地

理的 な 一 つ の ま と ま り を 集 落 と し て 考 え て み て も 、 実 際 に は 、 一 時 期 3 - 4 軒 と い う 単 位 で は 、 は た し て 、 そ れ
が集 落 と し て 成立 す る か ど う か が あ や ぶ ま れ る と い な 問 題 も 生 じ る が 、 地 理 的 ・ 時 間 的 ま と ま り の 住 居 群 に 遺 物
分 布 の 1 つ の 傾 向 が あ る こ と は 確 で あ る 。

い ず れ に し て も 、 遺 跡 に 於 け る 土 器 • 石 器 を は じ め と す る 遺 物 の 総体 的 な 分 布 と い う の も 、 何 ら か の 人 間 行 動
の 反 映 で あ る こ と は い う ま で も な い 。
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第 4 節 釈迦堂S- 1 区の 集落変遷

早 期 末 ～ 前 期 初 頭 の 集 落

早 期 末 の 神 之 木 台 式 ～ 下 吉 井 式期 に か け て 住 居 群 は ＾ 住 居址 内 出 土 土器 の う ち 口 辺 部 の 時 期 判 別 に た る 資 料 が

少 な い た め 、 時 期 不 明 の 住 居 址 も い く つ か あ る 。

遺 物 整 理 途 上 『 研 究 紀 要』 に お い て 、 早期 の 無 繊 維 士 器 を 5 類 に 分 類 し て 説 明 し 、 そ れ ぞ れ釈 迦 堂 S 1 式- s
4 式 ま で 設 定 し た 。 こ の 時点 で は 含繊 維 土 器 の 分類 を し 得 て な い の で あ る が 、 今 回 含繊 維 土器 の 動 向 も 加 味 し て 、

考 え て ゆ き た い 。 こ の 含 繊維 土 器 と 無 繊 維 士器 は 本 来 別 系 統 の も の で あ っ た が 、 併 用 さ れ た も の と 思 わ れ る 。

釈迦 堂 S 1 式期

断 面 三 角 形 隆 帯 に 貝 殻 腹 縁 刻 目 を 施 す 土器 を 出 土 す る 住 居址

S B - 14 、 1 7 、 36 、 53、 46

こ れ に 含繊 維 士 器 の う ち 隆帯 が ワ ラ ビ テ 文 化 す る も の も 加 え る こ と に す る 。 そ れ は S B - 53 で ワ ラ ビ テ 文隆 帯

文 の 土 器 と 断 面 三 角 形 隆 帯 に 貝 殻腹 縁 刻 目 を 施 し た も の が 伴 出 し て い る か ら で あ り 、 S B - 1 7 で も ワ ラ ビ テ 文 隆

文 土 器 が伴 出 し て い る の で あ る 。

ワ ラ ビ テ 文 の あ る 土 器 を 出 土 す る 住 居 址

S B - 52 、 1 5 、 1 6 、 54

こ れ ら の 住 居 群 は 重 複 す る も の は な い が 、 近接 し た 住 居 址 な ど が あ り 、 さ ら に 細 分 さ れ る だ ろ う 。

釈 迦 堂 S 2 式 期

断 三 角 形 隆 帯 に ヘ ラ 刻 目 を 加 え る も の で 、 S 1 式 土 器 と 施 文 具 が 異 な る の み で 、 そ の 施 文 具 の 判 別 は 困 難 な も

の が 多 く 。 時 間 的 に も 同 様 で あ ろ う 。

S B - 1 1 、 25

こ れ ら の 住 居 址 は 重 複 し て い る の で 、 建 て 替 で あ ろ う 。

釈迦 堂 S 3 式期

断 面 台 形 の 隆 帯 に 断 続 的 に 貝 殻圧 痕 を 断 続 的 施 す も の で あ る 。

S B -49 、 44 、 30 、 56

釈迦 堂 S 4 式 期

断 面 台 形 の 隆帯 に 貝 殻 背 圧 痕 を 連続的 に 施 し た も の で あ る 。 S 3 式 に 刻 目 の 意 識 が 残 る の に 対 し て 、 S 4 式 で は

そ れ は 失 な わ れ る 。

S B - 1 8 、 13

釈 迦 堂 Z 1 式期

こ こ で は 下 吉 井 式 か ら 前 期 と 考 え て い る の で 、 Z 1 式 は 下 吉 井 式 に あ る 。 下 吉 井式 は そ の 型 式 の 幅 が あ ま り
＇

に

広 い の で 、 こ こ で は 細 別 し て 、 隆 帯 上 に 二 次 施 文 と し て 貝 殻 腹 縁刺 突 や 押 引 文 （ 角 押 文 ） を 施 す も の で 、 S B -

48 の よ う に 平 行 隆 帯 間 に 二 条 の 波 状 隆帯 を 施 し て い る も の も 含 め る と 、 S B - 1 9 、 22 、 48 と な る 。

な お 、 出 士 遺物 が 少 な く 、 時 期 判 別 不 可能 な 住 居 址 は 次 の と お り で あ る 。

S B -35 、 33、 24 、 32 、 34

- 338 -



前 期 後 半 の 集 落

釈 迦堂 Z 3 式 の 新古 を 型 式学 的 に も 考 究 す る 手 だ て が 少 な い が 、 今 こ こ に 暫 定 的 に 住 居 址 の 時期 を 、 重 複 と 近

接 を 避 け て 、 推 定 す れ ば 下 記 の よ う に な る 。

0 全 縄 文 の 土 器 を 主体 と す る 住 居 S B - 2 1 、 02 、 28 、 55

O 諸 磯 a 式 と 竹 管 文 を も つ も の を 出 土 す る 住 居 S B - 06 、 09 、 4 1

O 諸 磯 a 式 が や や 多 く 含 ま れ る 住 居 S B -05 、 27 、 39

こ の 他 に 、 S B -38の よ う に 資 料 が 少 な く 、 判 別 が不能 な も の も あ り 、 S B - 05 、 4 2 の よ う に 埋 甕 が 複 数 あ り 、

S B -05 の よ う に 埋 甕 炉 の 切 り 合 い が あ る こ と は 、 継 続 時 間 に あ る 程 度 の 幅 を 考 え な け れ ば な ら な い で あ ろ う 。

さ て 、 釈迦堂 Z 3 式 期 の 住 居 群 が お お よ そ 3 時 期 に 分 離 さ れ る と す れ ば 、 前 期 の 集 落 も ま た 1 時 期 3 - 4 軒 と

い う こ と に な る 。

諸 磯 a 式 期 の 集 落

諸 磯 a 式 土 器 の 出 土 は 、 多 い わ け で は な く 、 こ れ 以 前 の 黒 浜 式併 行 式 期 （ 釈 迦 堂 Z 3 式） の も の と 判 別 が 困 難

な も の が 多 い 。

諸 磯 a 式 土 器 出 土 し た 住 居 址 は S B -03 、 08 、 42 で あ る 。 S B -03 で は 諸 磯 a 式 士 器 と 諸 磯 b 式 土器 の 古 い 部

分 で あ る 爪 形 文 系 土器 も 伴 出 し て い る 。 こ れ は S 8 -08 に お い て も 同 様 で あ る 。 こ れ に 対 し て S B - 4 2 の 埋 甕 炉

（ 図 1 4 1 - 3 ) は 2 重 口 縁 を 持 つ 竹 管 文 士 器 で 黒 浜 式 併 行 式 か ら 諸 磯 a 式 の 古 い 部 分 に 属 する も の と 思 わ れ る 土 器

で あ る 。 S B -08 、 06 、 4 1 等 は 黒 浜 式併行期 （ 釈迦堂 Z 3 式 期 ） に 属 し 、 い ず れ も 埋甕炉 を 持 ち 、 こ れ に 対 し て 、 諸

磯 a 式 、 b 式 期 の 住 居 で は 埋甕 炉 を 持 た な い か ら 、 こ の S B -42 の 埋甕 炉 も 、 諸 磯 a 式 で も 最 も 古 い 部 分 に 属 す

る も の で あ ろ う 。

ま た 、 S B -03 と 08 は 大 型 住 居 と 小 型 住 居 の 二 棟対 と な っ た も の で は な か ろ う か 。 さ ら に 諸 磯 a 式 期 の 土 拡 は

S K - 1 03 、 1 3 2 、 1 37 が は っ き り し て い る 。

諸 磯 b 式期

諸 磯 b 式 士 器 の 細 別 は 4 段 階 ま で 進 ん で お り 、 S - 1 区 の 住 居 址 の 時期 を ど の 段 階 に 位 置 付 け る か は 、 判 断 に

迷 う 所 が あ る 。 特 に S B - 12 の よ う に 、 出 土 遺 物 の 豊 宮 な 住 居址 に お い て は 特 に そ う で あ る 。 今 村 氏 の 区 分 に 従

え ば 、 S B - 37 、 4 3 が 爪形 文 系 土 器 を 根 拠 に 古 に S B - 1 2 を 爪 文 系 士 器 、 沈 線 文 系 士 器 、 浮 線 文 系 土 器 を も 含

む も の で あ り 、 ま た 住 居 も 内 接 す る 住 居 が あ っ た と 思 わ れ 、 建 替 え お よ び 重 複 が 考 え ら れ る の で 、 古 ～ 中 の 段

階 と 考 え ら れ る 。 S B - 07 は 、 破 片 と し て は 何 種 類 か の も の が あ る が 、 浮 線 文 系 士 器 の 存 在 か ら 中 段 階 に 置 く こ

と が で き よ う 。 な お 、 こ の 浮 線 文 系 土 器 は 、 無 節 の 縦 の 縄 文 を 地文 と し て い る 。 諸 磯 b 式 土 器 の 器 形 が 中 期 の そ

れ と 近 い こ と を 合 せ れ ば 、 縄文 に お い て も 同 様 な こ と が 言 え る の で あ る 。

S B - 20 は 、 少 し 離 れ た 住 居 で あ る 。 出 土 土 器 も 、 縄 文 地 に 沈 線 文 を 施 す も の で あ る が 、 そ の 器 形 が 後 出 の 諸

磯 c 式 に 近 く な っ て い る 。 そ う す れ ば 、 諸 磯 b 式 期 の 集 落 は 、

諸 磯 b 式古 S B -37 、 43 あ る い は 1 2 ま た は 03 が 一 部 併 行 か 。

諸磯 b 式 中 S B - 1 2 、 07

諸 磯 b 式 新 S B - 20 

以 上 の 住 居 群 が 展 開 し 、 土 拡 は 諸 磯 b 式 期 と し て 、 確 定 で き る も の は な い 。 た だ し 少 破 片 が 入 っ て い た も の は

い く つ か あ る 。

中 期 の 集 落

五 領 ケ 台 式期

五領 ケ 台 式 期 の 住 居 は S B - 23 で あ る 。 該 期 の 住 居 は 1 軒 の み で 、 他 に は 検 出 さ れ て い な い 。 全 般 的 に 五 領 ケ

台 式期 の 集落 は ま と ま っ た も の が 少 な い 。 大 泉 村 天 神 遺 跡 の も の が 、 7 軒 と 環 状 集 落 の 形 態 を な す よ う で あ る が 、

整 理 途 上 に あ る の で 、 細 別 さ れ た 時 期 区 分 は 不 明 で あ る 。 釈 迦 堂 遺 跡 群 に お い て も 、 集 落 景 観 を な す も の は 少 な

い よ う で あ る 。

- 3 3 9 -



土 拡 の 時期 も 住 居 の 時 期 と 一 致 し な い 。 S K -92 は 集 合沈線 文 系 土 器 で 在 地 系 の も の と 思 わ れ る 。 こ れ に 対 し

て S K - 155 は 関 東 系 の 細 線 文 系 土 器 で 、 今 村 氏 の 五 領 ケ 台 1 a 式 に あ た る 。

そ れ ぞ れ の 遺構 の 時期 に 差 が あ る よ う で あ る か ら 、 五領 ケ 台 式期 の 集 落 は 、 遺 跡 群 全体 の 中 で 考 え な け れ ば な

ら な い だ ろ う 。

藤 内 式 期

五 領 ケ 台 式 か ら 続 く 格 沢 式 土 器 は 破 片 は あ る も の の 遺 構 は 存 在 し な か っ た 。 ま た 新 道 式 期 の S B -03上層 遺 構

の 新道 式 土 器 が あ る が 、 こ れ は 、 新 道 式 土 器 で も 新 し い 部分 に あ た り 、 藤 内 式 土 器 と 一 部 併 行 す る も の で あ ろ う 。

新 道 式期 で は 、 S B -31 藤 内 式 期 の 住 居 址 の 炉址 の 下 部 で 検 出 さ れ た S K -261 の 阿 玉 台 式 土 器 が 、 該 期 の も の

で 、 阿玉台 I b 式 に あ た る 。 阿玉台 I b 式 は S - lV 区 S B -53で 、 新道 式土 器 の 古 い 部 分 の も の と が伴 出 し て い る 。

藤 内 式期 に 至 っ て 、 住 居 と 土拡 群 が 充実 し て く る 。 藤内 式土器の厳密 な 型 式学 的 区 分 は 、 未 だ 充 分 で は な い が 、

S I 区 の 藤 内 式 期 の 住 居 の 出 土 土 器 を 検 討 す れ ば 、 よ り 井 戸 尻 式 土 器 に 近 い も の と 、 藤 内 式 本 来 の 様相 を 示 す

ん の に 分 離 さ れ る （ 県 下 の 藤 内 式 は 縦 区 画 文 土 器 が 主体 を 占 め る ） 。 そ う す れ ば 、 S B - 5 1 、 1 0 、 40 、 04 が 占 い

部 分 で あ る 。 S B - 1 0 の 炉 形 態 は 五 角 形 石 囲 炉 で 、 主 軸 と 直 角 に 出 入 口 部 側 に 方 柱 状 石 材 を 設 置 し 、 奥 壁 側 が 鋭

角 に 突 き 出 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 S B.-29 、 31 は 方 形 石 囲 炉 と な っ て い る 。 他 に S B -47 、 0 1 は 炉 形 態 が 不

明 で あ る が 、 S B - 47 、 31 、 01 、 29 が 、 新段 階 の 集 落 と い え よ う 。 さ て 、 中 央 士 拡 群 は 、 藤 内 式 土 器 を 確 実 に 出

土 し た も の は 53基 で あ る 。 こ の 他 に 時 期 半 別 不 能 な も の を 含 め れ ば 、 さ ら に 士 拡 の 数 は 増 加 す る で あ ろ う 。 こ の

藤 内 式 期 の 土 拡 は 、 ほ ぼ 完 形 土 器 を 埋設 し て お り 、 S K -01 の よ う に ミ ミ ズ ク 把 手 付土 器 の 中 に 、 別 々 の 土 器 の

底 部 を 利 用 し て 合 子 に し た も の が 出 土 し て い る 。 他 に S K 46 の よ う に 石 製 の 決 状 耳 飾 が 出 土 し た 例 も あ る 。 い

ず れ に し て も 、 こ れ ら の 土 拡 群 は 住 居 群 の 中 央 部 、 つ ま り 、 い わ ゆ る 環 状 集 落 の 内 側 に 土拡 群 が 集 中 す る こ と に
な る 。 こ れ が S - 1 区 の 藤 内 式 期 の 集 落 の 特 色 で あ り 、 S - D l • S - lV 区 の 該 期 の 集 落 と は 特 色 を 異 に し て い る 。

よ っ て 、 藤 内 式 期 の 集 落 は 1 時 期 4 軒 の 環 状 集 落 を な し 、 中 央 部 は 墓域 と い う 構 成 を 取 る の で あ る 。 ま た 個 々

の住居 の 集 落 内 で の 役割 は 、 そ れ ぞ れ の 住居 内 で の 出 士遺物 と 関連 す る も の と 思 わ れ る 。 仮 に S B �o4 、 1 0 、 40 、

5 1 の 集 落 に お い て は 、 有 孔 鍔付 土 器 は S B - 04 に 限 ら れ 、 広 畑 形 態 の 土 偶 は S B - 04 、 1 0 か ら 出 土 し て い る 。 土

笛 は S B - 51 で 出 土 し て”い る 。 ま た い わ ゆ る 鳴 る 土 偶 （ 楢原 形 態） の 士 偶 は S B -5 1 で 出 土 し て い る と い う 状 況

で あ る 。 土 偶 は 個 々 の 住 居 で 保 有 し て お り 、 一 般 的 な 形 態 で あ る 坂 井 形 態 の 土 偶 は そ れ ぞ れ に 共 通 し た 祭 祀 を 、

ま た 広 畑 形態 や 楢 原 形 態 の 士 偶 は 、 独 立 し た 特別 な 祭 祀 を 窺 わ せ る 。

特 に 有 孔 鍔付 土 器 は 、 藤 内 式 期 2 時期 を 通 じ て も S B -04以 外 の 住 居址 に は 認 め ら れ ず 、 S B -04 が 他 の 遺 物

か ら も 特 別 な 住 居 で あ っ て 考 え ら れ る 。

次 に S B -01 、 29 、 31 、 47 の 時期 に つ い て 考 え て み よ う 。 い ず れ も 撹乱 の 著 し い 住 居 で あ る が 、 楢原 形 態 の 土
偶 が S B -31 、 土笛 が S B -47 で 出 土 し て お り 、 こ れ は S B - 51 の 建 て 替 え で あ ろ う 。 こ の 時期 、 広 畑 形 態 の 土偶や

有孔鍔付土器 を 持つ住居址 は な い が 、 住居址 の撹乱が著 し い た め 、 何 ら か の考慮 を 必要 と し よ う 。
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第 5 節 土 偶

釈迦堂遺跡群 は 土偶 の 出 土 数 が 異 常 に 多 く 、 千 数 百 点 を 越 え る も の と 思 わ れ る 。 こ れ は 山 梨 県 全 般 に わ た っ て 、

土 偶 の 出 土 数 が 多 く 、 士 偶 を 出 土 し な い 遺 跡 は 稀 れ で あ る と い う 状 況 を 反 映 し て い る の で あ ろ う 。

さ て 、 土 偶 の 研 究 は 様 々 な ア プ ロ ー チ の 仕 方 が あ る が 、 考 古 学 の 本 来 的 な 方 法 は 実 物 の 観察 か ら 出 発 し て 、 そ

の 類 型 化 が ま ず 、 そ の 第 一 歩 と 思 わ れ る 。

そ こ で 、 土 偶 が 割 ら れ る と い う 事 実 に 従 え ば 、 そ の 割 れ 口 を 観 察 す る の が 最 良 の 方 法 と 思 わ れ 、 そ う し た 研 究

は 、 乙 益 ( 1 965) 、 武 藤 ( 1 975 ) 、 小 林 ( 1 977) な ど が あ る 。 ま た こ れ と は 別 に 土 偶 が ど の 部 分 で 割 れ る か と い

う 研 究 も あ る 。

筆 者 は 割 れ 口 の 観 察 か ら 、 こ れ が い く つ か の 粘 士 塊 を つ な ぎ 合 せ て 、 製 作 さ れ た と い う 結 論 を 得 て 、 こ れ を 士

偶 の 分 割 塊 製 作 法 と 呼 ぶ こ と に し て 、 す で に い く つ か の 小 論 を 発 表 し た 。 （ 小 野 1 984 a 、 84 b 、 86) そ れ は 、

今 回 の よ う な 具 体 的 事例 を 多 用 し た も の で は な い が 、 本 報告 に あ た っ て 、 割 れ 口 を 次 の よ う に 分 類 図 化 し た 。

① 単 な る 割 れ 口

® 分 割 塊 の 見 え る 割 れ 口

⑥ 分 割 塊 の ネ ガ テ イ プ な 割 れ 口

④ 割 れ 口 を 磨 耗 さ せ た も の

以 上 の 4 種 を そ れ ぞ れ ス ク リ ー ト ー ン で 表 示 し た 。 こ れ に よ っ て 、 ど の 部 分 に ど の よ う な 割 れ 口 が あ る の か 、

半u �月 し よ う 。

次 に 、 土 偶 は そ の 割 れ 口 ば か り で な く 、 そ の 本 来 の 姿 が 、 一 時期 ー 集 落 に 於 い て 、 ど の よ う な 役 割 を 持 っ て い

た か を 、 考 究 す る 必要 が 生 じ よ う 。 つ ま り 、 土 偶 と い う 一 つ の 遺 物 を 遺 物 総体 の 中 で 位 置 付 け 、 さ ら に 遺 跡 全 体

の 中 で 位 置 付 け る と い う 作 業 で あ る 。

そ こ で 、 土 偶 の 出 士 数 の 多 い 遺跡 に 於 い て 、 初 め て 顕 著 な こ と は 、 一 時 期 の 土 偶 に つ い て も 、 様 々 な 形 態 、 姿

態 が あ る と い う 事 実 で あ る 。 土 器 の 器 形 ー ー 形 式 が そ の 機能 を 反 映 す る と す れ ば 、 土 偶 の 形 態 も ま た 土 偶 の 機 能

の 反 映 し て い る と い う 論 理 も 成 立 し よ う 。 も し そ う で な け れ ば 、 こ の よ う な 様 々 の 姿 態 の 土 偶 を 製 作 し た 意 味 が

薄 れ よ う 。 東 京 都 の 神 谷 原 遺 跡 の 土 偶 を 分 割 塊 製 作 法 の 観 点 に 立 っ て 分 析 し た 結 果 、 こ の 遺 跡 で は 一 時 期 ー 集 落

に お い て 、 い く つ か の 形 態 の 土 偶 が 存 在 す る と い う 事 実 が 得 ら れ た 。

そ れ は次 の よ う に 分 類 さ れ る 。

坂 井 形 態 ― ― 有 脚 立 像 形 土 偶 、 両 手 を 広 げ た も の 。

神 谷 原 形 態 ー 一 坂 井 形 態 の 変 形 、 両 手 を 下 げ て い る 。

広 畑 形 態 ー ー 出 産 の 状 態 を 現 わ し た 土 偶

小形 の 形 態 ー ー よ り 小 さ な 粗 像 の 士 偶

と い う 分類 で あ っ た が 、 こ れ に 1 985年 円 錐 形 土 偶 の う ち 中 が 中 空 に な る も の を 、 楢 原 形 態 の 土 偶 と し て 付 け 加 え た 。

こ れ ら を 、 形 態 別 に 並 べ る と 、 別 表 の よ う に な る 。 こ の 表 か ら も わ か る よ う に 、 坂 井 形 態 の 士 偶 が 、 土 偶 の 基

本 的 な 形 態 と い う こ と が で き よ う 。 こ れ に 、 広 畑 形 態 、 楢原 形 態 の 土 偶 が 各 2 個 体 づ つ あ り 、 小 形 土 偶 の 数 は 多

少 問 題 も あ る が 、 2 個 体 を 数 え る こ と が で き る 。

な お 、 広 畑 、 楢 原 形 態 の 土 偶 は 、 各 々 の 住 居址 に 各 l 点 と い う 数 で あ り 、 時 期 的 に は 大 別 し た 2 時 期 の う ち 、

広 畑 形 態 は 古 期 の み で 、 楢 原 形 態 は 両 時 期 に わ た っ て い る 。 た だ し 、 集 落 の 項 で も 触 れ た よ う に 、 S B -04 は 特

別 な 住居 址 で あ る か ら 、 こ の 点 を あ る 程 度 考 慮 す る 必要 が あ ろ う 。
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な お 、 土 偶 と と も に 忘 れ て な ら な い の が 、 士 器 片 利 用 の 土 製 円 盤 で あ る 。 こ の 土製 円 盤 の 数 は 各 地 の 遺跡 で も 比

例 す る 関 係 が あ る 。 例 え ば 、 岩 手 県 立 石 遺 跡 で 土 偶 2 1 8 、 土 製 円 盤 47 1 、 千 葉 県 西 広 貝 塚 で 土 偶 1 3 6 、 土 製 円 盤

1 20 ( う ち 有 孔 1 1 ) 、 東 京 都 神 谷 原 遺 跡 で 土 偶 53 、 土 製 円 盤 1 55 (29 は 擦 っ て い な い も の ） 、 ま た 千 葉 県 高 根 木

戸 遺 跡 で は 、 士 偶 も 土 製 円 盤 も 出 土 し て い な い の で あ る 。

ふ り か え っ て 、 釈 迦 堂 S - 1 区 の 状 況 を 見 れ ば 、 1 3 1 ( 後 期 が 1 4 ) の 士 製 円 盤 が あ り 、 中 期 で は 1 1 7個 近 く の

土 製 円 盤 が 利 用 さ れ て い た こ と に な る 。 そ の 中 で 、 S B -04 で は 土 偶 が 7 、 士 製 円 盤 7 、 さ ら に 上 層 で 土 製 円 盤

が 9 出 士 し て い る 。 こ う し た 状 況 か ら も 、 土 偶 と 土 製 円 盤 の 関 係 が 窺 え る 。

次 に 、 各 土 偶 の 機能 お よ び 用 途 に つ い て は 、 別 稿 に 譲 り た い と 思 う 。

藤 内 式 期 土偶 形 態 表

� 坂 井 広 畑 楢 原 小 形 そ の

S B -04 30胴 ＋ 腰 ＋ 脚 24頭 、 14頭、 53胴 、 55胴 、 60胴 、 72脚

S B -10 31腹 12頭、 63脚

S B -40 

S B -51 29腕 ＋ 胴 十 腰 57胴 73脚

S B -01 33胴 ＋ 脚 49臀 、 52臀、 6褪却

S B -29 50臀

S B -31  1 1 全身 58胴 25頭 、 67脚

S B -47 19頭 、 61胴

S K -06 18頭 十 胸

S K -220 3鋼

グ＼リ ッ ト 坂 井 広 畑 楢 原 小 形 そ の

I -21 35胴

K -17 36胴

F -21 37腕

P -24 38腕

1 号墳 39腕

P - 15 40腕

R -16 41腕

V -22 42腕

S - 19 • 20 45腕

N - 16 47胴

P - 1 8  48胴

P -20 51臀

P - 15 56腹

I -17 64脚

Q - 1 8  65脚

V -22 7翡却

R -1 8  78脚
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第 6 節 石 器

釈 迦 堂 遺跡 群 で は 、 約 1 5 , 000 点 以 上 の 石 器 が 出 土 し て い る 。 そ の う ち 粘 板 岩 系 の 打 製 石 斧 は 、 風 化 が 著 し く 、

発 掘 時 で は 石 器 と し て 取 り あ げ た に も か か わ ら ず 、 整 理 時 に は 石 片 と 化 し て し ま っ た も の も 多 々 あ り 、 打 製 石 斧

に 関 す る デ ー ク は あ る 程 度 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。

早 期 末 ～ 前 期 初 頭 の 石 器

こ の 時期 の 特 色 は 、 住 居址 出 土 フ レ イ ク の 重 量 比 か ら も わ か る よ う に 、 水 晶 の 使 用 頻 度 が他 の 時 期 に 比 ぺ て 著 し

く 高 い と い え る 。 水 晶 の 原 石 が 手 近 に 入 手 で き る と い う 地 理 的 条 件 の み が 影 響 し て い る と は 思 え な い 。

石 鏃 は 、 凹 基 三 角 鏃 で 、 凹 基 五 角 形 鏃 と い っ た も の は 、 特 に 見 ら れ な か っ た 。 や は り 水 晶 鏃 の 比 率 が や や 多 い

と い え よ う 。 石 ヒ は こ の 時 期 に は ど う も あ ま り 普 及 し て い た と は 思 え な い 。 S B - 1 9 、 22 、 50 で 出 土 し 、 い ず れ

も や や 小 形 の も の で あ る 。 ド リ ル は 定 型 的 な も の と い う よ り 、 や や 細 長 い 剥 片 を 利 用 し た も の が 多 い と い え る 。

打 製 石 斧 は 一 般 的 な も の で な く 、 住 居 址 か ら 1 - 3 点 程 度 の 出 土 量 で あ る 。 磨 製 石 斧 は 数 点 の 出 土 が あ る 。 特 に

S B - 36お よ び50 で 出 土 し た 片 刃 の も の は 、 早 期 末 の 確 実 な 資 料 と い え よ う 。 稜 磨 石 ・ 磨 石 と も に 磨 石 類 は 多 い 。

こ れ と 対 応 す る 石 皿 は 、 中 凹 み の も の は あ ま り 普 及 せ ず 、 盤 状 の も の が 多 い と 思 わ れ る 。 稜 磨 石 は そ の 使 用 痕 か

ら 盤 状 石 皿 と セ ッ ト に な る と 思 わ れ る 。 早 期 の 特 徴 的 な 石 器 の 一 つ と し て 礫 器 が あ げ ら れ る が 、 こ の 石 器 も 前 期

か ら 中 期 ま で 利 用 さ れ る ら し い 。 そ の 他 ユ ー ズ ド フ レ イ ク も 各 住 居 址 か ら 数 点 づ つ 検 出 さ れ て い る が こ れ は 数 え

な か っ た 。

前 期 の 石 器

前 期 に な る と 石 器 の 器 種 と 量 が 増 大 す る 特 色 が う か が え る 。 石 鏃 の 量 も 飛 躍 的 に 増 加 し 、 S B - 06 で は 24 点 と

い う 数 で あ る 。 石 ヒ も 定 着 す る が 、 石 材 は 中 期 の よ う な 粘 板 岩 系 の 石 材 は な く 、 チ ャ ー ト や 珪 質 砂 岩 や 黒 曜 石 が

利用 さ れ 、 大 型 の も の は 稀 で あ る 。 ド リ ル も ま た や や 数 が増 え る 傾 向 に あ り 、 ピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ の 数 も 増 え る 。

打製石 斧 は 完 全 に 定 着 普 及 す る 。 磨 製 石 斧 で は 乳房 状磨 製 石 斧 が 顕 著 と な る 。 稜 磨 石 • 磨 石 と も に そ の 量 が 多 い 。

ま た 石 皿 に つ い て も 、 住 居 址 付 き の 盤 状 石 皿 と と も に 、 熔 岩 製 の 中 凹 石 皿 が 多 く な る 。 礫 器 の 量 も 意 外 と 多 い 。

玉石 と 呼 ん で い る 小 型 の 河 原 石 も そ の 数 が 多 い 。

中 期 の 石 器

中 期 の 石 器 は 前 期 と ほ ぼ 同 様 で あ る が 、 打 製石 斧 の 量 が 増 大 す る こ と が 一 つ の 大 き な 特 色 で あ る 。 ま ず 、 石 鏃

の 数 が や や 減 少 す る よ う で あ る 。 石 七 は 前 期 の よ う な チ ャ ー ト や 娃 質 砂 岩 と い っ た 硬 質 緻 密 な 岩 質 か ら 、 粘 板 岩

質 の 岩 石 に 統 一 さ れ た よ う で あ る 。 ま た 形 態 的 に も 大 型 化 す る 。 打 製 石 斧 の 量 は 前 期 よ り さ ら に 増 大 す る 。 磨 製

石 斧 の 量 は 横 ば い と い う ぐ あ い で あ る 。 稜磨石 ・ 磨石 の 数 は 前 期 よ り 減 少 す る よ う で あ り 、 特 に 稜 磨 石 は 減 少 傾

向 に あ る と い え よ う 。 石 皿 の 数 は 少 な い が 、 土拡 に 埋納 さ れ る と い う 新 し い 傾 向 も 見 ら れ る の で 、 全 体 と し て は 、

減 少 し て い な い と い え よ う 。 玉 石 は 数 は 多 く な い が 、 定 着 し て い る 。

稜 磨 石 に つ い て

石器個々 に つ い て の 研 究 を 進 め な け れ ば な ら な い が 、 諸事 情 が あ り 、 今 回 は 稜 磨石 に つ い て 、 若 干 の 計 測 を行 っ

た 。 こ の 石 器 の 名 称 は 、 特殊 磨 石 ま た は 穀 磨 石 と 呼 ば れ て い る が 、 こ の 名 称 は あ ま り に も 、 こ の 石 器 の 名 称 と し

て は 不 適 切 で あ る の で 、 断 面 三 角 形 の 稜 を 磨 面 と し て 、 利 用 し て い る 特徴 か ら 、 稜 磨 石 と 呼 ん で い る 。

ま ず 、 こ の 石 の 磨 面 は 、 巾 1 - 4 cm 位 に 限定 し て い る よ う に 、 あ ま り 磨 面 が 広 く な る と 、 打 ち か い て 、 狭 く し

て い る 。 ま た 磨 面 の 長 軸 に 対 し て 、 直 角 の 擦 痕 が 認 め ら れ る 。 サ ド ル ・ カ ー ン の よ う な 使 用 法 で あ っ た と 思 わ れ

る が 、 最 大 の 相 違 点 は 、 こ の 稜 磨石 の 両 端 に は 激 し い 敲 打 痕 が 認 め ら れ る 。 そ れ 故 、 稜 磨 石 に は 、 半 壊 し た も の

が多 い の で あ る 。

ま た 、 こ の 石 器 の 部 位 の 計 測 値 を グ ラ フ 化 し て み る と 、 こ の 石 器 は 、 縦 と 幅 に制約 さ れ る よ う で 、 重 さ や長 さ に は 、

そ れ ほ ど 配慮 し て い な い こ と が わ か る 。
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早期 の住居址

s B 石 鏃 石 ヒ ド リ ル ピ エ ス 打 斧 磨 斧 稜 暦 石 磨 石 石 皿 礫 器 玉 石 コ ア 黒 曜 石 g 水 晶 g

S B 一 ' I 7 I I ? I 6 I 84 39 1  

S B - 1 3  8 I 2 2 3 6 5 3 1 2  261  

S B - 14 3 I I 2 6 I 3 1  144 

S B - 1 5  4 I I I 2 I 2 6 1  95 

S B - 1 6  4 I 2 5 l I 1 20 1 10 

S B - 1 7  5 l 1 l 2 90 100 

S B - i 8  3 I 3 l 7 2 3 I 65  59  

S B - 1 9  2 I I 5 2 3 I I 48 17 

棒状磨
S B - 22 14 I 4 I I I 2 l 4 180 72  

石 l 、 7

S B - 24 3 I 3 27 43 

S B - 25 I 2 28 

石 ヤ
S B - 26 3 I I I 3 7 I I 74 84 

S B - 30 l 27 26 

S B - 33 I I I 4 35 

S B - 34 3 2 2 5 64 30 

S B - 35 2 3 1 2  1 0  

S B - 36 6 2 2 5 5 l 3 I 44 185 

ス ク レ·
S B - 44 7 I I 4 3 I I I 273 62 

イパー

S B - 4 6  3 I I 4 I 4 5  143 

ス ク V
S B - 48 1 2 I 3 I I 38 24 

イパー

S B - 49 3 20 4 

S B - 50 2 I I 2 l 4 I 7 66 98 

S B - 52 6 2 3 5 2 ， 5 

S 8 - 53 3 4 2 7 2 4 9  78 

S B - 54 I 

2 I S B - 56 3 2 38 13 

前期 の住居址

s B 石 鏃 石 ヒ ド リ Iレ ピ エ ス 打 斧 磨 斧 稜 磨 石 磨 石 石 皿 礫 器 玉 石 コ ア 黒 曜 石 g 水 晶 g

S B - 02 4 2 3 6 I 2 I 134 64 

S B - 03 2 1  2 3 I 18 3 3 7 I 3 2 I 703 1 63 

S B - 05 1 1  2 I 8 7 1 2  23 4 6 I ポ イ ン
卜 l

269 239 

S B - 06 24 2 I 2 2 I I  18 2 I 7 I 385 273 

S B - 07 18  7 2 3 2 1  4 2 8 I 3 2 4 60 1 333 

スクレ
S B - 08 13 I 2 I I 275  37 

イパー

S B - U!l 1 9  2 3 2 6 8 3 I 1 653 18 1 

S B - 1 2  20 ， I I 5 3 I O  1 7  2 7 4 I 1314  133 

S B - 20 7 1 2 I 2 1 78 48 

S B - 21  3 2 I 108 44  

S B - 27 I I I I I 2 3 32 1 7  

S B - 28 2 2 I 5 I 5 4 3 2 I 3 軽 石 1 7 1  105 

S B - 37 2 I I 148 2 1  

S B - 38 I ? I 8 6 

S B - 39 2 1  I 5 2 I 3 I I  I I 400 400 

S B - 4 1  l I 3 2 I 1 24 90 

S B - 42 2 2 I 10 3 I 1 1 1  18 

S B - 43 6 I I I 3 2 323 109 

S B - 45 4 3 I I I 6 6 I I I 225  94 

S B - 55 I 2 2  20 
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I 

中 期 の 住居址 （藤内 式期 ）

s B 石 鏃 石 -t, ド リ Jレ ピ エ ス 打 斧 磨 斧 稜 府 石 磨 石 石 皿

S B - 01 10 2 4 40 2 3 

S B - 04 13  4 l 10 1 5 5 2 

S B - I O  6 3 33 2 2 ， 3 

S B - 29 5 I l ， I 2 

S B - 31 6 I 2 2 7 

S B - 40 6 2 5 3 3 6 

S B - 47 3 2 12  3 3 4 

S B - 51  2 1 1 2  I 5 I 

S B - 23 6 1 2 1 5  

（ な お 、 住 居 内 に 設 置 さ れ た 石 皿 に つ い て は 、 集 計 1こ 加 え て い な い 。 ）

稜 磨 石 デ ー タ 表

No グ リ ； 卜

1 D - 21 

2 G - 19 

3 G - 20 

4 G - 20 

5 I - 1 6  

6 I - 1 6  

7 I - 1 7  

8 I - Hl  

9 J - 1 6  

1 0  J - . 1 7  

l l  J - 1 7  

1 2  J - 1 7  

1 3  J - 1 8  

1 4  J - 1 9  

15 J - 1 9  

16 J - 21 

17 J - 21  

18 J - 21 

19 J - 22 

20 J - 22 

2 1  K - 1 7  

2 2  K - 1 7  

23 K - 1 9  

2 4  K - 1 9  

2 5  K - 1 9  

2 6  K - 23 

27 L � 15 

28 L - 1 6  

29 L - 1 6  

30 L - 16  

31 L - 1 7  

3 2  L - 1 7  

33 L - 1 7  

34 L - 1 9  

35 L - 1 9  

36 L - 20 

37 L - 21  

38 L � 22 

39 L - 22 

40 M - 1 5  

付 記

3 /\'1 

3 /M 

3 1M 

3 h"i 

3 /(•1 

3 h"i 

3 /\'1 

3 11'1 f 

3 /•,'1 

4 I:、
2 1r1下

2 11'1下

3 1:'1、 N.. 4

3 /M 、 Nn 2 

3/\'1下

3 /:'1、 No l

3 1M 、 No. 3

3 /:'1 

3 1:、1

2 IVi下

3 1:'1 

3 1:":  

3 h"i 、 No. 7 

2 /\'1下

3 /\'1 

3 /(1 

3 /M 

3 1'.'1  

3 1:"i 

3 /(•1 

3 I汁 、 N. 6

3 1:'1 

No. 3 

3 1:'1下

3 附

3 11'1下

重{,i: g 法 " •1\ A B 

3 0 X 7 0 ( 残 存 部 ） I 3 X 6 4 ( 残 仔 部 ）

2 0 X 9.1 l . 8 X 9  2 

0 9 X 5 Q ( 残 存 部 ）

0 5 X 3  5 ( 残 存 部 ）

i.5 X I I  5 ( 残 存 部 ） I O X  1 0 5 ( 残 仔 部 ）

0 6 X 7 6 ( 残 存 部 ）

800 g 8 7 X 5 , 3 X ) 3 . 7  2 , 6 X ! 2 7 

2 ,  1 X 5 6 

2 6 X 9 Q ( 残 存 部 ）

l .9 X 2 9 ( 残 存 部 ） I 4 X 4 4 ( ダ使 {f 剖I)

J . J X 6 , 6 ( 残 存 部 ）

2 . 8 X 4  8 ( 残 存 祁 ） ) )  X 6 、 1 ( ダ� ff mD 

1525 g 10 8 X 7 , 7 X  1 4  8 2 8 x 10 7 

1850 g 8 9 X 8 . 5 X  1 7 . 8  3. 5 x l 5 2 

750 g 7 9 X 6  9 X  ] 2.9 2.6 X [ Q 8 ( 残 存 音�)

l. 7 X l 2 5 ( 残 存 部 ） 計測不 "i

[ 3 X 5 , 5  ( 残 存 部 ）

I 6 X 6 3 ( 残 存 部 ）

2 , 5 X 6  6 ( 残 存 部 ） 2 3 X 7  9 ( 残 付 部 ）

I 8 X 4 8 ( 残 存 部）

1900 g 8 7 X 9  J X 2Q.4 

2 9 X 6 . 3 ( 残 存 部 ） 2 o x s  4 ( ダ'lW 音Il l

3.6 X 4 , 7  ( 残 存 部 ）

J . Q X 9,8  ( 残 存 部 ） 0 7 X I  9 

I 5 x 2. I ( 残 存 部 ）

0 , 5 X 7  2 ( 残 存 部 ）

} , 6 X 5 2 

J 3 X J l , 9 ( 残 存 部 ） I I x  7 8 

I 2 x 7 I ( 残 存 部 ）

J. 9 X 3 . 6 ( 残 存 部 ）

2, 2 X 6  5 ( 残 存 部 ）

2 9 X ] Q  3 0 9 X 9 , 4  

2 , 0 x  1 3  3 

2 ] X 6 4 ( 残 存 部 ）

l.4 X 7 1 ( 残 存 部 ）

[ 6 X 4 0 ( 残 存 部 ） l . 8 X 2 ,8 ( 残 存 部 ）

0 . 8 X 7  7 ( 残 存 部 ）

- 3 45-

礫 器 玉 石 コ ア 黒 曜 石 g 水 晶 g

1 1 6 3  59  

I 横JJ I 269  5 5  

コ ー

I I 7 88 20 
フ レ•

l 1 80 30 

l 250 51 

150 94  

l 2 178 30 

1 144 35 

5 

C 備 考

I 2 X 6 3 ( 残 存 部 ） 末端の叩き

I 4 X 9 . 8  両端の 叩き

未端叩き

未端叩 き

I 4 x 7 4 ( 残 存 部 ） 末端叩き

ス ス 付if,

は っ き り せ ず

下端叩き

2 O x 7 . 6  未端叩 き

2 . S x  13 . 9 ( 残 仔 部 ）

末端叩き

未端叩 き 、 断面方形

計測不 «J

No.84 と 接合

2 4 X 6 , 4 ( 残 存 部 ） 末端朋る

末端叩き 、 断面}j形

I 8 X 5 2 D 0 7 X 3 4 ( 残 存 部 ）

末端叩き

未端叩 き

末姫叩き

末端叩 き

未端叩 き



N. グ リ ッ ト 付 記

4 1  M - 20 3層

42 M - 21 3層

43 M - 21 3層、 t.,JO

44 M - 21 

45 M - 21 サ プ ト レ

46 M - 21 2層、 No 3 

47 M � 22 3 層

48 M - 22 3 層

49 N - 15 3層下

50 N - 17 3層、 11/..12

5 1  N - 17 川

52 N - 17 川

53 N - 17 川

54 N � 18 3 層 J:

55 N - 18 3層上

56 N - 18 川

57 N - 20 4 /M 

58 N - 21 2 層

59 N � 23 l 、 2層

60 N - 25 I l l中

61  N - 25 ペルト

62 N - 25 ベル ト

63 N - 25 ベルト

64 N - 26 

65 N ラ イ ン I l l  

66 N ラ イ ン 川

67 N ラ イ ン 川

68 0 - \ 5  3 層

69 0 - 15 3 層

70 0 � 16 Ill 中

7 1  0 - 16 3層

72 0 - 17 3 層

73 0 - 19 溝中

74 0 - 22 3 層下

75 P - 17 2 層下

76 P � 17 2 層下

77 P - 17 Ill 

78 P - 17 

79 P - 17 

80 P - 17 

8 1  P - 1 8  

8 2  P - 18 

83 P - 20 

84 P - 21  

85  P - 22 

86 I' - 22 

87 P - 24 

88 P - 25 

89 Q - 15 

90 Q - 15 

91 Q - 16 

92 Q - 18 

93 Q - 20 

2 層下

-.. s  

lk.1 1 

3 層

2 層下

3 層下

周溝

3 1(,f 

4 IM 

1 号墳、 フ

ク 土中

3 層下

3 府下

3 層

3層下

2層

重量g

1 150 g 

450 g 

7()() g 

750 g 

300 g 

500g 

950g 

1050 g 

800g 

650 g 

850 g 

2650g 

1900g 

法 量

8.0 X 6 . 6 X 1 4 .2 

3 .9 X 6.2 X 1 2 .Q 

16 I X S.B x 14 5 

5 ,5 X 4,2 X 9  4 

5.5 X 5.5 X 1 2.5 

6 , 6 X 5,8 X l7 2 

7.3 X 5.6 X 18 8 

5 7 X 7  0 X i 3 .0 

5 8 X 5.6 X 1 23 

6 . 7 X 8  6 X J2.8 

8 l X 8.2 X 24.3 

8 7 X 9 .3 X 20.4 

A B C 備 考

2.4 X 5 , 4  ( 残 存 部 ） 磨石併用、 一 部 ス ス 付着

I 3 x 3.9 ( 残 存 部 ）

3.5 X 6.9 ( 残 存 部 ） 末端叩 き

0.6 X 4.2 ( 残 存 部）

2.8 X 1 3.6 ( 残 存 部 ） 2 , 5 X 9. J ( 残 存 部） 2.4 X 1 2.6 

2.0 x 5 .6・ （ 残 存 部） l.5 X 6.6 ( 残 存 部 ） 末端叩 き

2.2 X 4 .5 ( 残 存 部） J.3 X 5 , 9 ( 残 存 部 ）

i.9 X 4 , 9  ( 残存 部 ） 焼けた後磨 る

2.6 X 1 1.5 ( 残 存 部 ） 下端叩 き

J.8 X 3.6 ( 残 存 部 ） 下端叩 き 、 焼 け て い る

i.2 X 7 . 6  ( 残 存 部 ）

J.Q X 6 . 9  ( 残 存 部 ） I .  I X  4 . 3 ( 残 存 部 ） 0. 9 X 5.1 ( 残 存 部 ） 下端叩 き

J .Q X 7.5 ( 残 存 部 ） 0.7 X 8.3 ( 残 存 部 ）

l.9 X 3 8 ( 残 存 部 ） 痕跡あり

2 .3 x 1 2.6 

I 8 X 8 .5 ( 残 存 部 ） ].4 X 6.2 ( 残 存 部 ） I 3 X 7 .5 ( 残 存 部 ）

2.8 X 8  8 ( 残 存 部 ） 下端叩 き 、 ス ス 付 着

3 Q X 7  9 ( 残 存 部 ）

焼けて い る

J.9 X 7, J ( 残 存 部 ） 0 , 7 X 5.2 下端に凹み

上端 と A 面に凹 み 、 A 面 は 2 コ

2 0 X 4. I ( 残 存 部 ） 下端叩 き

i.2 X 6,8 ( 残 存 部 ） J .3 X 4  9 ( 残 存 部 ）

J.7 X 7.7 ( 残 存 部 ） 2.9 X 6.5 ( 残 存 部 ） I 9 X 7 .9 ( 残 存 部 ） 末端磨 る

J.5 X 8.J 0 , 9 X 9 , 0 ( 残 存 部 ） I 2 X 3. 9 両端叩 き

2. 2 X 1 4  . 1  \.5 X 6.8 

I 4 X 6 .5 ( 残 存 部 ） 上端叩 き あり

2.2 X J J.6 上端叩 き あり

2.0 x 6 .7 

l .4 X 7 .0 ( 残 存 部 ） けて 所々 欠落

I I X  5 7 0 , 6 X 6 , 9  0.6 X J.4 

左 1.3 X 9 0 
（残存部） J .3 X 8.5 一端叩 き

右 2 4 X 9.0

2.0 x 1 1.9 

1.8 X 5 .0 

焼けて い る

2.2 X 1 7.9 一端叩 き あり

2 3 X } 4 7 ( 残 存 部 ） C lこ叩 き 、 N..23 と 接合

1 ,8 X 4.4 2.0 X 2.6 

l.5 X 5 0 ( 残 存 部 ）

l.7 X 7.5 ( 残 存 部 ） 末端凹みあり

l.9 X 6,2 ( 残 存 部 ） J.2 X 6.J ( 残 存 部 ） 末端及 び Aの脇平面に凹み

2.7 X 4  4 2.2 X 6  4 

i .4 X 6.J Q.9 X 6.6 0.9 X 2 .4 

2.3 X l l.4 ) , 0  X 8.0 0.8 X 1 1 . 6  
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No グ リ ッ ト 付 出 用 りt i! 払 tit A H C 備 考

94 Q - 21  周溝 2 , 4 X 4 , 4  2 I X  3 .5 

95 Q - 22 3 層下 I 3 X 3.6 0 , 9 X 4 , 7 

96 Q - 23 4 層 2 . 3 X 3. 4  0. '/ X 8 , 4  

97 Q - 23 4 層 1 150 g 9.Q X 5 . 6 X J7. J 0. 9 X 9 5 I 4 X 1 3  4 I .  I x  I .  I 

98 R - 1 5  川 中 2 2 X 9.8 ( 残 存 部 ） 末端op き

99 R - 16 川 中 750 g 7.5 X 7 . J  X J0.3 i . 6 X 9.Q l.6 X 9.5 ( 残 存 部 ）

100 R - 16  3 層下 3.0 x 9.8 ( 残 存 部 ） 1 6 X 8 , 6  ( 残 存 部 ） 2 O x 8 . 7  ( 残 存 部 ）

IOI R - 1 7  2 層下 2.  I X  9. 1 ( 残 存 部 ） J.Q X 8.6 ( 残 存 部 ） 痕跡あり

102 R - 1 7  川 中 2 9 X ll.4 3 , 3 X 6 , 8  ( 残 存 部 ） 焼け て いる

103 R - 1 8  3 層 2.9 X 6 , 9  ( 残 存 部 ）

104 R - 1 8  3 層 l 7 X 9.2 ( 残 存 部 ） 0 . 8 X 3 , 3 ( 残 存 部 ）

105 R - 1 8  3 層下 2 , 8 X 8  4 ( 残 存 部 ）

106 R - 1 8  3 層 0.8 X 7  6 ( 残 存 部 ） 末端oµ き

107 R - 1 9  2 層 300 g 5 . 3 X 4  9 X ! Q . 3  l.7 X 9 . 0  i . J X 9 . 3  

108 R - 19  2 層下 N. 1 1 6 と 接 合

109 R - 20 2 層 I 5 X 3 . 6  ( 残 存 部 ） 未端打欠

1 10 R - 20 3 層 I O X  6 4 ( 残 存 部 ） 0.8 X 4 . 0  ( 残 存 部 ）

J l J  R - 20 3 層下 250 g 3 5 X 4 , 9 X 9  5 両端叩 き

1 1 2  R - 20 3 層 下 2 , 2 X 7  3 ( 残 存 部 ） Q X 5 . 4  ( 残 存 部 ） け て い る

1 1 3  R - 24 占墳下層 l 8 X 5 6 ( 残 存 部 ）

1 1 4  1 号頃周溝 2.6 X 5  3 ( 残 存 部 ）
上端磨り

R - 26 2 5 X 8 I ( 残 存 部 ） l.S X ! l . 4  D 2 1 X 7 . 4  
下 端叩 き 凹 み あ り

1 1 5  R - 27 2 層 下 2. 2 X 1 2  I ( 残 存 部 ） l 9 X J Q  5 ( 残 存 部 ） 末端叩 き

1 1 6  S - 15  3 層 2 6 X 9  5 ( 残 存 部 ） 末端叩 き

1 17 S - 1 5  3 層 l 3 X 8 . 6  ( 残 存 部 ） 焼 け て い る No. 1 07 と 接合

1 1 8  S - 15  3 層 950 g 6 . 8 X 6  4 X J5 . 4  4 6 X l3 9 ( 残 存 部 ） J.3 X 7 , [ ( 残 存 部 ） 3 5 X 1 2  6 ( 残 存 部 ） 両端叩 き N..1 30 と 接 合

1 19 S - 16  3 層下 2.0 X 6 . 7  ( 残 存 部 ） 未端叩 き

120 S - 16  3 層 700 g 5 8 X 5 , 5 X  1 5 . 5  0 8 X 1 3  I 上端叩 き

121 S - 16 3 層 叩 き 多 し

1 22 S - 1 6  3 層 2 7 X 4 , 5  ( 残 存 部 ） I 5 X 4 5 ( 残 存 部 ） '1.6 X 5.8 ( 残 存 部 ） 辺 に 凹み

123 S - 16  900 g 7 0 X 6 9 X 13 8 3 .  7 X 1 2. 1  2 4 X ll , 5  2. 2 X 1 1  6 上端叩 き

124 S - 1 7  3 層 700 g tl O X  6 0 X 1 4  8 l . 4 X J 2 . 9  0 8.10 . 7  一部焼け て いる

125 S - 1 8  3 層 2 7 X 7 4 ( 残 存 部 ） J.4 X 3 8 ( 残 存 部 ） I 7 X 4 7 ( 残 存 部 ） 下端叩 き

126 S - 1 8  3 層 750 g 5 . 5 X 6  8 X  15 . 9  2 } X 9 8 ( 残 存 部 ） 0 8 X 7 . 3  下端叩 き 、 上端不明

!'XI S - 19  3 層 950 g 6 . 5 X 7  2 X  19 I 下端叩 き

1 28 S �- 20 3 層下 I 7 X 6.2 ( 残 存 部 ）

129 S - 21 2 層下 4, 9 X  1 2  6 ( 残 存 部 ） I 9 X 1 0 , 5 ( 残 存 部 ） 3 5 X J 3 . 3 ( 残 存 部 ） 両端叩 き

130 S - 21 2 層下 700 g 5 9 X 7 , 0 X  1 2.4 平 面 に 門 み 、 両端叩 き

131  S - 21 2 層 950 g 6 8 X 6 , 4 X  1 5 . 4  N. J  1 7 と 接 合

132 S - 22 3 層 } 8 X 5 2 0 6 X 3 8 I O x  2 4 下端叩 き

133 S - 24 1 号頃 磨石

1 34 S - 24 1 号項 2. 2 X 6 l ( 残 存 部 ） 下端叩 き

135 T - 16  3 層 上、111,.i 650 !( 6 . 7 X 7 1 X ll 6  [ 3 X 8 . 6  下端叩 き 、 焼 け て い る

136 T - 1 6  3 層上、No.1 J. 7 X 8 . 5  ( 残 存 部 ） 0.9 X 8 9 ( 残 存 部 ） 下端叩 き

137 T - 17 2 層下 磨石

138 T - 1 7  2 層下 J.9 X 1 0.4 ( 残 存 部 ） 下端叩 き

139 T - 17  3 層上 1800 g 9 . 2 X 7  9 X 20 . 5  } 7 X } 8  8 J . O x 6.3  下端叩 き 、 No. 1 4 1 と 接合

140 T � 1 7  3 層 2 7 X 7 I ( 残 存 部 ） l . 6 X 4 ,Q ( 残 存 部 ）

141  T - 1 7  石 ガ キ 2. l X 6 6 ( 残 存 部 ） I .  I x  2 I J . 3 X 4  5 ( 残 存 部 ）

142 T - 19 3 層 1800 g  9.2 X 7.9 X 20.5 N. 1 38 と 接 合

143 T - 20 3 層下 250 g , 8 X 5 , 0 X J 0 . 3  一部 ス ス 付着

144 T - 20 3 層下 下端叩 き 、 焼 け て い る

145 T - 20 3 層下

146 T - 22 3 層下 l.8 X 1 2. 1 ( 残 存 部 ） 0 9 X 7  2 ( 残 存 部 ）

147 T - 23 1 層 磨石
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No. グ リ ッ ト 付 ，iじ if,:I,\ � 払 hi I\ Iう C 備 考

148 T - 24 川 1300 g  7 4 X 7,4 X i5 . 4  3 . 8x 13 2 l . 9 X  I I  7 凹 み 、 下端叩 き

149 U - 15 

150 U - 17 3 層 2 .  I X  4 5 ( 残 存 部） 2 . 4 X 5 . 5 ( 残 存 部） 0 . 8 X 6 . 6  ( 残 存 部 ）

15 1  U - 17 3 層 1,4 X 5.7 ( 残 存 部 ） 0,7 X 5 , 7  ( 残 存 部 ） 下端叩 き

152 U - 17 3 . oxs s ( 残 存 部 ） 下端叩 き

153 U - 17 l . 7 X 5,6 ( 残 存 部 ）

154 U - 17 2.2 X 6.4 ( 残 存 部 ）

155 U - 19 3層下 、No.I 2 .  I X  5.6 ( 残 存 部 ）

156 U - 22 3 層 上 l,J X 4  5 ( 残 存 部 ） 下 端叩 き

157 U - 23 3 層 3 .3 X 5  5 ( 残 存 部 ） C A 面凹み

U - 23 N..l I 7 X 8.5 ( 残 存 部）
158 

AB面凹み 2 こ 裏面凹み 2 コ
U � 25 3 層 I 8 X 9. l ( 残 存 部）

159 下端叩 き 、 焼かれて い る

160 V - 15 2 層 2 .  J X 5 . 0  

16 1  V - 15 3層下

1 62 V - 1 5  3 層下

1 63 V - 15 3 層下 l,Q X 5 . 9 ( 残 存 部 ）

164 W - 11 3 層下 250 g 4,8 X 5,Q X 8.9 2 . 3 X 3.4 ( 残 存 部 ）

165 W - 22 2 層下 磨石

166 W - 22 2 層 磨 石

167 W - 23 3 層 850 g 7 . 6 X 4  5 X  1 6 . 2  2 . 8 X 6 . 7  焼 け た後磨 っ て い る 。 下端叩 き

1 68 表 採 330 g  5 . 2 X 4.Q X ] Q 4 0,7 X 5  5 上端叩 き

169 表 採 2 層下 1400 g  ].4 X 8  0 X J6 . ] J.4 X J3 . 6  

1 70 表 採 2600 g l . 9 X 9,4 X 2 1  I 4,2 X 1 5 . 6  下端叩 き

1 7 1  表 採 .... , 1050 g 6 . 1  X 8,6 X ] 8, ]  I.O X 15 . 2  

1 72 表 採 1050 g 8.2 X 5,9 X 14 5 3 . 2 X 9,6 ( 残 存 部 ） 焼け て い る

1 73 石 埋 設 坑 1 150 g 7,3 X 7,6 X J5 . 0 3 . 8 X 8,9 3,Q X ]3,3 I . 8  X 2 ,  J 

1 74 ハ イ 土 650 g 5 9 X 9  6 X 7.9 2,Q X 4 [ 両端欠 、 A B面 に 凹 み

1 75 不 明 450 g l . 3 X 5 .3 ( 残 存 部）

1 76 U W X Y 石垣 3 Ox 1 0 . 1 ( 残 存 部 ）

1 77 石 埋 設 坑 2 . 9 X 8  0 ( 残 存 部 ） 断 面方形

178  表 採 2.2 X 8,4 ( 残 存 部 ） 末端欠損

1 79 表 採 3 . 0 X 8  4 ( 残 存 部 ） i . 5 X  7 . 8  ( 残 存 部 ） 末端叩 き

1 80 表 採 2 . 3 X 8  7 ( 残 存 部 ）

1 81 及 採 l.6 X 9,8 ( 残 存 部 ） 末端叩 き

1 82 表 採 2,0 X 9,6 ( 残 存 部 ） J . 7 X 8 . 7  ( 残 存 部 ） l . 6 X 9,2 ( 残 存 部 ） 末端叩 き

1 83 表 採 2 4 X 6 .  J ( 残 存 部 ） l . 0 X 3 . 7  ( 残 存 部 ） 2 . 0 X 6  2 ( 残 存 部 ）

1 84 表 採 2 9x3.3 ( 残 存 部 ） 2 I X  3. 2 末端に磨り 面J.8X 4.6 断面方形

1 85 不 明 2.4 X 8,8 ( 残 存 部 ） J.5 X 7,6 ( 残 存 部 ） l 6 X 8 . 0  ( 残 存 部 ）

186 K - 25 3層 350 g 5 .3 X 3 9 X JQ 6  J.3 X 5 0 AB面、 C A 面凹み一部 ス ス付着

1 87 S - 20 4 層 450 g I X 4.9 X 10 . 8  , 9 X 3 ,9 ( 残 存 部 ） 末端叩 き

188 ハ イ 土 2.3 X 3,4 ( 残 存 部 ）

( A . H .  C は稜磨石の稜の磨面 を示す。 ）
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第 1 節 釈 迦 堂 1 号 墳

京 戸 川 扇 状 地 の 南 よ り を 東 西 に 走 る 京 戸 川 右 岸 の 崖 ぞ い に は 、 千 米 寺 古 墳 群 の 存 在 が 確 認 さ れ て い る 。 標 高

430 m か ら480m 付 近 に か け て 分 布 す る 古 墳 は 、 『 一 宮 町 誌』 に よ れ ば 、 32 基 が 報 告 さ れ て い る が 、 そ の 多 く が

す で に 封 土 を 失 い 全 壊 に 近 い 状 態 で あ る と い う 。

千 米 寺 古 墳 群 は 、 古 墳 時代 後 期 の 横 穴 式 石 室 を 有 す る 円 墳 群 で あ る 。 こ れ ら の 古 墳 群 を 形 成 し た 集 落 は 、 現 在

の 集 落 で あ る 藤 井 • 千 米 寺 • 石 • 鈴 郷 ・ 地 蔵 堂 な ど か ら 、 さ ら に 下 方 の 南 野 呂 • 中 尾 ・ ー ノ 宮 付 近 ま で が 土 師 器

の 分 布 な ど か ら 推 定 す る こ と が で き る 。 古 墳 群 は そ れ ら の 集 落 を 見 お ろ す 位 置 に 築 造 さ れ て い る の で あ る 。

本 遺 跡 の 1 号 墳 は 、 千 米 寺 古 墳 群 の 一 画 を 占 め 、 標 高456m に 位 置 し て い る 。 古 墳 群 の な か で も 残 存 状 況 の 良

好 な 大 塚 古墳 は 、 標 高435 m ほ ど に あ り 、 最 下 線 の 古 墳 で あ る が 墳 丘 の 長 さ が 18 m で 最 大 規 模 と な っ て い る 。 封

土 が ま っ た く 削 平 さ れ て い た 1 号 墳 と の 比 高 は2 1 m で あ る 。 1 号 墳 の 発 掘 に よ っ て 周 溝 を 有 す る 横 穴 式 石 室 の 円

墳 で あ る こ と が 確 認 す る こ と が で き た 。

1 号 墳 の 規 模 は 、 墳 丘 の 長 さ が 16m ほ ど で 、 周 溝 の 幅 は 2 - 4 m で あ る 。 山 側 は 深 く 掘 り 下 げ た 周 溝 と な っ て

い る が 、 谷 側 の 一 部 は 掘 り こ み は 見 ら れ な い 。 な お 墳 丘 の 裾 か ら 周 溝 の 底 に か け て 礫 が あ り 、 葺石 の 存 在 が 考 え

ら れ る 。 石 室 は 全 壊 に 近 く 、 側 壁 の 石 と 敷 石 が わ ず か に 残 っ て い た 。

そ れ ら か ら 計 測 す る と 、 開 口 部 が 南 西 に あ る 玄 室 の 長 さ は 約 5 m 、 幅 は 約 1 . 7m を 測 る 。 両 袖 形 式 と 思 わ れ 、 羨 道

部 は 約 1 . 4m で あ る 。 さ ら に 前 庭 部 と 考 え ら れ る 石 列 も 認 め ら れ た 。

1 号 墳 の 規 模 は 、 千 米 寺 古 墳 群 の な か で も 石 室 規 模 か ら は 一 般 的 な も の で あ る こ と が 知 ら れ た が 、 そ れ と 同 時

に 横穴 式石 室 の 開 口 部 が 南 西 に あ る こ と や 、 両袖形式 で あ る こ と は 大 塚 古 墳 と 類 似 す る こ と を 指 摘 し て お き た い 。

出 土 遺 物 に つ い て は 、 須 恵 器 • 土 師器 • 鉄 鏃 が 前 庭 部 や そ の 付近 の 周 溝 か ら 検 出 さ れ て い る 。 須 恵 器 か ら 1 号

墳 の 時 期 を 6 世 紀 後 半 な い し 7 世 紀 初 頭 に 入 る も の と し て と ら え て お き た い 。

な お 本遺跡 の S - [ 区 で S X-04 と し た 巨 石 の 集 合 し た 部 分 は 、 石 室 の 一 部 と 思 わ れ る が 、 完 全 に 破 壊 さ れ た 状

況 で あ り 、 墳 丘 の 基 底 部 や 周 溝 な ど 確 認 す る こ と が で き な か っ た 。 1 号 墳 よ り 東 へ 小 谷 を 1 つ 越 え た 小 尾 根 の 先

端部 に 位 置 し て い る こ と か ら 、 千 米 寺 古 墳 群 の 東 端 付 近 に あ た る 古 墳 で あ っ た こ と が 推 定 さ れ る 。

千 米 寺 古 墳 群 の 形 成 期 を 7 世 紀 前 後 に お く こ と は 、 1 号 墳 の 調 査 の み で 結 論 づ け る こ と は 早 計 で あ る と 思 わ れ

る が 、 分 布 調 査 な ど の 成 果 や 大 塚 古 墳 の 調 査 を 合 せ て 検 討 す る と 、 お よ そ 7 世 紀 前 半 ま で に お く こ と が で き る と

思 わ れ る 。

千 米 寺 古 墳群 の 所 在 地 は 一 宮 町 で あ る が 、 同 町 に は さ ら に 金川 扇 状 地 上 に国 分 古 墳 群 、 四 ツ 塚 古 墳 群 が 存 在 す

る こ と が 知 ら れ て い る 。 か つ て 国 分 古 墳 群 の な か の 1 基 が 調 査 さ れ た 。 国 分 築 地 1 号 墳 と 名 づ け ら れ た こ の 古 墳

は 、 墳 丘 の 長 さ が 10m 、 高 さ 3 m の 円 墳 で 、 横 穴 式 石 室 は 長 さ が 6 m 、 幅 が 2 m 、 無 袖 形 で あ っ た と い う 。 出 土

遺物 か ら そ の 築 造 期 を 7 世 紀 前 半 と し て い る 。 ま た 金 川 左 岸 の 四 ツ 塚 古 墳 群 も 最 近 の 調 牡 に よ っ て 、 そ の 時 期 が

7 世 紀 前 半 を 中 心 に 形 成 さ れ た と さ れ て い る 。

今 後 の 課 題 と し て 、 1 号 墳 の 存在 し た 千 米 寺 古 墳 群 と 国 分 古 墳 群 、 四 ツ 塚 古 墳 群 の 個 々 の 古 墳 に つ い て の 検 討

が 必要 で あ ろ う 。 各 群 の 特 徴 を 導 き 出 し 、 そ の 群集 墳 の 成 立 背 景 を 究 明 す る こ と が 重 要 で あ る 。 そ の た め に も 破

壊 が 進 ん で い る 古 墳 の 保 護 が 一 層 重 要 な 課 題 と な っ て い る の で あ る 。
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0 古 谷健 一 郎 1 983 「神 之 木 台 ・ 下 吉 井 式 士器 の 変 遷 」 『 丘 陵 』 1 1

0 長 野 県 教 育 委 員 会 1 982 『 長 野 県 中 央 道 埋 蔵 之 文 化 財 包 蔵 地 発 掘 報 告 書 』 ー （ 阿 久 遺跡 ） 一

0 長 野 県 教 育 委 員 会 1 976 『 長 野 県 中 央 道 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 発 掘 調 査 報 告 書 』 ー ( --t- ニ ノ 后 遺跡 ）

0 新 井 和 之 1982 「 黒 浜 式 土 器 」 『 縄文 文 化 の 研 究 』 3

O 網 野 克 彦 1 982 「 北 白 川 下 層 式 士器」 『 縄 文 文 化 の 研 究 』 3

0 今 村 啓 溺 1982 「 諸 磯 式 士 器 」 『 縄文 文 化 の 研 究』 3

0 佐 原 真 1981 「 縄文 施 文 法 入 門 」 『 縄 文 士器大成』 3

0 日 本 考 古 学 協 会 1 984 「 縄文 時代 の 集 落 変 遷 」

0 小 野 正 文 1981 「 土 偶 の 分 割 塊 製 作 法 資料研究 (1 )」 『 丘 陵 』 1 1
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第 10章 付

第 1 節 釈迦 堂遺跡群S- 1 区 出 土の 貝類 に つ い て

1 . は じ め に

編

渡 辺 誠

小 野 正 文 氏 （ 山 梨 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン ク ー ） よ り 検 討 を 依 頼 さ れ た 貝 類 は 1 片 で あ る （ 写 真 の 上 ） 。 『 釈 s -
1 、 Q - 15 、 3 層 、 80 . 8 . 7 、 6 g 』 と い う ラ ベ ル の つ け ら れ た 資 料 で あ り 、 縄 文 時 代 早 期 に 属 す る も の で あ

る 。

2 .  種 の 同 定

残存 す る 大 き さ は4 . 7 X 2 . 7cm 、 殻 の 厚 さ は 4 mm で 厚 く 、 そ の カ ー ブ は き わ め て 緩 く 、 殻 頂 部 や 腹 縁 部 な ど は

み ら れ な い 。 ま た 内 面 に は 套 線 が み ら れ な い の で 、 中 央 部 よ り の 部 位 で あ る こ と 、 外 面 に は 放 射助 は み ら れ ず 輪

脈 の み が み ら れ 、 そ れ も 左 寄 り で や や カ ー プ が 強 く な っ て い る の で 、 大 型 の 二 枚 貝 の 左 殻 で あ る こ と が わ か る 。

そ し て そ の 種 は 、 ハ マ グ リ Ov.feretrix Jusoria Loding) で あ る と 推 定 さ れ る 。

写 真 の 上 は 本 遺 跡 出 土 品で あ る が 、 同 下 は ほ ぼ 同 じ 大 き さ と 推 定 さ れ る 福 島 県 い わ き 市 寺 脇 貝 塚 （ 縄 文 晩 期 ）

出 土 品 に よ っ て 、 指 定 部 位 を 示 し た も の で あ る 。

3 本 資 料 の 意 義

最 後 に 本 資 料 の 意義 に つ い て 、 若 干 の 私 見 を 記 す こ と と す る 。

そ の 意 義 は 、 海岸 部 と の 交 流 を 示 す 実 証 的 な 資 料 で あ る と い う こ と に 尽 き る 。 従 来 土 器 の 文 様 、 石 器 素 材 、 硬

玉 、 天 然 ア ス フ ァ ル ト な ど か ら 、 縄 文 時 代 の 交 流 に つ い て 論 じ ら れ て お り 、 食 料 に つ い て も す で に 若干 の 指 摘 は

行 わ れ て い る 。

古 く よ り 知 ら れ て い る 例 と し て は 、 海 の な い 奈 良 県 橿

原 市 橿 原 遺 跡 の 場合 で 、 海 産 魚 類 の エ イ 類 ・ ク イ 類 ・ フ

グ類 ・ ボ ラ ・ ス ズ キ な ど の 骨 が 出 土 し て い る 。 ま た 近 年

の 例 と し て は 、 広 島 県 の 山 間 部 に 位 置 す る 帝 釈 峡 遺 跡 群

に お い て 、 海 産 の ハ マ グ リ な ど の 貝 類 が 出 土 し て い る こ

と が あ げ ら れ る 。 本 遺 跡 に 近 い 地 域 に お い て も 、 埼 玉 県

秩 父 市 橋 立 岩 蔭 遺 跡 で は 海 産 貝 類 の ア ワ ビ や ハ マ グ リ が

出 土 し て い る の で あ る 。

山 梨 県 下 に お い て も 将 来 こ う し た 資 料 は 増 加 す る に 違

い な い 。 そ し て そ の 伝 播 9レ ー ト は 問 題 に な っ て く る が 、

近世 の 煮 貝 の 習 俗 か ら み て も も っ と も 可 能 性 の 高 い の は 、

駿河 湾 に つ な が る 富 士 川 9レ ー ト で あ る 。 し か し な が ら 駿

河 湾 沿 岸 に は 同 時期 の 貝 塚 が み ら れ ず 、 今 後 に 問 題 が 残

さ れ て い る 。 交 易 の 範 囲 は 意 外 に も っ と 広 か っ た の で あ

ろ う 。 そ こ に 縄 文 人 の 活 発 な 生 活 の 様 子 を み る こ と も で

き る 。
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第 2 節 釈迦堂S- 1 区遺跡 出 土の 骨類 に つ い て

小 池 裕 子

釈迦 堂 ( S B の 部 ）

＜ シ カ ＞

釈 S - 1 S 8 -06 800508 鹿 角 破 片

釈 S - 1 S B - 17 8008 18 鹿 角 破 片

釈 S - 1 S B -31 800830 鹿 角 破 片

釈 S - 1 S B -06 800507 舟 状 骨 左 近位端

釈 s - 1 S B -07 80052 1 末 節 骨 近位端

＜ イ ノ シ シ ＞

釈 s - 1 S B 06 800502 大 臼 歯 歯 冠 破 片

釈 S - 1 S B -2 1 8008 15 下顎 骨 破 片

釈 s � 1 S B -31 800830 大 臼 歯 歯 冠 破 片

釈 s - 1 S B - 12 b 左距骨 破 片

釈迦 堂 （ グ リ ッ ド の 部 ）

＜ ジ カ ＞

釈 S - 1 Q -17 3 層 80050 1  鹿 角

釈 S - 1 W -2 1 3 層 ( S B 3 1 )  80 1207 鹿 角

釈 s � 1 V -20 2 屑 下 800603 鹿 角

釈 s - 1 Q � I8 3 層 下 800723 指 骨 遠位端

釈 S - 1 U -22 環 状 列 石 �00703 腟 骨 近位端

釈 s - 1 V - 19 1 層 80041 1 左 ・ 下 顎 第 1 切 歯

釈 S - 1 u �2 1 2 層 800417 下 顎 破 片

釈 S - 1 V -22 3 層 800731 中 足骨 遠 位 端

釈 S - 1 V -27 3 層 801202 腔 骨 遠位端

釈 S - 1 w �2 1 2 層 800223 頭 骨 · 角 座 部 分

釈 s � 1 W -2 1  3 層 下 800806 左 • 上 腕 骨 遠 位 端

釈 S - 1 y �22 3 層 800825 中 足 骨 遠 位 端 破 片

＜ イ ヌ ＞

釈 s l T -22 2 層 下 800929 右 腟 骨 近 位 部 l
) 同 一個体の 可能性 あ り

釈 S - 1 V -22 2 層 上 800624 右 腟 骨 近位端

＜ ヒ ト ＞

釈 S - 1 U -2 1 3 層 8006JO 寛 骨 破 片

釈 S - 1 S - 18 4 層 800806 右 焼 骨 遠 位 端
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第 3 節 熱 中 性子放射化分析 に よ る 黒曜石 の 産 地 同 定
金 山 喜 昭

分 析 者 ； 鈴 木 正 男 （ 立 教 大 学 ） 、 福 岡 久 （ 日 本 大 学 ） 、 金 山 喜 昭 （ 野 田 市 郷 土 博 物 館 ） 、 戸 村 健 児 （ 立 教 大 学 ）

分 析 方 法 ； 熱 中 性 子 放射 化 分 析 に よ る 微 量 元 素 の 測 定 と 判 別 分 析

サ ン プ ル の 抽 出 ； 各 遺 跡 の 対 象 資 料 全 て を 観 察 し 外 見 で 分 類 、 そ れ ぞ れ の 量 比 に 従 っ て 1 0点 の サ ン プ ル を 抽 出

し た 。 し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の デ ー ク に お け る 各 産 地 の 点 数 は 、 対 象 資 料 全 体 の 中 で の 構 成 比 率 と ほ ぼ 対 応 す る

も の と 考 え る 。 サ ン プ ル の 抽 出 は 、 金 山 が 行 っ た 。

各 記 号 は 次 の 産 地 を 示 す 。

s - w g ( 信 州 系 • 和 田 峠 ）

S - H  t ( 信 州 系 • 星 ケ 塔 ）

S - Y k ( 信 州 系 ・ 八 ケ 岳 ）

S - 0  r ( 信 州 系 ・ 男 女 倉 ）

K - S k ( 神 津 島 • 砂糖崎 ）

対 象 資 料 と 分 析 結 果 ；

① 釈 迦 堂 S - 1 区 （ 武 蔵 野 II b 期 ）

S - H  ( 3 点 ）

s -w g ( 7 点 ）

® 天 神 堂 遺 跡 第 1 号 礫 群 包 含土 壌 中 遺 物 （ 県 立 考 古 博 物 館 に 展 示 す る 際 の 清 浄 作 業 で 得 た 資 料 。 武 蔵 野 II b 期 ）

S - w  g ( 8 点 ）

S - H t ( 2 点 ）

® 丘 の公 園 1 4 番 ホ ー ／レ 遺 跡 ロ ー ム 層 水 洗 選 別 資 料 （ 武 蔵 野 lV 期 ）

S - 0  r ( 6 点 ）

S - Y k ( 3 点 ）

S - H t ( 1 点 ）

④釈 迦 堂 遺 跡 S - 1 区 S B - 1 1  ( 縄 文 時代 早 期 一 神 ノ 木 台 式 期 ）

S - H t ( 9 点 ）

K - S k ( 1 点 ）

® 天 神 遺 跡47 号 住 居 址 （ 縄 文 時 代 前 期 ー 諸 磯 b 式 期 ）

S - H t ( 8 点 ）

s -w g ( 2 点 ）

⑥ 釈 迦 堂 遺 跡 S - 1 区 S B - 1 0 ( 縄 文 時 代 中 期 ー 藤 内 式 期 ）

S - H t ( 8 点 ）

s - w g ( 2 点 ）

® 豆 塚 遺 跡 1 号 住 居 址 （ 縄 文 時 代 晩 期 一 清 水 天 王 山 式 期 ）

S - H  t ( I O点 ）

付 記 釈 迦 堂 遺 跡 群 で は 、 こ の 地域 の 遺 跡 と し て は 珍 ら し く 動 植 物 遺体 の 検 出 が あ っ た 。 そ の 自 然 科 学 的 分 析 は

た ち 遅 れ て い る が 、 上 記 の 分 析 を 依 頼 し た 先 生 方 の 御 協 力 に よ り 、 よ う や く そ の 解 明 途 に つ い た 。 ま た 発

掘 調 査 時 に は 山 梨 県 立 女 子 短 期 大 学 の 市河 三 次 先 生 の 御 指導 が あ り 、 S K - 2 1 か ら 植 物 遺体 の 検 出 が で き 、

貯 蔵 穴 と 確 定 で き た 。 諸 先 生 方 の 御 協 力 と 御 指 導 に 心 よ り 謝 意 を 表 し た い 。
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山 梨 県 東 八 代 郡 一 宮 町

塚 越 北 B 地 区
( S  - II 区 ）



第 1 章

第 1 節 住居 と 出土遺物

地 形

遺構 と 出 土遺物

S - ll 区 は 、 東 八代郡一宮 町 と 東 山 梨 郡勝沼町 と の 町境 に 所在 す る 。 地 形 は 幅 50m ほ ど の 舌 状 台 地 に な っ て お り 、

調 査 は 主 に こ の 舌 状 台 地 の 尾 根 の 部 分 を 対 象 と し て 行 っ た 。 S - 1 区 の と の 境 は や は り 幅50 m ほ ど の 谷 と な っ て お

り 、 工 事 中 の 切 断 面 に は 、 V 字 状 の 埋 没 谷 が 認 め ら れ た 。

こ の 京 戸 川 の 扇 状 地 は 何 回 も の 洪 水 が あ っ た と 思 わ れ 、 小 谷 や 小 河 川 の 跡 が い く つ も 認 め ら れ た 。 特 に S - 1

区 で は 2 本 の 小 河 川 が 存 在 し て い る 。 s - II 区 は よ り 高 い 疫 せ 尾 根 で あ っ た た め 、 こ う し た 水 害 り 影 響 は な い も

の と 思 わ れ た が 、 実 際 は 尾 根 上 は 表 土 の 流 失 が あ り 、 良 好 な 包 含層 に は め ぐ ま れ て い な か っ た 。

概 要

早 期 （ 釈迦堂 S 1 式 期 ） の 住 居 址 l 軒 ( S B - 02) 

中 期 （ 五 領 ケ 台 式 期 ） の 住 居 址 4 軒 ( S B - 03 、 04 、 06 、 07)

中 期 （ 曽 利 式 期 ） の 住 居 址 3 軒 ( S B - 05 、 08 、 1 2)

後 期 （ 称 名 寺 式 期 ） の 住 居 址 l 軒 ( S B - 1 0)

後 期 （ 堀 之 内 式 期 ） の 住 居 址 2 軒 ( S B -09 、 1 1 )

土 拡 は 94 基 確 認 し て い る が 、 時 期 判 定 に 苦 し む も の も あ る 。

住 居 址 と 土拡

早 期 は 1 基 の み で あ っ た が 約 1 00 m 離 れ た S - 1 区 に 早 期 の 集 落 が あ り 、 こ れ ら と ど の よ う な 関 係 を 持 っ た 住

居 で あ ろ う か 。 い ず れ に し て も 、 断 面 三 角 形 の 隆 帯 に 貝 殻 腹 縁 の 刻 目 を 持 つ こ と か ら 、 古 い 様 相 を 示 し て お り 、

S - 1 区 の S B - 36等 と 同 一 の 時期 の も の と 思 わ れ る 。

前 期 は S K - 0 1 の み 遺 構 を 検 出 し た が 、 諸 磯 b 式 の 縄 文 地 沈 線 文 系 土 器 が 出 土 し て い る の で 、 他 に 何 ら か の 遺

構 が あ っ た と 思 わ れ る 。

中 期 は 、 集 合 沈 線 文 系 土 器 を 主体 と す る 時 期 の も の で 、 広 義 の 五 領 ケ 台 式 期 に 含 め ら れ る も の で あ る 。 S - 1

区 で は S K - 1 55 で 細線文 系 土器 の 最 古 の も の が 出 土 し て お り 、 S B - 23 で は 細 線 文 系 士 器 と 集 合 沈 線 文 系 士 器 が

融合 し た も の が 出 土 し て い る 。

こ の S - ll 区 の 集合沈 線 文 系 土 器 は 縄文 地指頭圧痕 波状 隆 帯 が伴 う こ と が 明 ら か と な っ て い る 。 こ の 縄 文 士 器 は

お そ ら く 鍋屋 町 式 土 器 に 伴 う そ れ か ら の 系 譜 を も つ も の で あ ろ う 。 ま た 集 合 沈 線 文 系 土 器 に 木 目 状 撚 糸 文 土 器 が

伴 出 す る こ と は S K - 82 の 事 例 か ら も 知 ら れ る 。 な お 小 量 の 鷹 島 式 土 器 が 出 士 し て お り 、 S B - 04 の 事 例 か ら 集

合 沈 線 文 土 器 に 伴 出 す る も の で あ ろ う か 。

中 期 で は 他 に 曽 利 式期 の 住 居址 が 2 軒 検 出 さ れ て お り 、 こ の う ち 、 S B - 05 か ら は 吊 手 土 器 が 奥 壁 部 よ り 出 土 し

て お り 、 炉 に は 石 皿 片 を 利 用 し て い る こ と か ら 、 何 ら か の 特 別 な 住 居 で あ っ た と 思 わ れ る 。 な お 、 S B -05 、 08

共 に 奥壁 部 に ピ ッ ト を 持 た な い 住 居 で あ る 。

後期で は柄鏡形 の住居 で 出 入 口 部 が 南 西 方 向 を 向 い た S B - 10敷石住居址 が あ り 、 時期 は 称 名 寺 式 期 と 思 わ れ る 。

S B -09 は 、 住 居 の 中 央 部 の み 敷 石 を 用 い て い る 。 時期 は 堀 之 内 式期 で あ り 他 に 同 時 期 の も の は S B - 1 1 が あ る 。
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s — ]l 区 S B - 02 

S ― ]l 区唯一 の 早期 の 住居址 で あ る 。 扇 状 地尾 根 上 の 傾 斜 の た め か 、 北 西 辺 は 失 な わ れ て い る が 、 長 軸520cm 、

短 軸350cm ( 推 定 ） の 楕 円 形 プ ラ ン の 住 居 址 で あ る 。 東 壁 寄 り に 焼 土 の 堆 積 が 厚 く 、 ま た 炭 化 材 、 炭 化 堅 果 類 が

多 量 に 出 土 し て い る 。 こ の こ と か ら 火 災 住 居 で あ っ た 可能 性 も あ る 。 炉 址 と 思 わ れ る 焼 土 の 広 が り は 住 居址中 央

部 に あ る 。 柱 穴 は 6 柱 穴 で 、 早 期 末 の 釈 迦 堂 遺跡 群 の 住 居 と し て は 定 形 的 で あ る 。

土 器 は 1 が 懸 垂 隆帯 が 口 縁 に 近 い 位 置 に あ り 、 古 い 様相 で あ る 。 ま た 2 は S - 1 区 の 土器 に は な い 文 様 で 、 断

面 三 角 形 の 隆 帯 が ワ ラ ビ テ 文 化 し て い る 。 こ れ も 古 い 様 相 と 思 わ れ る 。 含 繊 維 土 器 で は 4 が 水 平 隆 帯 に 縦 の 隆 帯

が 接 続 す る も の で あ る 。 5 も 水 平 隆 帯 が 見 え る が 全体 の 文 様 は 不 明 で あ る 。 一 般 に 古 い 様相 を 示 す 含繊 維 土 器 の

隆帯 は 細 い 傾 向 が あ り 順 次 太 く な る よ う で あ る 。 石 器 は 石 鏃 6 、 稜磨 石 2 、 磨 石 1 、 玉 石 1 、 石 皿 1 、 ユ ー ズ ド

フ レ イ ク 2 で あ る 。

し ' 0

フ レ イ ク は 黒 曜 石 65 g 、 水 晶 165 g で あ り 、 こ こ で も S - 1 区 と 同 じ よ う に 水 晶 の 割 合 が 高
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第 3 図 釈迦堂S-1[区 S B -02出土土器 ( 1 、 2 、 4 、 7 、 8 は 1 : 6 ) 

S B -02 

図 版 挿 図 挿 図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

4 3 1 N.. 6 、 7 、 8 1 - J - a 波状口縁か ら懸垂隆帯が付 き 、 隆帯 に 貝 殻腹縁刻 目

2 No.JOほ か 1 - 1 - e  波状口縁 1こ断面三角形の隆帯を複数付け 、 貝殻腹縁刻 目

3 1 - 9 - e 含繊維土器に断面三角形の降帯

4 No.I I  1 - 9 - c 含繊維 、 水 平降帯と 波頂部か ら縦 の隆帯が付 く 、 口 縁 と 隆帯 に 刻 目

5 No.1 4 I - 9 orl0 含繊維 、 ク ガ状隆帯 1こ右傾刻 目

6 N.1 0 、 I I I - 9 or lO  含繊維 、 ク ガ状隆帯に 右傾刻 目

7 No. 1 1 - 7 - b  含繊維 、 無 文 土器

8 No 3 含繊維 、 底 部 、 貝殻頂部 に よ る条痕か。
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s - JI 区 S B - 03 

南 西壁 を 中 期 の S B -05 に よ っ て 切 ら れ て い る 。 南壁 は S B -04 、 06 と 重 複 し て い る が 、 重 複 関 係 は 不 明 で あ

る 。 住 居址 は 円 形 プ ラ ン で 長 軸 5 50 cm 、 短 軸450 cm の で あ る 。 炉 は 埋 甕 炉 で 、 集 合 沈 線 文 土 器 の 胴 部 を 利 用 し て

い る 。 柱 穴 は 6 本 と 思 わ れ る 。
士 器 は 集 合 沈 線 文 士 器 を 主 体 と し て い る 。 器 面 全 体 を 集 合 沈 線 文 がお お う も の と 、 口 辺 部 に 集 合 沈 線 文 を 施

し 、 結 束 ．． 結 節 縄 文 を 施 し た も の が あ り 、 さ ら に 全 縄 文 の 土 器 の 口 辺 部 に 指 圧 痕 隆 帯 を 施 し た も の が あ る 。 こ

の 土 器 は あ る い は 鍋屋 町 系 の 粗 製 土 器 で あ る か も し れ な い 。 縄 文 は 例 外 な く R L で あ る 。

石 器 は 石 鏃 4 、 打斧 6 、 磨 斧 l 、 石 錐 1 、 ス ク レ イ パ ー 1 、 石 ヒ 1 、 石 皿 1 で あ る 。 フ レ イ ク は 黒 曜 石 1 55 g 、

水 晶 5 g と 早 期 の そ れ と は ま っ た ＜ 量 が 異 な っ て い る 。 器 種 が 豊富 に な っ て 来 る 様相 が 窺 え る 。

S B -03 

図 版 挿 図 挿 図 比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 9 備 考

5 5 I N.49 3 - 1 - b 集合沈線 文 土器 口 唇 部 に ソ ー メ ン 状貼付 文 、 口 辺 に 集合沈線

2 ""52 3 - J - b  集合沈線文土器 口唇部に爪形文

3 N..45 3 - 1 - b 集合沈線文土器 口 唇 部 に 刻 目 、 頸部に 半絨竹管で 文様 を描 き 、 三角陰刻 も み

ら れ る 。 集合沈線の 2 次施文 も あ る 。

4 N.35 3 -- 1 - b  集合沈線文土器 口唇部に爪形文、 口 頸部の集合沈線 に は 三 角 形状の 空 白 部 あ

り 、 集合沈線の 2 次施文 も あ る 。

5 3 - 1 - b  集合沈線文土器 ほ ぽ器形のわか る 個体、 口 唇部 に 爪 形 文 、 頸 部 に 三 角 状空 白

部 、 胴部は羽状 と な っ て い る 。 横帯区画が明確化

6 No.24 3 - 1 - b  集合沈線 文 土器 口辺部

7 3 - 1 - b 集合沈線文土器 横帯区画が明 ら か。 2 次施 文 は 見 ら れ な い 。

8 心 3 - 1 - b  集合沈線文土器 横帯区画、 2 次施 文は な い 、 三 角 状空白 あ り o 埋甕炉， N.33 3 - 1 - b  集合沈線文土器 胴部

IO  3 - 1 - b  集合沈線文土器 口辺部

l l - 13 3 - 1 - b  集合沈線 文 土器

14 47 3 - 1 - b  集合沈線文土器 集合沈線の モ チ ー フ と そ の 間際の三角状空 白 部が あ る 。

15 3 - J - b 集合沈線文土器 集合沈線の モ チ ー フ と そ の間隙の 三 角 状空 白 部が あ る 。

1 6 2 - 3 -C 縄文地沈線文 土器 諸磯 b 式で あ ろ う 。

6 17 N.. 8 、 1 7 3 - 1 - b 集合沈線文 士器 14 と 同 一個体か。

1 8- 19 3 - 1 - b 集合沈線文土器

20 N,,29 3 - J - b 集合沈線文土器 三角状窄白 部 が よ り 大 き く な る 。

21 No.31  3 - J - b 集合沈線文土器 集合沈線に よ る 波状文 を 多用

22-23 3 - J - b  集合沈線文士器 集合沈線に よ る 波状文 を 多用

24 3 - 1 - b 集合沈線文t器 横帯区画1こ ヘ ラ 切浮線 文 の 名残が あ る 。

25 N..33 3 - 1 - b  集合沈線 文 士器 胴部 2 次施文がみ ら れ る 。

26-31 3 - 1 - b  集合沈線 文 土器 胴部 2 次施文がみ ら れ る 。

32 P 46 3 - 1 - b 集合沈線文土器 胴部 2 次施文がみ ら れ る 。

33 3 - 1 - b  集合沈線文土器 胴部 2 次施文がみ ら れ る 。

34 P 47 '3 - 1 - b • g 集合沈線文土器 集合沈線 と 結 束縄 文 を fti]時施 文 、 R L と L R の結束第 1 種の

の 未端 を結節 し て い る 。

35 No.4 1 3 - 1 - b • g  L 2 本の結束 し 、 そ の 両端 を結節

36 N.47 3 - 1 - e  R L の L の 一 方が細い。 縄文地に 半戴竹管 文

37 N..47 3 - J - e R L の L の 一 方が細い。

38 3 - 1 - e  R L の L の 一 方が細い。

39 3 - 1 - e  R L の し の 一 方 が細い。

40 No.勿 3 - l - e  R L の L の 一 方が細い。

4 1 N.1 8 3 - 1 - e 

7 42 No. 4 3 - 1 - f  R L の 地 文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯

43 No.46 3 - l - f  R L の地文に指頭圧痕の あ る 降帯、 耳状突起が付 く 。

44-45 3 - 1 - f  R L の地文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯

46 3 - 1 - f  L の無節縄 文 、 隆帯J:.へ ヲ 切

47 No. 4 3 - 1 - f  R L の地文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯
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S B -0 3 出 土土器 ( 3 )

f
 ( 47 、 57 、 5 8 1よ 1 : 6) 

図 版 挿 図 挿 図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 最 ヽ 備 考

7 48-49 3 - 1 - f  R L の 地 文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯

50 No. 7 3 - 1 - f R L の 地 文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯

5 1 3 - 1 - f  R L の 地 文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯

52 3 - 1 - h  R L の 地 文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯

53 N.28 3 - 1 - h  R L の 地 文 に 指 頭圧痕の あ る 隆帯

54 N.12 3 - 1 - h  R L の 地 文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯

55 N.39 3 - 1 - h  R L の 地 文 に 指頭圧痕の あ る 隆帯

56 3 - 1 - h  R L の 地 文 に指頭圧痕の あ る 降帯

57 邸7 3 - 1  - h  R L の 地 文 に 指頭圧痕 の あ る 隆帯

58 K.47 3 - 1 - h  R L の 地 文 に 指頭圧痕の あ る 降帯

- 1 1  -
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s — ll 区 S B -04 

長 軸600cm ( 推 定 ） 、 短 軸 5 50cm ( 推 定 ） の 円 形 プ ラ ン を な す と 思 わ れ る 。 南 東 壁 を 確 定 で き た に す ぎ ず 、 北

側 は S B 06 、 07 と 重 複 関 係 を も つ が 、 そ の 前 後 関 係 は セ ク ジ ョ ン の 観 察 か ら も 不 明 で あ っ た 。 炉 は 地床 炉 と 思

わ れ 焼 土 の 堆 積 が あ っ た 。 柱 穴 は 確 定 で き る も の が 少 な い が 7 - 8 柱 穴 と 思 わ れ る 。

士 器 は や は り 集 合 沈 線 文 土 器 を 主 体 と し 、 こ れ に 結 節 縄 文 土 器 ・ 指 頭圧痕 隆 帯 文 土 器 が 加 わ る 。 S B 04で 注

目 さ れ る の は 、 上 層 か ら 縄 文 地 に 結 節 浮 線 文 を も つ 十 三 菩 提 式 土器 が 出 土 し て い る 点 お よ び 、 近 畿 東 海 系 土 器 が

出 土 し て い る 点 に あ る 。 従 来 こ れ ら の 士 器 の 出 土 は 県 下 に は ほ と ん ど な く 、 わ ず か な 小 片 で あ る が 伴 出 関 係 が 注

目 さ れ る 。

石 器 は 石 鏃 3 、 石 � l 、 打 斧 8 、 磨 石 2 、 稜磨 石 3 、 石 錘 l 、 ユ ー ズ ド フ レ イ ク 3 で あ る 。

S B-04 

図 版 挿 図 挿 図凡 出 七 地 点

6 ， I N -19 

2 N -18 

3 N -18 

4 N -18 No. 4 

5 N -18 

6 N -18 

7 N � JS 

8 N - 18 N.34 

， N -18 N.24 

10 N - 18 N.22 

1 1  N -18 No. 5  

12 N -18 No.20 

13 0 -18 N.19 

14 0 -19 N.32 

15 N -18 N. 6  

16 o -19 No.25 

17 0 -19 No28 

18 0 -19 N.28 

19 N -19 N..16 

20 N -18 No. 8 

21 N -18 No. 2  

22 0 �19 N..27 

23 N -i8 No.ii 

24 N -18 

25 N -18 

26 0 -19 No.33 

27 N -18 N..10 

28 N -18 N>l3 

29 0 -19 N.26 

30 N -19 

31 N -18 N.10 

32 0-18 N.21 

33 0 �19 N.35 

10 34 0 -18 ふ22

35 N -18 No.19 

36 0 -18 N,.18 

37 P-18 

38 

39 

40 N.67 

41 心

分 類

3 - J - a  

3 - 1 - a 

3 - J - a 

3 - 1 - a 

3 - I - a or b 

3 - 1 - a or b 

3 - 1 - a or b 

3 - J - b  

3 - 1 - b 

3 - 1 - b 

3 - 1 - b  

3 - J - b 

3 - ) - b  

3 - 1 - b 

3 - 1 - b 

3 - 1 - b 

3 - 1 - b 

3 - l - b 

3 - 1 - b  

3 - 1 - b  

3 - J -g 

3 - 1 - f 

3 - 1 - f 

3 - 1 - f 

3 - 1 - f 

3 - 1 - h 

3 - 1 - h 

3 - 1 - h 

3 - 1 - h 

3 - J - h 

3 - 1 - h 

3 - 1 - h 

3 -- I � j 

3 - 1 -g 

3 - J - b • g 

3 - 1 - i  

3 - 1 - i 

2 - 3 - c 

3 - 1 - a 

3 - J � a • b 

3 - 1 - a 

文 様 高 さ

浮線 文 七器 R L > の地 文 に結節浮線 文 を 付け た も の

浮線文 七器 L R の 地 文 に ソ ー メ ン 状浮線 文

浮線文 土器 集合沈線の間 に ヘ ラ 切が 見 ら れ る 。

浮線文 土器 稜杉状浮線 文 がみ ら れ る 。

集合沈線 文 土器 口 柑部 に 円 形竹管文が付け ら れて•い る 。

集合沈線 文 土器 口 柑部 に 爪 形 文

浮線 文 t器 把手の絵に浮線文 を付け 、 Pl 形浮 文 も 付け て い る 。

集合沈線 文 土器 頸部に 半歓竹管で 文様を描 き 、 そ の 中 を 先填 し て い る 。

集合沈線 文 士器 口 唇部に 円形竹管 文 を付 け て い る 。

集合沈線文 土器 口 唇部に 浮線文

集合沈線 文 士器 口 唇部に 浮線文

集合沈線 文 土器

集合沈線文土器

集合沈線文 士器

集合沈線 文 土器

集合沈線 文 士器

集合沈線 文 土器

集合沈線 文 土器

集合沈線文土器

集合沈線文土器

縄 文 士器、 結束第 1 種、 R L と L R

縄 文 土器、 � Lの 地 文 に 指叫圧痕降帯 を 付け て い る 。

縄 文 士器、 R Lの地文に指頭圧痕降帯を付 け て い る 。

縄 文 土 器 、 R L の地文に 指頭圧痕陥帯 を 付け て い る 。

縄 文 土 器 、 R Lの 地 文 に 指頭圧痕隆帯 を 付 け て い る 。

縄文 土器、 R L 降帯 を付 く も の と 思われ る 。

縄 文 土器 、 R L

縄 文 土器 、 R L

縄 文 土器 、 R L

縄 文 ±器、 R L

縄 文 土器 、 R L

縄 文 土器 、 R L

無 文 土器

底部 結束第 1 種 R L と L R

R L と L R の結束の上に沈線文

単軸絡状帯 第 I A 類 Lの ゆ る い縄 文 を L と R に 巻いた も の。

単軸終状帯 第 I A 類 R の大I卜の縄 2 本 を L と R に 巻 い た も の。 ( J -37 ま で .I:府）

38-103ま で住居確認後 出 土 、 縄文地に沈線文 諸磯 b式

無文地に結節浮線文

口 唇部に浮線文 と 結節浮線 を付け る 。 Pl 文 の間 に 空 白 部 が あ る 。

頸 部 に 三角状の空白部が あ る 。

- · - - - · � � - n -

容 峠 £ 備 考
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第 1 2 図 釈迦堂s - n区 . S B -0 4出土 土 器 ( 4) (8 8 、 8 9 、 90 は 1 : 6) 

図 版 挿 図 挿 図 凡 出 七 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 9 備 考

10 42 N..42 3 - J - b 口 村 部 に 爪 形 文

43 N.46 3 - I - b  口 肘部に爪形文

0 - 1 9 N.32 

44 3 - 1 - b 口 唇部に爪形文

45  3 - 1 - b 口 柑祁 1こ爪形文

46 N..74 3 - 1 - b  J:J /8部に爪形文

47  3 - ) - b  口 厨部に爪形 文 2 次施 文があ る 。

48 3 - 1 - b n柑部に爪形 文 口 柑上に も 集合沈線 文 2 次施文 も あ る。

49 No.42 3 - J - b n 柑部 に 爪 形 文

50 N.45 3 - 1 - b 口 柑 部 1こ 爪 形 文 頸 部 に 三 角 状空 白 部 が あ る 。

5 1 No.45 3 - 1 - b 口 肘 部 に 爪 形 文 ミ ニ チ ュ ア

52 3 - t - b  口 柑 邪 1こ 爪 形 文

53 3 - J - b  

54 邸 I 3 - 1 - b 頸部

55 N凶 3 - I - b 頭部

56 邸6 3 - 1 -- b 頸部

57 N.72 3 - 1 - b  頸部

I I  58 N..72 3 - 1 - b  胴 部

59 No.7 1 3 - J - b  頸部

- 17 -



図 版 挿 図 挿 図比 出土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

1 1  60 N.85 3 - 1 - b  頸部

61 N.88 3 - 1 - b  頸部

62 邸5 3 - 1 - b  頸部

63 No.44 3 - 1 - b  頸部

64 No.46 3 - 1 - b  頸部

65 邸2 3 - 1 - b  胴部

66 No.46 3 - 1 - 0  頸部

67 N..82 3 - 1 - b 胴部

68 N.47 3 - J - b  胴部

69 N.66 3 - 1 - b 

70 l'o.70 3 - 1 - b  

71 N必2 3 - 1 - b  

72 N.37 3 - 1 - b 朋部 胴部に 2 次施文がある。

73 No68 

74 No.48 3 - 1 - b  

75 N.48 3 - J - b  ’胴部

76 3 - 1 - b  ロ 辺

77 3 - 1 - b 口辺 ほ と ん ど無文地に 半載竹管 文 を加 え 、 集合沈線は 充填 し な い。

78 N.77 3 - J - b  口辺

79 3 - 1 - b  

80 邸2 3 - 1 - f 縄文士器 L か

81 3 - 1 - f  

82 No.71 3 - J - f  

83 邸5 3 - J - f  R L  降帯上ヘ ラ 刻み

84 N.71 3 - l - e 縄軸 L Iこ L を R 巻 き

85 N.71 3 - t - e 縄軸 L に L を R 巻 き し さ ら に そ の 上 に 0 段の細 い縄 を 一部巻 い て い る 。

86 3 - J - g 結束第 1 種 L を 2 本両端 を結節

87 3 - 1 - i 器面に 一様の深 さ に撚糸圧痕が 見 られ な い こ と か ら、 半戯竹 管の中 央部、 絨か

れた面に縄の中央 を 出 し、 そ の 両側 に L を L 巻 き し 、 し か も そ の 両端の縄 も 穿

孔 し て 止 め て い る と 息 わ れ る 。

12 88 N. 8  3 - J - f 縄文地に 指頭圧痕降帯 を加え た も の、 R L

89 N.64 3 - J - b • g お そ ら く 口 頸部を集合沈線 文で描 く も の で 、 胴部は結束第 1 挿 R L と L R の 羽

状縄文 と し、 そ の 末端 を結節 し て い る 。

90 3 - 1 - h  R L  お そ ら く 降帯が付 く も の と 思われ る 。

91 匹7 3 - 1 - h  R L  

92 No.58 3 - J - h R L  

93 邸2 3 - J - h R L  

94 No.73 3 - J - h R L  

95 r.,.71 3 - I -- h R L  

96 N..51 3 - \ - h  R L  

97 N.41 3 - 1 - h R L 

98 3 - J - h  R L  

99 邸l 3 - 1 - j 底部

100 N.64 3 - J - j 底部

101 S B-04 3 - 2 近畿東海 系土器 R L の地文の上に隆帯 と 爪形文、 口 唇部に も 爪 形 文 、 内 面 に

も 縄文 を施す。 縄文は 0 段 3 条か。

102 3 - 2 近畿東海系士器 R L の縄文

103 3 - 2 近畿東海 系土器 無 文

- 18 -



2
 

／
 
ゞ
ぷゞ
'

忍`．`̀‘
＼ヽ
ゞ
ぶ

翠怠
送
賓a

翠
書奮
ず

、
A
3

6 
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7
 

宣 第 1 4 図 釈迦堂 s - n 区 S B -07出土土器 ( 1 : 6) 

s - n 区 S B-06

S B -03 と S B -04 の 間 の わ ず か な 空間 に 、 埋甕炉 を 検 出 し た 。 壁 も 西 壁 の 極 く 一 部 を 検 出 し た に す ぎ な い が 、

こ の 炉 址 を も っ て 、 S B -06 を 設定 し た 。 炉 址 の ま わ り に は 、 ほ と ん ど 焼 土 の 堆 積 は な い 。 炉 址 の 他 は 柱 穴 も 不

明 で あ る 。

土 器 は 甕体 土 器 が 集 合 沈 線 文 土 器 の 胴 部 を 使 用 し て お り 、 住 居址 の 時期 も こ の 時 期 と 考 え て お き た い 。

石 器 は 磨石 （ 凹 あ り ） と 石 筒 状 石 器 1 が 出 土 し て い る 。

s - n 区 S B -07 

S B -04 の 北 壁 を 調 査 中 、 発 見 し た 埋甕 炉 で あ る が 、 焼 土 の 広 が り も な く 、 炉 と し て の 断 定 に は 若 干 疑 問 も あ

る 。

炉 体 土 器 は 集 合 沈 線 文 の 施 文 も ま ば ら で 、 密 集 は し て い な い 。 こ れ は S - 1 区 S B - 2 3 の 図 1 64 - 3 の 土 器 に

近 似 し 、 集合 沈 線 文 土 器 で も よ り 新 し い 部 分 に 属 す る も の で あ る 。

S B -06 • 07 

図 版 挿 図 挿 図凡 出 t 地 点 分 類 文 様 高 さ 容馘 ¢ 備 考
1 1 3 1 S B -06 3 - l - - b 集合沈線文七器 埋甕炉 口辺部を欠 く 。

2 S B - 06 No. l 3 -- I - b 集合沈線文土器 底部
3 3 - 1 - b  集合沈線 文 七器 口辺部
4 3 - 1 - b  集合沈線 文 七器 口辺部
5 3 - 1 - g  縄 文 ±器 R L と L の結束第 1 種両端結節
6 N. 4 3 - 1 - f  縄 文 士器 R L の縄文地に指頭圧痕降帯
7 N.. 4 3 - J - h 縄 文 土器 R L  0 段 3 条 ． ．  • 一 ' ' '一

1 4  I S B -07 3 - 1 - b  集合沈線 文 士器 連弧状沈線の中に沈線を加え て い る 。
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第 1 7 図 釈迦堂 S ー I[ 区 S B -05 出 土 土 器 ( 1 、 2 は 1 : 6 )  

S - Il 区 S B - 05 

長 軸460cm 短 軸350cm の 楕 円 形 プ ラ ン で あ る 。 た だ 奥 壁 部 の ラ イ ン は や や 直 線 的 で あ る 。 壁 高30cm を 測 り 、 周

溝 は 出 入 口 部側 に は 検 出 さ れ て い な い 。 柱 穴 は 4 柱 穴 で 、 奥壁部炉 の 北 の 柱 穴 を 欠 く も の で あ る 。 出 入 口 部 に ピ ッ

ト が あ る の で 、 こ れ が 埋 甕 ピ ッ ト と 思 わ れ る 。 炉 址 は 方 形 囲 炉 で 、 石 組 の 中 に 石 皿 片 が 用 い ら れ て い る 。

土 器 は 吊 手 土 器 の 完 形 品 が 炉 の 北 側 の 奥 壁 近 く に 検 出 さ れ て い る 。 文 様 か ら は や や 古 い 様相 も あ る が 、 曽 利 i

- lV 式 期 の も の で あ ろ う 。 他 の 土 器 は 小 片 が 出 土 し て い る の み で あ る 。 石 器 は 炉 の 用 材 と し て 用 い ら れ て い た 石

皿以 外 に な い 。

S B -05 

図 版 挿 図 挿 図 凡 出 t 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 量 ¢ 備 考

6 17 1 8 吊 手土器 住居址の奥壁に近い部分か ら 出 土 1 1 . 4  

2 8 曽利 I - IV 式の胴部

3 8 ，， 
4 - 7 8 曽 利 IV 式の胴部で あ ろ う 。

8 ， R L  

S - ll 区 S B - 0 8  

長 軸570cm 、 短 軸470cm の ほ ぽ 円 形 プ ラ ン で あ る 。 炉 址 は 方 形 石 囲 炉 で 出 入 口 部 の 石 材 が 抜 き 取 ら れ て い る 。

奥壁 部 の 石 材 は 大 き く 一 段 と 高 い も の で あ る 。 曽 利 式 期 の 一 般 的 な 住 居 プ ラ ン と 柱 穴 の 位 置 か ら す れ ば 、 こ の 住

居 址 に 伴 う ピ ッ ト は 検 出 さ れ て い な い 。 こ の 住 居 址 は 撹 乱 が 著 し い こ と と 、 砂 利 層 の た め の 検 出 で き な か っ た た

め 柱 穴 が 検 出 で き な か っ た と 思 わ れ る 。 出 入 口 部 に ピ ッ ト は あ る が 、 埋 甕 は 検 出 さ れ て い な い 。

出 士 遺物 は 極 く 少 な く 、 曽 利 式 土 器 と 思 わ れ る 少 片 が 出 士 し た に す ぎ な い 。
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第 1 8 図 釈迦堂 s - n 区 S B -08 ( 1  : 6 0 )  

s - n 区 S B -1 2  

東壁部分 を ほ ぽ 半 周 検 出 し た 住 居址 で 、 直 径400cm の 円 形 プ ラ ン を な す も の と 思 わ れ る 。 東 南 壁 に 周 溝 が あ り 、

数 個 の 小 ピ ッ ト が 検 出 さ れ て い る 。 炉址 は 方 形 石 囲 炉 で 、 奥 壁 部 分 と 東 側 石 を 残 し て い る 。 こ の 住 居 址 の 柱 穴 は

検 出 さ れ て い な い 。

土 器 は 炉 に 近 接 し た 床 面 上 に 曽 利 lV 式 土 器 が 一 個 体 分 横 た わ っ て い た 。 口 頸部 文 様 帯 は 省略 さ れ 、 口 辺 に め ぐ

る 水 平 半 隆帯 か ら 垂下 す る 半 隆 帯 に よ っ て 区 画 さ れ た 中 に 条 線文 を 地文 と し 、 波 状 垂 線 を 施 し て い る 。 他 は 小 片

で あ る 。 石 器 は 磨 石 2 、 玉 石 l 、 稜磨石 1 で あ る 。

S B -1 2  

図 版 挿 図 挿 図 凡 出 七 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 量 ¢ 備 考

20 I 7 稜杉降帯 と キ ャ ク ピ ラ 文

2 7 爪形文 1 - 2 は混入で あ ろ う 。

3 8 曽利 I - IV 式の胴部

4 8 曽 利 IV 式

5 8 曽 利 I - IV 式の鉢形士器

6 8 曽 利 I - IV 式の胴部

7 8 曽 利 I - IV 式の胴部

8 8 炉の近 く か ら 出土。 垂 下底隆帯で区画 さ れた 中 に 半戴竹管 に よ る条線 と そ の J:: 47.4 

に波状沈線の垂下 し て い る 。

， 8 曽 禾1) 1 - IV 式の胴部

10 8 曽 利 I - IV 式の胴部

I I  N.. 1 1  ， L R L  

1 2  ， R L  
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第 21 図 S B -09 ( 1 : 60 ) 

S - ll 区 S B -09 

北 西壁 は 失 な わ れ て い る が 、 長 軸550cm 、 短 軸400cm ( 推 定 ） と 思 わ れ る 楕 円 形 プ ラ ン を も つ 。 敷石 は 住居 址 の

中央部 に の み検出 さ れて い る 。 炉址 は確 認 さ れ て い な い 。 柱 穴 と 思 わ れ る ピ ッ ト は p 1 、 P 2 、 P 3 、 P 4 で あ る 。

土 器 は 中 期 末 の 加 曽 利 E 式 土 器 と 堀 之 内 1 式 土 器 が 出 土 し て い る 。 住 居 址 の 時 期 と し て は 、 こ の 堀 之式 期 と 考

え て お き た い 。

石 器 は 打斧 が 7 点 出 土 し て い る 。

S B -09 
図 版 挿 図 挿 図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 9 備 考

7 22 I 口 辺 部 、 L R

2 口 辺 部 、 L R 縄文地 3 本引 き 沈線

3 1 0 R L  

4 1 2- 3  3 本引 き 沈線

5 2 と 同 ー で あ ろ う 。

6 1 0 R L  

7 1 0 L R  

8 1 0 口 辺 部 に 円 形剌突

9 1 2- 3  口縁部に沈線 を 加 え た く の字 形 口 縁

10 1 2- 3  ロ 縁 部 に 沈線 を加 え た く の字 形 口 縁

I I  1 2- 3 ロ縁部に沈線 を 加 え た く の字 形 口 縁

- 24 ·--



図 版 挿 図 挿 図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

7 22 1 2 1 2- 3 ロ 縁 部 に 沈線 を 加 え た く の字形口縁

13 1 2- 3 口縁部に沈線を加 え た く の 字 形 口 縁

14 1 2- 9 L R  磨消縄文

15 1 2- 9 L R  磨消縄文

16 12- 1 2 本引 き 沈線文

1 7 , 1 2- 3 2 本引 き 沈線文

18 1 2- 3 2 本引 き 沈線文

19 1 2- 8 - b 無節の縄文 L を 地文 と し た 3 本 引 沈線文

20 12- 3 3 本引 き 沈線

21 1 2- 3 3 本引 き 沈線

22 12- 3 2 本 引 沈線で モ チ ー フ を描 き そ の 間 を沈線で 埋 め た も の

23 12- 3 2 本 引 沈線で モ チ ー フ を描 き そ の 間 を 沈線で 埋め た も の
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第 2 3 図 釈迦堂 s - n 区 S B -1 1 炉址 ( 1 は 1 : 4 ) 

S - lI 区 S B - 1 1

M - 21 グ リ ッ ド で 、 焼 土 と 埋 甕炉 を 検 出 し 、 こ れ を S B - 1 1 と し た 。 こ の 炉 址 に 伴 う 柱 穴 の 検 出 に 務 め た が 、

検 出 で き ず 、 住 居 址 の 範 囲 は 不 明 で あ る 。

埋 甕炉 の 土 器 は 堀 之 内 l 式 で 胴 下 半 部 で 2 本 引 き 沈 線文 と 隆 帯 文 が 見 え る 。

s - n 区 S B - 1 0

表 土 直 下 に 検 出 さ れ た 柄 鏡 形 の 敷 石 住 居 址 で 、 円 形 部 の 直 径350cm 、 柄 部 は 長 さ 1 5 0cm 、 巾 1 00cm で あ る 。 円 形

部 の 端 の 石 は 一 段 と 高 く な っ て お り 、 縁石 を 形成 し て い た と 思 わ れ る 。 炉 址 が 存 在 す る で あ ろ う 部 分 の 石 は 貫 き

取 ら れ て お り 、 そ の 存 在 を 確 認 で き な か っ た 。 石 材 と し て は 扁 平 な 安材 岩 も 用 い る が 、 主体 は 花 岡 岩 で あ る 。 出

入部 に 石 棒 の 一 部 が検 出 さ れ て い る 他 は 、 石 皿 や 多 孔石 は 用 い ら れ て い な い 。

出 土遺物 は 曽 利 式 、 加 曽 利 E 式 土 器 の 終 末 か ら 堀 之 内 式 ま で で あ る が 、 住 居 址 の 時 期 と し て は 、 後 期 初 頭 の 称

名 寺 式 土 器 の 時期 と し て お き た い と 思 う 。

石 器 は 石 鏃 1 、 石 棒 片 2 、 磨 石 1 が 出 土 し て い る 。 石 棒 は い ず れ も 無 頭 石 棒 と 思 わ れ る 。

S B -1 0  

図 版 挿 図 挿 図No. 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

8 25 1 8 曽 利式土器 低隆帯 と 条線 を 主 文様 と す る 。 口 辺部

2 8 曽利式土器

3 8 曽 利式土器 一本引 き 沈線に よ る 羽状文

4 8 曽 利式土器 沈線 と ハの字文

5 8 曽利式土器 ハの字文

6 8 曽利式土器 半載竹管 に よ る 条線

7 8 曽利式土器 半戴竹管 に よ る条線

8 8 曽利式土器 半載竹管に よ る 条線

， 8 曽 利式 土器 半絨竹管 に よ る 条線 横位の条痕

10 8 曽利式士器 半戴竹管 に よ る 条線

I I  8 曽利式土器 半載竹管1こ よ る 条線

12 8 曽利式土器 半載竹管 に よ る 条線

-- 26 -



図 版 挿 図 挿 図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

25 13  8 曽利式土器 半載竹管 に よ る 条線

14  8 曽利式士器 一本引 き 沈線

15  8 曽利式土器 一本引 き 沈線

16 8 曽 利式土器 一本引 き 沈線

17 8 

18  8 曽利式土器 半載竹管 に よ る条線

19 10 中期末の土器群、 徴隆帯を も つ も の 、 無節 R

20 10 中期末の土器群、 徴降帯 を も つ も の 、 無節の縄 文 R

21 10 中期末の土器群、 徴隆帯を も つ も の . R L 

22 10  中期未の土器群、 微隆帯を も つ も の

23 10 中期末の士器群、 沈線を も つ も の R 

24 10  中期末の土器群 沈線で区画 し た磨消縄文 を も つ も の R L  

25 IO  中期末の土器群 沈線で区画 し た磨消縄文 を も つ も の

26 10  中期末の土器群 沈線で区両 し た磨消縄 文 を も つ も の

'2:1 10 中期末の 土器群 沈線で区画 し た磨消縄 文 を も つ も の

28 10 中期未の 土器群 沈線で区画 し た磨消縄 文 を も つ も の L 

29 10  中期末の土器群 沈線で区画 し た磨消縄 文 を も つ も の 縄 文 の破片 R L 

30 10  中期末の 士器群 沈線で区画 し た磨消縄 文 を も つ も の R L  

31  10  中期末の土器群 沈線で区画 し た磨消縄文 を も つ も の L R  

32 10 中期末の土器群 沈線で区画 し た磨消縄文 を も つ も の L 

33 10 中期末の 士器群 縄文 を も つ も の L 

34 10  中期末の土器群 縄 文 を も つ も の L R  R の 一 方 が 太 い

35 10 中期末の 士器群 縄文 を も つ も の L R  

36 1 0  中期末の 土器群 縄文を も つ も の R L  

26 37 10  中期末の土器群 縄文 を も つ も の R L  

38 10  中期末の土器群 縄文 を も つ も の L 

39 10  中 期末の 土器群
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＼
 68 

72 
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第 27 図 釈迦堂 S - II 区 S B -1 0出土土器 ( 3 ) (66 、 6 8 は 1 : 6 )  

図 版 挿 図 挿 図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

26 40 1 0  中期末の土器群 縄 文 を も つ も の

41  10  中期末の 土器群 沈線で主文様を描 く も の

42 1 0  中期末の士器群 沈線で主文様を描 く も の 口唇部 に 列点線の マ ド区画

43 10 中期末 沈線で 主文様を描 く も の 口唇部に烈点沈線の マ ド区画

44 10 縄文が見え る

45 1 1  後期初頭の土器群 沈線区画の中 に縄文 を 施 し て い る L R 一 方が太い。

46 1 1  後期初頭の 土器群 L R  

47 1 1  後期初頭の士器群 L の 充填縄文

48 I I  後期初頭の 土器群 R L 充填縄文

49 1 1  後期初頭の 土器群 R 充填縄文

50 1 1  後期初頭の 土器群 L R 充填縄文

5 1  1 1  後期初頭の土器群 L R 充填縄文

52 1 1  後期初頭の 土器群 R L 充填縄文

53 I I  後期初頭の 土器群 L R 充填縄文

54 1 1  後期初頭の土器群 R L 充填縄文

55 1 1  後期初頭の 土器群 R L 充填縄文

56 1 1  後期初頭の 土器群 L R 充填縄文

57 1 1  後期初頭の 土器群 L R 充填縄文

58 1 1  後期初頭の土器群 L R 充填縄文

59 J I  後期初頭の 土器群 R L 充填縄文

60 1 1  後期初頭の 土器群 L R の直前段 3 条太い•細い•細いの撚 り 、 垂下降帯が付 く

61 I I  後期初頭の 土器群 R 

62 1 1  後期初頭の 士器群 60 と 同 一個体

63 I I  後期初頭の 土器群 L R 、 垂下降帯が付 く

64 1 1  後期初頭の 土器群 63 と 同一個体

27 65 1 1  後期初頭の士器群 縄文では な く 列点 を施 し て い る 。

66 J I  後期初頭の 土器群 口縁か ら隆帯が垂 下 す る L R  R の 一方が細 い。

67 1 2- 1 後期初頭の 土器群 沈線で 文様を描 く 堀之内式

68 1 2  後期初頭の土器群 沈線で 文様を描 く

69 12 後期初頭の土器群 沈線で 文様を描 く

70 1 2  後期初頭の土器群 沈線で 文様を描 く

71  1 2-14  後期初頭の土器群 底部

- 30 



図 版 I 挿 図

I
挿 図No. I 出 土 地 点

刀 72

73 

74 

分 類 様 高 さ l 容量 ヽ l 備 考

1 2-14  

1 2- 1 4  

1 2- 1 4  

文

後期初頭の 土器群 底部

後期初頭の 土器群 底部

後期初頭の 土器群 底部

S ー 1[ 区 S X -0 1  

S - 1[ 区 の 調 査 区 の ほ ぽ 中 央 部 に 検 出 さ れ た 遺 構 で 、 初 め 古 墳 の 石 室 で は な い か と 調 査 を 進 め た が 、 古 墳 で は

な い こ と が 判 明 し た 。

し か し 扇 状地 の 小尾根 の 頂部 に 巨 石 が存 在 す る こ と は 自 然 で な い の で 、 や は り 古 墳 の 石 室 等 の 石 材 と 思 わ れ る 。

畑 の 耕 作 の た め に 、 S - 1 区 の 石 埋 設坑 の よ う に 、 こ れ も 巨 石 を 地 下 に 埋 設 し た 遺 構 と 思 わ れ る 。

ー

2 m  

SfA 笹B

I 貧 褐 色 土
[[ 貧 暗 褐 色 石 質 土
Ill 黒 色 土
IV 黄晴 褐 色 土
V ill. 暗 褐 色 礫 土
VI 貴褐 色砂賣.t_
'Ill 混黒色環土
暉 混 貧色砂霞t
IX ill. 黄 色砂霞.i:

X 賀色砂礫土
刀 賀暗掲 色砂礫±
llll 黄 色 j・

・

I OI 暗褐 色 t.
I N 暗掲色砂費 I:

＞
 

第 2 8 図 釈迦堂 S - 1 区 S X -0 1 ( 1  : 60 ) 
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第 2 節

整理番号 土 塘 番 号

S K -01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10  

I I  

12  

13  

1 4  

15 

16 

17  

1 8  

1 9  

20 

2 1  

2 2  

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

3 1  

32  

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

4 1  

42 

43 

44 

45 

46 

47 

土 拡

グ リ ッ ト

M - 23 

M � 23 

N -23 

N -23 

N -23 

N -23 

N � 23 

N-23 

N �z4 

N-24 

N -22 

N -24 

N-23 

M �23 

M-23 

M-25 

N - 24 

M�24 

M -25 

M -24 

M -26 

M -26 

N -25 

N -25 

M -26 

N�22 

L -26 

N � zz 

M-27 

M -27 

L -24 

M-25 

L -23 

L -24 

L -24 

M -22 

L �ZJ 

L �2] 

L -2 1  

L �zo 

L-20 

M -26 

M -26 

長 径 x 短 径 x 深 さ

98 X 64 X 45 

90 X 90 X 2 1  

90 X 78 X 3[ 

70 X 70 X 35 

75 X ( 60) X 12 

75 x 73 x JO  

! 05 X 94 X 49  

( 55 )  X ( 44 )  X 1 1  

85 X 7Q X 35 

94 X 9() X  29 

74 X 7Q X 20 

97 X 9Q X 30 

J5Q X J5() X 92 

8Q X 72 X 23 

105 X 98 X 60 

50 X 50 X I I  

62 X 5! X 6()  

BO X 76 X 29 

98 X 94 X 82 

66 X 9} X 36 

80 X 49 X 1 1  

1 00 X 84 X 3 1 

87 X 81 X 82 

50 X 45 X  15  

53  X 40 X 20 

83 X 78 X J3  

1 2 2 x 1 10 x 1 2  

76 X 74 X 20 

J 62 X 72 X 23 

88 X  76 X 1 3  

96 X 6Q X 54 

1 15 X 86 X 36  

l lO  x 96 x 

J03 X B8 X 56 

48 X 46 X 27 

56 X ( )  X 34 

6() x  50 x 26 

( 1 20) X (95) X 

( 1 25)  X ( 120) X 

0 40)  x (JOO ) x 

82 X 72 X 

(I 1 0) X ( 1 05) X 

( 1 40) X (85) X 

( 1 20) X ( 1 05 )  X 

出 土 遺 物

諸 b 、 石 皿、 0 b 

諸 b 、 五領、—石鏃 o b 

五領

井戸尻、 打斧2)

小型磨斧

五領

諸 b 、 曽利、 打斧(3)破、 磨石、 コ ー フ レ 、 cl ob 

曽 利

曽 利

曽 利

曽利、 堀之内、 打斧(3) 、 ob c l  

曽 利

曽利、 磨石 2

堀之内

曽 利、 堀之内、 0 b 

五領、 石鏃

打斧2)、 玉、 ob

打斧

加 E 4 、 石鉄、 横1J O b 
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整理番号 士拡番号 グリット 長径X短径x深さ 出 土 遺 物 図化した遺物 備 考

48 M�26 (!20) X (95) X 

49 M-26 040) X 000) X 

50 M-24 95 X 80 X 26 

51 M-24 55 X 40 X J5 称名寺？、 堀之内 ． 称名寺、 堀之内

52 N-22 170 X 95 X 8J 五領、 胴石 2、 ユー ズドフレイク ob 五領

53 L-24 30 X 25 X 

54 L-24 (64) X (55) X 30 

55 L-24 (6()) X (55) X 23 

56 し ニ 26 112 X 106 X 20 五領、打斧、 チッパー、 凹石、 ob、cl 五領

57 K-26 64 X 56 X J 2 

58 

59 

60 

61 五領

61 

62 

63 

64 L-24 46 X 38 X 

65 L-24 70 X 39 X 

66 L-23 49 X 48 X 

67 L-26 80 X 75 X 

68 L-26 70 X 70 X ob 

69 N-23 9QX (70) X 32 ob 

70 M-21 (55) X (55) X 五領 稜磨石、 ob、cl 五領

71 M-21 (136) X (104) X 60 五領 五領

72 M-21 (202) X (140) X 6 五領、 ドリル, ob 五領

73 N-21 120 X 106 五領、 凹石、 稜磨石、 ob 五領

74 M-21 96 X (82) X 44 五領 五領

75 M-21 (80) X (72) X 

76 M-21 ]06 X (77) X 石鎌、磨石、 ob

77 M-22 106 X 95 X 五領、 ob 五領

78 M-21 lOOX JOOX 34 十三、 五領、打斧、 ob、cl 十三、 五領

79 M�zz 92 X 87 X 32  五領 五領

80 N-20 92 X 78 X 43 五領、 ob、cl 五

81 L-22 108 X 100 X 42 稜磨石、 ユー ズドフレイク、 ob

82 M-21 124X94X37 五領 五領

83 M-21 6QX50X ( )  五領 五領

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 S B-04 220 X }90 X 68 五領、 堀之内、 ob, cl 五領｀ 堀之内

91 s s�04 X J2QX 54 五領、 （石片）、 ob、cl 五領

92 S B-03 12ox 90x5o 五領、 ob 五領

93 S B-03 X 40X 50 五領、 石鏃、 ob 五領

94 S B-03 122 X 120 X 40 五領、病石、 ob、cl 五領

95 SB-04 2oox2oox45 堀之内 堀之内

·—- 3;i . 一
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釈迦堂s-n 区
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気

SK出土土器

前期のSK

図 版 挿 図 挿図凡 出士地点 分 類 文 様 高 さ 容量£ 備 考
37 I SK-02 2-3-c 縄文地 RLに半戴竹管による文様を描くもの

2 SK-0 2 2-3-c 縄文地 RLに半裁竹管による文様を描くもの

3 S K-01 2-3--c 縄文地 RLに半絨竹管による文様を描くもの

4 SK-01 2-3-c 縄文地 RLに半戴竹管による文様を描くもの

5 S K--01 2-3-c 縄文地 RLに半載竹管による文様を描くもの

6 SK-01 2-3-c 縄文地 RLIこ半戴竹管による文様を描くもの

中期のSK

図 版 挿 図 挿図凡 出土地点 分 類 文 様 高 さ 容量£ 備 考， 38 l S K-0 7  3-1-b 集合沈線文土器 口唇部に爪形文と結節浮線文を付ける。

2 SK-fYl 3-1-1 縄文土器 RLの地文の上に指頭圧痕のある隆帯を付ける。

3 2-1 縄文土器 LLの反の撚りである。前期中葉の土器

4 S K-03 3-1-b 集合沈線文土器 三角状空白部あり。

5 SK-08 3-1-b 集合沈線文土器 三角状空白部あり。

6 SK-'Zl 3-1-h 縄文

7 SK-Tl 3-1-h 縄文

8 SK-'Zl 3-1-b 集合沈線文土器， S K-27 3-1-h 羽状縄文 LR の縄文方向をかえて施文

10 S K-29 2-1-c 

11 S K-29 3-J-b 集合沈線文土器

12 S K-43 3-1-g 垂下降帯と RLの結節縄文の上に縦の沈線

13 S K-52 3-1-b 集合沈線文土器

14 S K-69 3-1-b 集合沈線文土器

15 SK-7 0 3-l-b 集合沈線文士器 三角状空白部あり

16 S K-73 3-J-b 集合沈線文土器 三角状空白部あり

17 S K-73 3-1-b 集合沈線文土器 集合沈線の上に浮線文を付けている。

18 S K-73 3-1-b 集合沈線文土器

19 S K-73 3-1-b 集合沈線文土器

20 S K-73 3-J-b 集合沈線文土器

21 S K-73 3-1-b 集合沈線文土器

22 S K-73 3-1-b 集合沈線文土器

23 S K-73 3-1-b 集合沈線文士器

24 SK-73 3-1-b 集合沈線文土器

25 S K-56 3-1-b 集合沈線文土器

26 S K-7 4 3-1-b 集合沈線文土器

切 S K-78 3-1-g 縄文 RL 両端に結節がみえる。

28 S K-78 3-1-a 無文地に結節浮線文
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図 版 挿 図 挿 l刈凡 ill t. 地 点

4 1  l S K  -0 4  

2 S K  -0 4 、 08 、 09

JO、 1 2

3 SK - 0 4 、 09 、 I Z

4 - 5 S K  - OY 

5 S K - OY 

6 S K - 1 0 

7 S K - 1 0 

8 - Y  S K - 1 2 

， S K  - 12 

10  S K  - 13 

l l  S K  - 1 3  

1 2  S K  - 1 3  

1 3  S K � 1 3 

1 4  S K - 1 4  

1 5-16  S K  - 15  

1 6  S K - 1 5  

17  S K - 1 5  

1 8  S K-1 5 

1 9 - 20 S K  - 21 

20 S K - 21 

21 S K -39 

4 2  22 S K-7 2 

23 S K  -83 

24 - 25 S K  -83 

25 S K -83 

25 

第42図 釈迦堂S-II区 S K ー出土土器 (6) (2 2 は 1 . 6 ) 

分 類

7 

7 

7 

8 

8 

8 

X 

H 

H 

R 

8 

8 

， 
， 
H 

8 

I 8 

8 

8 

H 

， 
， 
6 

8 

8 

文 様- ·  一 •• 一—--- ---- ' — ー·· -- - -- --
楕 円 区 油i と 彫刻的 叉 文

楕 円 区画 を も つ伐鉢 あ る い は l と lo i] ー か

無 文 の 浅鉢 、 I I 絃の降術部 に —角稔刻 を 施す。

曽利式 い岱 条線

rm式 t-悩 条線

r"/ 利 式 卜器 Ti'<竹 'i'i' に よ る 条線 と 妓状沈線

杓利式 I ·器

杓 利 式 t-器

r,• 利式 I器

't1利式 Ii& illl l  I 文 I器

杓利式 卜器 条線に粘 I紐 を付 け る 。

杓 利式 い岱 1 本引 き 沈線1こ 妓状 文

縄 文 11 I、

縄 文 R 

条線に粘 I紐 を 貼付

条線に粘 卜紐 を貼H

条線に粘 ！紐 を貼付 条線か太い。

条線に粘 L紐 を貼付

条線 文

条線 文

沈線区 両 1こ 縄 文 か あ る か 、 縄 文 は -fHJ]

l l 絃部 に 烈 、＇は 、 人区画の 中 に 縄 文 l、 K L

把 手 と 忠わ れ る 。 妓状沈線か あ る 。

低降笛 と 条線 を も つ t:;i;;

低降，；じ と 条 線 を も つ t:.&

-- 4 7  --

一色さr \iii ら

I 

！ 
I 

I 
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第43 図 釈迦堂s - n 区 S K ー出土土器 (7) ( 1 、 5 - 7 は 1 : 6 ) 

後期のS K

図 版 挿 図 挿 l文IN.. I I ', I: 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 駄 £ 備 ろ・

— ←  --·-----— -··-雫·---·―-· ・,,_____ 一 •一·-·- -——----
4:J I S K  18  1 2  3 後期初頭の 土器 無 文地に 3 本沈線

2 S K  - 1 9  12 ·, 沈線区両 と 縄 文

3 S K ·20 12 - 1 3 網代底 1 ,t.;  越 え l 替 り 1 ,t.;お く り

4 S K  52 12 - 9 肘梢縄 文 1 、

5 S K  52 1 2  1 4  無 文地に格 r- t l 状沈線

6 S K  - 52 1 2  1 3 網代底 1 本越え l 本替 り 1 本お く り

7 S K  7 9  1 2 - 9 沈線 に 縄 文

- 48 -
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第 44 図 釈迦堂 s - n 区 旱期 の土器

早期 の 土器

図 版 挿 図 挿 図No. 出 t 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 号

44 I P - 18 I - I or 2 断 面 三 角 形の降帯 表裏条痕

2 0 - 18 I - 2 断 面 三 角 形の降帯に 貝殻腹紘 刻 目

3 M - 1 9  I - 2 - a 断 面 三 角 形の降帯に 貝殻腹緑刻目 懸垂降帯

4 R - 21  I 及鼻条痕

5 M - 21  I 及 裏 条痕

6 N - 18 No. I I 及裏条痕

7 M - 2 1  I ＆ 裏条炭

中 期 の 土器

図 版 挿 図 挿図凡 出 七 地 点 分 類 文 様--1-- ・ ・・ ・ — -
I I  45 I M - 21  3 - I - a l、 R の縄 文 地 に 浮 線 文 が付 く 縄 文 は 0 段 多 条 か

2 M - 21 3 - I - a I、 R の縄 文 地 に 浮線文が付 く

3 M - 21 3 - I - a  1、 R の縄文地に浮線 文が付 く

4 M - 21  3 - I - a 単軸絡状帯撚糸 文 の J:: に結節存線 文

I 5 L M ト レ ン チ 3 - 1 - a - b  集合沈線 文 七器 口 柑郎 に ソ ー メ ン 状粘 七紐 を 貼付 し 、 さ ら に 円 形浮 文 も 付け

I て い る 。

6 K - 21 3 - I - a  細粘 七紐 に よ る 格 r n 文 と 結節浮線 文

7 K - 22 3 - I - a 集合沈線 文 七器 胴部集合沈線の 2 次 施 文 が あ る 。

8 I. - 2 1  3 - I - a • b  集合沈線 文 七器 n縁部に粘 t紐の貼付 文 が あ る 。 集合沈線の 2 次 施 文 は な い， L - 22 3 - I - b 集合沈線 文 七器 口 柑 部 刻 H

- 49 -



図 版 挿 図 挿図凡 出土地点 分 類 文 様 高 さ 容量£ 備 考
45 IO M -1 7  3 - 1 - b  集合沈線文土器 口唇部 刻 目

I I J -22 3 - 1 - b  集合沈線文土器 口唇部 刻 目

1 2  L -23 3 - J - b  集合沈線文土器 口唇部爪形文 垂下隆帯がみ
・

ら れる

1 3 M - 1 9  3 - 1 - b  集合沈線文士 器 口唇部爪形文

1 4  L -22 3 - \ - b  集合沈線文土器 把手

15  K - 15 3 - 1 - b  集合沈線文土器 頸部

16 L -21 3 - J - b  集合沈線文土器 2 次施文で格子 目 状沈線と な っ ている。

17  X - 1 5  3 - J - b 集合沈線文土器 格子 目 状沈線と三角状空白 部 がある。

18 L -23 3 - 1 - b  集合沈線文土器

19 L -21 3 - l - b 集合沈線文土器

20 P - 8 3 - 1 - b  集合沈線文土器

21 P - 8 3 - 1 - b  集合沈線文土器

22 Y - 15  3 - 1 - b  集合沈線文士 器

23 H - 25 3 - 1 - b • g  集合沈線文 士 器 結束第 1 種 R L と L の L の 端を 2 回結節 し たものを地文と し

て、 その上に集合沈線を施す。

24 K -22 3 - 1 - b 集合沈線文土器

25 X - 15 3 - 1 - b • g  集合沈線文土器 結束第 1 種 R L と （不明） の 両端 を結節 し たものを地文と し

て、 その上に 集合沈線を施す。

26 L -21 3 - 1 - b • h  集合沈線文土器 口唇部に L R

r, X - 15 3 - 1 - g  25と 同 一個体か

28 L -25 3 - 1 - g  結束第 1 種 R L と L R の 両端を結節

29 L -24 3 - 1 - g  結節縄文がみえる。

30 N -23 3 - 1 - g  単軸絡状 帯第 I A 種 R の L 巻 きと R 巻 き

31 M - 19 3 - 1 - g 折り返 し 口縁1こ三角陰刻を施 し ｀ 胴 部に結束第 1 種 L R と そ の 末端 を結節 I 方

は 不 明 、 鍋屋町 系か

32 K -21 3 - l - g 胎土が異 な る。 結束第 1 種の L とR の 末端 を結節 しているが、 一方の結節の 方

法は不明

46 33 x -- 15  3 - l -· g 単軸絡状帯第 I A 種

34 K - 21 、 22 3 - 1 - g  単軸絡状 帯第 I A 種 R の L 巻 き と R 巻 き し た木 目 状撚糸文

35 N � 21 3 - 1 - g  R L の 中 央を結節 して、 施文 し たもの

36 O - 26 3 - ] - g R L の地 文 口縁部に 突起と降帯J:刻みがある。

37 P -21 3 - 1 - h • f  口辺 部 は 集合沈線文 その下に指頭圧痕降帯を加え、 さ らに その下部に R L の

縄 文

38 D -21 3 - 1 - f  ロ il1 部に指頭圧痕降帯 地文は R L で結節もある。

39 K � 21 3 - 1 - f  縄文地の上に指頭圧痕降帯

40 Q - 17 3 - 1 - f  縄 文地の上に指頭圧痕降帯 R L  

4 1  L -21 3 - 1 - e 地 文の R Lに 一本引 き沈線

42 L - 21 3 - 1 - e 地 文の R Lに 一本引 き沈線

43 1. - 21  3 - 1 - e  地 文の R Lに 一本引 き沈線

44 L - 25 3 - \ - h  R L  

45 L - 23 3 - 1 - e  L R の地文に一本引 き沈線

46 L -21 3 - J - e  R L 49の 同 一個体

47 L -21  3 - J - h  

48 3 - 1 - h  

49 L -21 3 - 1 - e  46と 同一か

50 L -23 3 - J - j  無文地に沈線文

51 Y - 1 5  3 - \ - j  無文地に三角陰刻

52 N - 22 3 - 1 - j  無文地に三角陰刻

53 L -21  3 - 1 - j  無文地に 玉抱 き 三叉文を施 し ている。
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第 45 図 釈 迦 堂 S- [ 区 中 期 （ 五領 ケ 台 式 期 ） の 土器 ( 1 ) ( 7 、 8 は 1 : 6 )  
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第46図 釈迦堂S-II 区 中期 （五領 ケ 台 式期 ） の土器 ( 2 ) (49 は 1 : 6 )  
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iì

 

：
 

＂ ヽ
．

1.

め
H
U•

丸伽、9

廊r
ポ唸

ウ'

＄ヽば

，
 

7 
第 47 図 釈迦堂 S - [ 区 中期～後期初頭 の土器 (3) ( 5  - 8 は 1 : 6 )  

そ の他 の 土器
帥 図比 /I', t: 地点 分 類 文 様 高 さ 容 は ヽ 備 ，，．← -- - -- ---— ---- - --― - ,. ←― - --――· -- -―·----- --—- - --→— . . .  _ _ _ _ - - ---― - -.. .. 

I M - 16 3 2 近畿東海系 r器 R L Iこ 爪形 文

2 L - 21 3 2 近畿東海系 H器 K L Iこ 爪形 文

3 T - 21 3 2 近畿束屈系 t器 無 文 地に爪形文

4 X s I 区 S l:l - 37に柘J -· 個体あ り 、 特 異 な縄文 L

5 M 21 8 条線 地と底降笛によ る 渦 な 文

6 N 22 8 LI 必 部区画文はも‘略 し 、 底隆僭で区画 し そ の 中に条線と沈状 帷線 を施す。

7 M 21 8 f l 辺 部区 Jdy 文 1よ，{j略 し 、 沈線によ る 垂線と条線 地に沈状桓線 を施す。

8 8 U 辺 祁 1こ籠 U 文 Ill� 部は条線 地の 上に粘 L紐 を貼付， I I  深い沈線とµ 殻の背圧痕 （ ヘ ナ ク リ ） によ る凝似縄文。

-- 5:l --
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加 曽 利 B 式
図 版 Mi I叫

1 2  41! 

柑i図凡 / I \  I'. 地 点

l N - 2 6  

2 ( ) - 、以

3 I' - 24 

4 O - 'Zl 

5 M - 21  

6 M - 21 

7 0 - 2 7 

K M - 21 

， S K  -48、 4 7

1 0  M - 24 

1 1  M - 25 

1 2  ( )  - 'Z1  I " II • ー 公

1 4  S - 21 

1 5  T - 22 

1 6  M - 21 

17 Q -17 

18 M - 22 

19  N - 26 

公） N - 25 V - 25 

21 M - 24 

22 N - 26 

23 N - 26 “ N - 25 

25 S B-0 4 

26 N - 26 

'O N - 25 

28 N - 21 

29 M - 24 

30 M - 22 

31 N - 26 

32 T-23 

33 Q-21 

34 Q-21 

35 Q-17 

36 Q-17 

分 l'i ·- - -----
13- 4 

13 - I a 

13 - I - b 

13 - I ← - b 

13 - I - b 

13 -- I - b 

13 - I - b 

1 3 - I - b 

13 - I - b 

1 3 - I - b 

13- I - b 

1 3 - I - b  

， 13 - I - b 

13 - I - b 

13 - 4 

13 - 4 

13- I - a 

1 3 - I - a 

13 - 4 

13- 2 

13- 2 

1 3 - 2 

13- 3 

13- 3 

13- 2 

13- 3 

13- 2 

13-3 

13- 3  

13- 3  

13-3 

13- 4 

13- 4 

13- 4 

文―--— ·—ー・幽. ···-· —-· —• 一
把 手

1-l 辺 邪 の よ裏 と も 文様 を 施す よ 裏 と も 研序 が 沢 し い。

l l ill iffl の よ 裏 と も 文 様 を施す よ 褒 と も 研窮 が 号 し い 。

�, 辺 部 の よ 炎 と も 文 様 を 施す

l l 辺 部の よ裏 と も 文様 を施す

U 辺 部 の ＆裏 と も 文様を施す 及裏 と も 研序 が 存 し い 。

口 辺 部の よ裏 と も 文様 を 施す

I �, 辺祁の ＆裏 と も 文 様 を 施す

I 

� 1 辺 部 の ＆ 裏 と も 文 様 を 施す

U 辺 滞 の 及 笈 と も 文様 を施す

U 辺 都 の 及 裏 と も 文 様 を 施す

U 辺 祁 の ＆ 夷 と も 文様を施す

内 面 に 文様の な い 口 辺

内面に 文様の な い 口 辺

降帯 上刻 H

赤変 し て い る 。

L R  

縄 文 利!JI

研府 し た 器 面 に縄状沈線

細線 文 を 施 し 、 研窮の著 し い も の。

底 部 網代

細線で 文様 を 描 く

口 辺部

細隆線 と 列点 を施 し て い る 。

口 辺 部

口 辺部

渦巻状把手が付 く

底 部

- !i!i --

様 高 さ 容 �t.e 備 ぢ

I 



第 5 節 土偶 • 土製 品 ・ 石製 品

� �  竺

〗 疇� · C)

�- 一

二

璽 □

O 胃 ® �

□ 0 
ロ ニ

6
 

第49図 釈迦堂S- II 区 土偶 (1 ) (1 : 2 ) 
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第 50 図 釈迦堂 s-n 区 土偶 ( 2 ) ( 1 : 2 )  
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s-n 土偶 一覧表

No 出 t 地 点 部 位 た て X よ こ X はば 時 期 分 割 塊 の 観 察 部 位 と 文 様 文 様 と 施 文 具 彩 色 な ど

I S B -04 No.4 0 顔 6 Q X 9 , 7 X 5 ,J 五領 頭部、 頭頂部は 皿状 を な し て い る 。

2 S B-04ペル ト 手 ・ 腕 2 0 X 3 2 X i 3 腕部 に 沈線文

3 0 -19 手 ・ 腕 2 0 X 2 8 X ! 8 腕部の付根 に 沈線文

4 S H -04 手 ・ 腕 4 6 X 2 . 2 X J 8 

5 L - 25 手 ・ 腕 J 8 X 4 5 X 3 , 6  五領

6 X -15 臀 部 5 8 X 5 7 X 6 6 曽利 脇腹部に沈線に よ る 渦巻文 と 細状線文 沈線文 と 細沈線文

7 M - 21 足 4 J X 3 0 X 4 2 

8 Y -15 足 6 Q X 2 2 X 3 9 臀部 と の接合部， N - 22 腹 6 Q X 6 Q X 3 Q 左 足 の付根 下腹部 に 対称弧刻 文

10 
I 

y -15 足 3 2 X 3 7 X 3 6 腹部が中空

I I  N -18 N..14 足 4 Q X 2 J X 2 J 臀部 と の接合部

゜
Q O  
5 

7 

0 ， 

口
／

1 1  

1 2  
第 51 図 釈迦堂 s- n 区 土製 円 盤 、 把手 ( 1 : 2 )  

S - Il  土製 円盤 ・ 把手

番 号 出 r 地 最 大 径 ( cm) /'f- さ ( cm ) 重 さ ( g ) 土 器 片 の 時 期 備 考

1 L - 21 3 6 I 0 16 五 領 ケ 台 式

2 L - 22 3 . 7 I . 4 19 中 期

3 L-23 2 . 6 0 , 8 4 不 明 川 中 よ り 出土

4 L � 25 2 8 0 . 9  5 不 明

5 M - 21 2 、 6 0 . 8 3 不 明

6 N - 28 2 7 0 . 8 4 不 明

7 x �1s 4 . 9 0 8 ， 後 期

8 S H-10 3 . 3 I 2 14 井 戸 尻 式

， S K - 7 2  3 . 2  1 . 1 13 井 戸 尻 式

10 S K - 7 2  3 2 0 9 ， 曽 利 式 周縁は荒い打欠 き

11 S K-94 7 8 0 8 5 0  藤 内 式 縄は 0 段3 条

12 M - 22 五 領 ケ 台 式 顔把手
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第 52 図 釈迦 堂 S - JI 区 土製品 、 石製品 ( 1 : 2 )  

S - 11  土製品石 製 品

図 版 挿 図 挿図凡 出 士 地 点 分 類 材 料 記 事 備 考

I P-27 耳 飾 粘 土 滑車状耳飾

2 M-22 決 状 耳 飾 粘 土 決部の端が な い がお そ ら く 決状

3 0-19 決 状 耳 飾 粘 土 中 期 の 前 半 の も の で あ ろ う 。

4 0-19 決 状 耳 飾 粘 土 中 期 の 前 半 の も の で あ ろ う 。

5 表 採 玉 斧 ？

6 表 採 匂 玉 砂 岩

7 S B-02 決状耳飾 9 メ ノ ウ

8 M-23 管 玉， SK-29 玉 未製品か

10 M-22 玉 未製品か

I I  S B-03 111, 5  磨 斧 娃質砂岩

12 S K-05 磨 斧 摺切技法痕 あ り

13 M-25 府 斧

14 表 採 暦 斧 摺切技法痕 あ り

15 C-20 磨 斧
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山 梨 県 東 山 梨 郡 勝 沼 町

釈 迦 堂 地 区
( N  - II 区 ）



第 1 章 奈良時代の土砿 ほ か

第 1 節 土拡 と 出 土遺物

N - ll 区 の 立 地

N - ll 区 は s - n 区 東 側 の 谷 が大 き く 広 が っ た 小 さ な 谷 地形 を 主 な 部 分 と し て い る 。 京 戸 川 扇 状 地 に は 、 無 数

の 小 さ な 谷 が 発達 し て い る 。 こ の'. N - ll 区 も そ う し た 谷 の 一 つ で あ り 、 そ こ で 発 見 さ れ た S X -0 1 は 、 谷 の 中 央

部 谷 底 に 立 地 し て い た 。

調 査 は 1981 年 の 厳寒 の 中 、 調 査 全 域 の 試 掘調 査 を し て い る 時 、 遺構 を 確 認 し 、 同 年 夏 、 本格 的 に 調 査 を 行 っ た 。

谷 の 調 査 で は 多 く の 縄文 後 期 の 土器 片 が 出 土 し て お り 、 こ れ ら は 、 s - n 区方 面 か ら 流 さ れ て 来 た も の と 思 わ れ

る c

S X -01 

S X -01 は 、 谷 底 に 掘 り 込 ま れ た 長 軸 1 50cm 、 短 軸 1 30cm 、 深 さ 80cm の 土 拡 で あ る 。 埋 土 か ら は 炭 化 材 ・ 須 恵

器 • 士 師 器 片 お よ び鉄 製 品 が 出 土 し て い る 。 出 土 遺物 は い ず れ も 、 土 拡 底 面 近 く よ り 出 士 し て い る 。 こ の 出 土 状

況 が 、 こ の 土 拡 の 用 途 を 暗 示 し て い る 。

／
 

第 1 図 釈 迦 堂 N - JI 区 グ リ ッ ド 図 ( 1 : 400 ) 
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図 釈迦堂 N - II 区 S X -0 1 遺物 出 土状況
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第 4 図 釈 迦 堂 N - Il 区 S X -01 須 恵 器 • 土 師 器 ( 1 : 3 ) 
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S X - 01 

図 版 挿図No. No. 出土地点 名 称 記 事 高 さ 容量 ¢ 備 考

4 I N.. 2 • 22 • 23 須恵器 蓋 ロ ク ロ 成形痕 あ り 、 2 次焼成に よ り 赤変 し て い る 。 4 9 mm 

2 N..23 須恵器 蓋 ロ ク ロ 成形痕 あ り 、 2 次・焼成 1こ よ り 赤変 し て い る 。

3 N.. 4  須恵器 蓋 ロ ク ロ 成形痕 あ り 、 2 次焼成 に よ り 赤変 し て い る 。

4 N.12 須恵器 杯 丸底の杯 に 高 台 を 付け た も の 灰色 を 岩 し 、 2 次焼成の赤 変 は な い が 、 熱変 し て い る

5 No.3 4  須患器 脚 ロ ク ロ 成形 、 2 次焼成で 一部赤変

6 N. I 須恵器 灰星色 を 基 し 、 ク ク キ 目 を残す。

7 四I 須恵器 杯 盤状の 大邸の杯で 、 底部が高台 よ り 出 る 。

8 N.23 • 39 t帥器 杯 表裏 と も ヨ コ ナ デ。

S X - 01 

図 版 挿図凡 No. 出 土地点 名 称 記 事 高 さ 容量 ¢ 備 考
14 5 I 心 6 鉄梨人形 頭部 を 欠 く が 、 本来的 に な い も の か と う か不明 全身

2 N.28 鉄製人形 手の切 り 込み が あ る 。 胸

3 N.18 鉄製人形 桐 と脚

4 No.19 鉄梨人形 手の切 り 込み が あ る 。 胸

5 N..15 鉄製人形 k足の付根が残 る 。 胸 と 胴

6 No.14 鉄製人形 左足の付根が残 る 。

7 心 I 鉄製人形 サ ビが著 し く 不明 だ が 、 わ ず か に 足の付け根がわ か る 。 胸 と 胴

8 No.8 鉄製人形 脚， No, 7 鉄製 釘

10 N..35 鉄製 釘

第 2 節 ま と め

鉄 製 人 形 に つ い て

鉄 製 人 形 が 出 士 し た 小 竪 穴 遺 構 は 、 京 戸 川 扇 状 地 上 の 小 谷 の 底 に 単 独 に 設 け ら れ て い た も の で あ る 。 な お 遺 構

周 辺 は 、 遺 跡 群 の な か で も 無 遺 構 に 近 い 地 区 で あ っ た 。 こ の 小 竪 穴 遺 構 の 位 置 か ら は 、 東 に 京 戸 川 扇 状 地 の 扇 頂

部 が あ り 、 そ こ を 狭 む よ う に 蜂 城 山 と 京 戸 山 が せ ま っ て い る の を 見 る こ と が で き る 。 ま た 現 在 、 こ の 付 近 が 東 八

代 郡 一 宮 町 と 東 山 梨 郡 勝 沼 町 の 境 に な っ て い る と こ ろ で あ る 。

小 竪 穴 遺 構 は 、 一 辺 が約 140 cm の 方 形 で 、 深 さ は 約60 cm -80 cm で あ る 。 遺 物 は 底 部 近 く か ら 鉄 製 人 形 に 共 伴 し

て 、 士 師器 の 杯 、 須恵 器 の 杯 ・ 蓋 • 釘 が 多 量 の 炭 火 物 に 混 じ っ て 検 出 さ れ て い る 。 出 士 状 況 で 注 目 さ れ る の は 鉄

製 人 形 の 6 体 分 が 小 竪 穴 の 四 隅 に あ っ た こ と で あ る 。 こ の 小 竪 穴 遺 構 お よ び 出 土 遺物 の 時期 に つ い て は 、 須 恵 器

か ら 8 世 紀 前 葉 な い し 中 葉 を 考 え る こ と が で き る 。

人 形 に つ い て は 、 山 梨 県 内 の 最 近 の 調 査 の う ち 、 大 坪遺跡 （ 甲 府 市 ） や 柳 坪 遺 跡 （ 長 坂 町 ） の 平 安 時代 の 遺 跡

か ら 、 人 形 状 の 木 製 品 が 出 土 し た と し て 話 題 と な っ た が 、 報 告 書 で は 木 簡 で あ ろ う と 発 表 さ れ て い る 。

こ の こ と か ら 、 本 県 に お け る 人 形 の 出 士例 と し て は 、 本 遺 跡 の 6 体 分 が初 出 の も の と い え る 。 し か も 全 国 的 に

も 類 例 の 少 な い 金 属 製 人 形 が 、 小 竪 穴 遺 構 か ら 出 土 し て い る こ と は 人 形 の 用 途 を 考 え る う え で き わ め て 注 目 さ れ

る も の で あ る 。

本 遺 跡 の 鉄 製 人 形 は 、 奈 良 時代 に お け る 甲 斐 国 の 人 形 祭 祀 の 1 例 と し て 位 置 づ け る こ と が で き る が 、 火 を 用 い

た と 思 わ れ る 小 竪 穴 の 四 隅 に あ っ た 鉄 製 人 形 の 具 体 的 用 途 に つ い て は 、 今 後 の 課 題 で あ る 。

人 形 に は 木 製 • 金 属 製 • 石 製 • 土 製 な ど が あ る が 、 な か で も 都 城 跡 や 地 方 官 衛 跡 か ら は 木 製 品 が 多 く 出 土 し て

い る こ と が知 ら れ て い る 。 本 遺 跡 の 鉄 製 人 形 は 、 矩 形 の 鉄 板 を 切 っ て 顔 • 上 半 身 ・ 下 半 身 を 作 り だ し 、 足 は V 字

形 に 切 り こ ん で 、 手 は 側 面 か ら 浅 く 切 り こ み 、 や や 折 り 曲 げ て い る 。 顔 の 部 分 は 欠 損 し て い る が 、 残 存 状 況 が よ

い 例 で 現 長 8 cm で あ る 。 な お 本 遺跡 の 鉄 製 人 形 に 類似 す る も の と し て 福 岡 県 沖 ノ 島 遺 跡 の 例 を あ げ る こ と が で き

る 。 こ れ ら の 金 属 製 人 形 は 、 形 態 的 に は 木 製 人 形 の う ち 扁 平 正 面 像 と 近似 し て い る と い え よ う 。

、- - fi -



都 城 跡 出 士 の 木 製 人 形 は 、 各 所 の 溝 か ら の 出 土 例 が 多 く 、 例 外 的 に 井 戸 か ら の 出 士 も 報告 さ れ て い る 。 こ れ ら

の 溝 か ら の 出 土 の 意 味 は 、 人 形 が 水 に 流 さ れ る も の で あ っ た こ と を 示 し て い る と さ れ る 。 ま じ な い や 抜 い の 形 式

と し て の 木 製 人 形 は 、 最 終 的 に 「 流 さ れ る 」 も の で あ っ た の に 対 し て 、 本 遺 跡 の 鉄 製 人 形 は 火 の 中 に 投 げ 込 ま れ

た と 思 わ れ る と こ れ に 、 人 形 祭 祀 の 特 徴 を 指 摘 す る こ と が で き る か も 知 れ な い 。

金 属 製 人 形 に つ い て は 、 平 安 時代 の 「 延 喜 式」 に み ら れ る 。 神 祇 官 、 伊 勢 太 神 宮 、 斎 宮 に お け る 祭 式 と 祭 料 が

示 さ れ て お り 、 そ の 中 で 人 形 に つ い て ふ れ て い る 。 「 人 像 」 と 書 か れ た 人 形 は 金 • 銀 • 鉄 人 像 の 各 種 の あ る こ と

が 記 さ れ 、 さ ら に 金 • 銀 人 形 は 長 さ が 1 尺 で 広 さ が 1 寸 、 木人 形 は 長 さ が 8 寸 で 広 さ が 8 分 で あ る こ と が 記 さ れ

て い る 。

「 延 喜 式 」 に み ら れ る こ れ ら の 金 属 製 人 形 は 、 平 安 時代 の 宮 廷 儀 式 に 用 い ら れ た も の で あ る が 、 そ の 機 能 に つ

い て は 本 遺 跡 の 鉄 製 人 形 を 考 え る う え で 注 目 さ れ る も の で あ ろ う 。

た と え ば 四 時 祭 で は 天 皇 ・ 中 宮 ・ 東 宮 の 除 脳 延 命 を 願 う 抜 い 具 と し て 金 • 銀 • 鉄 の 人 形 が 用 い ら れ て い る 。 ま

た 臨 時 祭 の 中 に 国 境 で 疫 神 祭 を 行 う 場 合 （ 畿 内 境 十 処 疫 神 祭 ） や 、 斎 宮 で は 国 境 や 川 を 通 過 す る 時 の 祭 （ 六 処

堺 川 供 奉 御 楔 ） で は 鉄 製 人 形 が 用 い ら れ て い る 。

本遺 跡 の 鉄 製 人 形 は そ の 出 土 地 を 改 め て み る と 、 「 倭 名 抄 」 の 郡 郷 名 で は 山 梨 郡 1 0 郷 の う ち 野 呂 郷 に 関 連 す る

こ と が推測 さ れ る 。 東 側 に 御 坂 山 系 が 横 た わ り 、 そ の 山 裾 の 扇 状地 上 に 設 け ら れ た 方 形 の 小 竪 穴 か ら 鉄 製 人 形 が

検 出 さ れ た の で あ る 。 こ の こ と か ら 郷境 あ る い は 郡 境 に お け る 疫神 祭 的 な 祭 儀 の 場 を 推 定 し て み る こ と も 可 能 で

あ ろ う か 。

鉄 製 人 形 に つ い て 、 若干 の 考 察 を 行 っ た が 、 人 形 の 具 体 的 な 用 途 な ど 今 後 の 課 題 と し た い 。

参 考 文 献
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第 3 節 グ リ ッ ド 出 土 の 縄文土器

N - 1 区
図 版 挿図No. No. 出土地点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

I R- 7  12-10 口辺部 に磨消縄 文帯 を も つ も の

2 12-10 ロ辺部 1こ磨消縄 文帯 を も つ も の 凸帯が付 く

3 R- 7 12-10 ロil1部 に磨消縄 文帯を も つ も の

4 R- 7 12- 1 0  口辺部 に磨消縄 文 帯 を も つ も の

5 12- 9 口辺部 に磨消縄 文帯 を も つ も の

6 S - 9 12- 10  口辺部に磨消縄 文帯 を も つ も の

7 S - 9 12-10 口辺部に磨消縄 文帯 を も つ も の

8 S - 7  12-10 口 辺 部 に 磨消 縄 文帯 を も つ も の

9 R- 7  12- 9 口辺部に磨消縄 文 帯 を も つ も の

10 R- 7  12- 1 4  器内面 に 文様が付 く も の

11 R- 7  12-14 器内面 に 文様が付 く も の

12- R- 7  12-14 無 文地 に 2 本沈線で 文 様 を 描 く も の 刻 H 凸帯が付 く 。

13 R- 7  12- 1 無 文地 に 2 本沈線 で 文 様 を 描 く も の

14 S - 7  12- 1 無 文地 に 2 本沈線で 文様を描 く も の

15 R- 7 12- 1 無文地に 2 本沈線 で 文様 を 描 く も の

16 R- 7 12- J 無文地に 2 本沈線で 文様 を描 く も の

1 7 12- 1 無 文地 に 2 本沈線で 文 様 を 描 く も の

18 Q - 7 12- 1 無文地に 2 本沈線 で 文 様 を 描 く も の

1 9  P - 7 12- 1 無 文 地 に 2 本沈線で 文 様 を 描 く も の 沈線区 画 に 列点 を施す。

20 S - 7 12- 2 縄文

21 S - 9  12- 1 4  縄文

22  S - 8  12-14  縄文

23 V - 4 12-1 4  I 縄文

- 7 -



ロ
fぃ
之
芦

喜
詞

?．
gL.；”"
3

泣．．．
A

｝

．．
 

．．
 

ぷ
を
ー・・・・・・・
4
A
t・バ···〗
.

i

i.
5 .
5

、
9
99..
 -r・・・・ ”·り •
9『 '．

,‘
r

そ
ご
9
9
”..

4 ,
｝ ．．
 6 •

 

ばi
●[
t’

5
 

／
 

•
やt
l
fi
ジ

『̀•
き
翠
茫さ

豆・

ぶ
字

這●['�・

乏
茎 ．
収
r、
ゞ

，

／
 

い
五
[
f A、
亨ダ．

予
翌
字’”

l
•

ッ一
／

 

9

.

t ·
"
'
 

r
‘
化","

”’

'̀
，．

 

,
4

."
公

9

で3̂
‘..•

 r'
‘,
9

 

こ
g
茫
ぷ
箋

乱
珀

.1

翠．
-'-』

芯

”・

1

で
西
ぷ

乞

ー
ニ・
｀
＇ 叩
/[.

叉
生
て

J

ダ

／
}

;

．
 

ヽう
•.

 

；
 

f
こ言

ご
認． ＂
ぎ

；二
f

茎
ご

烹
[‘

＼
・ゞi{

[
『i-

{ ～
9

‘
ぷご

べ、
岱
写

3． r
6

這至

攣?o

／
 

．．
 
‘,

 
.

、

•
;

 

•
•

 ぷ
¢ぞ1

/

私 -]．
奉t

-．

•

•
 fp-
．

き←グ

こ

i

ゃ
：·

ぎi••
 

i.
3

t
必
9.

t

-]ー

ニ
雰
疇

会｛＂・
参．

:
1

淫

•ァ”

Ji
i

t

.. .”
 

-·
 
••

 

.”
 
.•.

 {.

4
 

8
 

1 0  

? 
. . .  

--.. , ・·. ··" 
,_ .• , ""'' ・—必,.,.:... ,． ． ．  , ,-:· ,,.,. :, ; • ..': ふ':.<JI

· "•�-.- ·  ク’● ·- ·  

必:エ-�竺さと三．.• _.-a -�.-:---'-, ら，�
芦’ ・・ヤ ・i,竺�-,... er. 迂L, . . . . ·- ··�·-.:..., �-----··, • •  • ' · · . :.\., ' 唸:· ,  �"---., . . ----,:-,.�-.;.-

. -:: ・.,唸:;: :, ·., . ,·.
•. ,., ぶ.-. �, ., ,

, ,. ゞ 9 ・，` ＇・函的＇ ぶ,'.'i法, . - .;- . :�·、,------ヽ
9 足唸マで:, · . · ·-.I · · ·...,,._;, 
'"'=�..;.,...,:.;.: ク":.:'!'.·:

•で翌芦ら--�-一�. ・・
：．ぐば頸，，ガ

"· "'.); 鴫 c•·

1 4  

門
/

ぶ
藝
忘

-ゃ
『ゞ．

；
ぷ

ざ

●
:

l
�

 .

•

 

”
 

•

•

もI ••
•
 

•
 
•
•

 
I

 ••
.
 ぃ·
f·

. ”
 ..
 、又•
こ
r·
·

ゞ

斎

桑

娑
5.l ••
 』」9

.ゞ..
 ？
•
 

ミ^
．．

 ，．詮
冥

文...
5・

、し．

.
fr
 

迄ヽ ．“4

r
•̀

へ•·

r̀

r
 

9
 •.
 

-．
ッ••
i
?

·· ·
u
..
J
 

2 1 

9
/
 

ぷ
玲i

、、
ミ

＜`
＼
ゞふ

f1

-J
ヽ
ぶi

＼ゞ
‘.、

＼
ヽ`^

•J‘
 

ヽ

5.

1
9

1

• ｀
ミ
‘ヽ.
•

 
,
1
·

l

ヽ
．ヽ ．
ご

ぶ�―..�―一•
令]

t'

＼ ・
ミ
さ(

59

翌` ｀
I

ざ
？

心
彦＂亀

f
ヽ

,．
．

 
ヽ

1 5  

月． ．
 

．
．．

 

.

•
 9
 

f
,•

三一―

•
9

らや.
.
•

 -.
 

・

「
l

、

[·

ぶ
]
i

i
r



．
令5 `｛
ゾi.

 

»冒

•

. •.
 ,•’
 

一
(

{
｛

-
5

 

•
•

 
i.
＂

 

．
翠
ク"

i
i

ふ
改

•
•

4
.

-
i
i

l”.

J
-

i

-

i

/

18
 

極｀�

攣 [J
16  

汀り“
}へ

··
とヽ••

 ,·
 

ょし
、ぃ
9 ,·

ふ．．
 
．．．

 
••

 
•••

 
ずゞ ｀
ぶ．

．` ．ヽ
＼．．

 ヽ •

··,'e"
i"，‘3-．tク？

5̀
 

• •
 

·
"

 

,． ．．if̀ -
2

/
ぐ ·"
；ヽ

苔
一
ぶ
ぞy
さ 、

g
羞‘‘.•
 ＂雰
ご

·量
d··

··

｀
 ．．
．

 

9
f·
`,＂
 

,

·
,
9

 

，
 
．
．

 

••
 ，
 

，
 

ー

"..
.｀

 

、̀●9.
...＇、

t ,•
'

·
4

イ

c
 
. .

 , •
.

..
 ̀

 t̀
 

4
•

 

さ
；`‘
．』•,‘̀

｀
 

し、．．
 

"-
」、••
 

•9
、.' ,． ．ヽ
．

 
．．

 

灼ャ
翌
裟

9)＇

·̀ 9.‘.
 

．とヽダ．
翌
号

p
r
`

.'・
ミ
r、,．し．．

 ？
 

ーー•
’

.̀f
 
r.

 

｀
 

．
』
ヽ
�.

S̀
—
 

‘、

f
•
•

こ`
·

ゞ ‘.̀ .｀.
A、-, _.̀9 -f.4

 
｀
ょ

ミ
さr...'

'ゞ

f
li

ふ
i 、.r

."
]
 

2-

豆
杢
.t.i.-

t
 ••

 

2
 

. P
.

r-
．
i
 
••
 

••
 

-:'
 

月
．、••·

•
 

�
、•

 ••
 4•2
 

·ジ
乏．i
ィ

：· -
．

乏[
3i

三
忍

ベ
ー
ニ

・

’
·

一
こ

こ―�一

三
[
1717

門
ぶ

1f

い
梃]\

浮
日
H
バ
i
.

\
I
1.,
．
L

.

‘`
 

むヽ
i‘
ヤ
0ヽ

4
` ·
 

,
Jと

。

ヽ`

2

iu
 

,.
 ．． 

.
9
』
・、．
．

 

. .
 ,
4· ·
 

:
',.

 

’

ふ▼＂

••
 t·

:
l

 
••

 ～
 
•.

 
3
ぃ
，．

4
 

..
 ，‘、

翌
ざ ．l

ぶ｝
5．＂

：

急
ミiL

ぜ
怒 ．． ー
ら、，
．
らf

.‘
ミ・l̀『い．
＂・
全． ．‘•iil•

t̀
＂

 •

•

 
‘

9
3.
 

.
o1
.
 

·̀
 

••
 t
,

；

．'

；
..、9.

}
.、．ぃ＂

て・

苓
9・‘

.
9

]．．
 

＂
脅ざ‘, ．．
 望{ •』..g.
g.‘ .

姿
対'

:1
5 、 '｀●芦

と
{
8 •

t
 ．．．

 妥
？ご”

•ヽ

5 ··
: ·

．ヽ
．

 

ì
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図 版

S - I 区



図 版 1

釈迦堂 S - 1 区 ・ S - ll 区 空 中 写 真

釈迦堂 S - I 区 ・ S - Il 区 空 中 写 真



図版 2 発掘 開 始状 況
S - 1 区 S - l 区

S - [ 区 S - I 区

S - 1[ 区 S - I 区

S - lI ・ S - Ill 区 S - 1[ 区



図版 3



図 版 4

S B -06 S B -06 

S B -06 S B -10 

S B -13 S B -15 

S B -30 S B -51 



図版 5

S B -47 S B -47 

S B -51  W-20 

S B -05 S B -05 

S B -05 S B -06 



図版 6
S B -1 0  S B -28 

S B -23 S B -23 

S B -41 · 42 S B -41 · 42 

S B -41 · 42 S B -41 • 42 



図版 7
S K-01 S K -01 

S K -04 S K -05 

S K -06 S K -10 

S K-18 S K -19 



図版 8

S K -20 S K -22 

S K -22 S K -23 

S K -28 S K -30 

S K -33 S K -33 



図版 9
S K -44 S K -49 

S K -55 S K -60 

S K -65 S K -69 

S K -73A S K- 77 



図版1 0
S K -81 S K -83 

S K -88 S K -98 

S K -98 S K -101 

S K - 125 S K - 1 44 



図 版 1 1
S K - 155  S K - 1 57 

；、

S K - 165 S K - 1 72 

S K - 1 93 S K - 193  

S K - 1 93 S K - 1 93 



図版1 2

S B -01 

S B -02 

S B -03 



図 版 1 3

S B -04 ＼； 鴫'

S B -05 

S B -06 



図 版 1 4

S B -07 

S B -08 

S B -09 



図版1 5

S B - 10 

S B -10 

S B -14 

S B — 1 1  

S B -12 



図 版 1 6

S B -15  S B -13 

S B -30 

S B -34 S B -26 

S B - 14 

S B -15  
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